






序　　　文

近年、福岡市における土地開発の急速な進行は、板付遺跡周辺においても例外

ではあり得ません。

福岡市教育委員会では、昭和48年度から国庫補助事業により、板付遺跡周辺の

土地開発に伴う緊急調査を実施し、記録保存に努めております。

本年度は、先土器時代から弥生時代さらに中世に至る生活址・墓地の調査を実

施し、朝鮮無文土器・貝輪の検出等多くの成果をあげるこ、とができました。これ

も、関係者各位の埋蔵文化財への深いご理解‾とご協力によるものと考え、深甚の

敬意を表するものであります。

本報告書がより多くの方々にご活用いただけることを願ってやみません。

昭和50年3月

福岡市教育委員会

教育長　　古村澄一
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－れいげん一

口　本報告書は、福岡市教育委員会が国庫補助を受けて、1974年度に実施した福岡市博多区板付周辺地区の民間宅地造成・

建築にともなう緊急調査報告である。

口　調査にあたっては九州産業大学森貞次郎教授、九州大学医学部永井昌文教授の指導助言を得、永井教授と医学部木村

幾多郎助手には一部を執筆していただいた°

□　実測図は調査担当者・参加学生により、製図は主に各項目執筆者が当った。

□　写真は、遺構は横山、遺物は後藤が担当した。航空写真は下僚信行（福岡市歴史資料館）と山崎純男（福岡市文化課）

両氏による。

□　註は、第1・第2章は章未に、第3章は各節末に付す。

□　本報告の執筆分担は本文目次に示した。編集は横山．後藤が行った。



序　本年度調査地と調査経過

／

⑬

船

第1図　緊急調査地点と板付地区の遺跡

L F－9a地点　2・の・E－9地点　3・諸岡遺跡（今年度調査）
4．諸岡遺跡　5．H－8地点　6．D－9・10地点　7・A．B－13地点　8・D－6．7地点（以上前年度調査）
9．板付遺跡10．板付水田遺跡11．板付八幡古墳

－　6　－



序　本年度調査地と調査経過

序　本年度調査地と調査経過

昨年度にひきつづき、国庫補助事業として、板付周辺地城の緊急調査を実施した。調査はい

ずれも宅地造成・住宅建設に伴なうもので、次の3ヶ所で行った。

LF－9a地点　福岡市博多区板付5丁目7－93・112。中牟田功氏、加峯伊六氏所有地469㎡。

発掘面積約150mZ。

2・D．E－9地点　博多区板付5丁目10－5。中牟田松茂氏所有地443m2。発掘面積約100㎡。

3．諸岡遺跡　博多区諸岡岡ノ前439・453。地平勝一氏、大和富江氏所有地1847㎡。ほぼ

全掘。

F－9a地点は板付遺跡のある丘陵（板付丘陵）の南端部西側にあたる。D．E－9地点は板

付丘陵南端部と沖積層の接するところで、板付八幡古墳のすぐ南である。いずれも板付遺跡の

範囲を知る上で重要な地点である。

諸岡遺跡は前年度調査地（A区）に接する西側と北側とで行った。甕棺墓地を予想していた

が、それはなく、弥生時代．中世の竪穴が多数あった。また前年同様先土器時代の調査も行な

った。この調査中に、丘陵頂部西側の塀造成工事で甕棺墓が出土し、これも調査した。

調査期間は、F－9a地点が5月20日～6月20日、D・E－9地点が6月1日～6月29日、諸

岡遺跡が7月1日～9月30日である。

調査を担当したのは福岡市教育委員会文化課板付遺跡調査事務所で、現場作業は横山邦継・

山口譲治が責任者となり、後藤直・沢皇臣が随時手伝った。事務は楢崎幸利．草場九男．安田

正義が担当した。

諸岡遺跡の調査に際しては、森貞次郎先生（九州産業大学教授）に種々御指導いただき、永

井昌文先生（九大医学部）に人骨．貝輪の取上げに当っていただいた。またD・E－9地点出

土木棺材の鑑定は嶋倉巳三郎先生にお願いした。

調査に当っては下記の方々から多くの援助を受けた。記して感謝する（敬称略）。

中原志外顕、亀井勇（春日市中央公民館）、江浜明徳（博多工業高校教諭）

地主：中牟田松茂、中牟田功、加峯伊六、地平勝一、大和富江

調査作業員：大部茂久、屋山利久、広田熊雄、刈茅与八、副島三好、江浜喜久太郎、山浦幾

久郎、合川キチエ、合川アキ子、野村シマ子、谷口きくの、椎原栄子、中道七々枝、半田フミカ、

永松伊都子、岸原松枝、茅島幸子、松尾エミ、吉次トヨ子、中村愛子、松下信子、松田和博、

松田要輔、松田孝之

参加学生：堀内真、稲富和裕（以上法政大学）、野尻雄三（東洋大学）、原俊一（福岡大学）、清水聖子

（別府大学）、小林義彦、小田雅文、浜石哲也、横尾義明、斉藤裕司、川道寛、梅崎恵司、谷津

洋子、松村明子（以上明治大学）、清家博（九大研究生）、東福岡高校史学部生徒

整理作業：木相島子、田辺郁代、島津昭子、山下美智枝、松田伴子、入江昭子、秋根邦子、

筑紫敦子、椿智子、玉永光洋、杉本英俊、上村淳一（東洋大学生）、渡部明夫（九大院生）

諸岡遺跡航空写真撮影：下僚信行、山崎純男（PL．IIト1）°

矢野健太郎（永住建設）
－　7　－



第1章　F－9a地点

第1章　F－9a地点

Ⅰ　調査概要

1

南北に長い板付丘陵は、板付遺跡南側で低くなり、さらに南側で再び高くなり、標高12m強に
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す、

II　調査概要

なる。　今回調査したのはこの南側高まりの西側である。

西側は、土取りが行なわれた上に、セメントブロック等によって埋められていたので、調査

は旧地形が残っている部分を対象とした。また中央に約1・5m幅の道があったので、まず道の

西側に台地の傾斜にそって4m、等高線にそって4mのトレンチを設定した。その結果第1号

から第3号までの遺構が確認できたので、遺構を完堀するために北側・西側へ拡張した（第1

図参照）。道の東側では8mX4mのトレンチを設定し、遺構確認のため南側へ拡張した。今

回の調査では、弥生時代前期の袋状竪穴4基、竪穴遺構2基、中世の溝状遺構等が確認できた。

遺構は標高10．3mから10・5m上の黄褐色ローム層を堀り込んで作られており、弥生時代の遺構

の切り合い関係はないが、第3．4号袋状竪穴・第6号竪穴は溝状遺構に切られている。

その他、柱穴状のピットが確認されたが、住居址は確認できなかった。また表面採集資料中

や袋状竪穴中に、弥生時代前期の大型甕の破片があるところから、同時代の墓地の存在も予想

されたが、今回の調査では確認できなかった。

II　遺構と遺物（PL・Ⅰ－、PL．IO

L第1号袋状竪穴（第2図）

底面円形の袋状竪穴で、底面がもっとも広く、上部にいくにしたがってすぼまってくる。入

口は耕作などで削り取られているが、下部が残っている。最下部に約10cm、底面より約40cm上

の約15cmの厚さをもつ赤褐色ロームのバンド以外から、弥生時代前期末の遺物が多量に出土し

た。上部の赤褐色ローム層は、同じ厚さをもち、竪穴全体に広がっているが、人為的なものか

否かほ確認できず、遺物も上下で時期差は認められなかった。2枚の暗褐色土層は、壁の剥落

によるロームブロック・焼土塊・炭化物を多量に含んでいる。上部の暗褐色土層（1層）では

土師器・須恵器も出土しているが、これは混入と考えられる。最下部褐色土層は灰・炭化物を

多く含んでいた。ことに暗褐色土層（3層）・果褐色土層（5層）からは板付II式の土器が多

量に出土しており、この竪穴は、板付II式の時期のものである。

出土遺物　石器（第2図）1は3層より出土した頁岩製の石庖丁の破片である。両刃であ

るが、研磨痕は不鮮明であり、紐孔．形態は分らない。石庖丁は同層より他に1個出土してい

る。2は3層より出土した油質頁岩製の扁平片刃石斧である。横断面は長方形を呈しているが、

非常に薄く、直線的で鋭い刃部をもっている。3は5層より出土した玄武岩製石斧であるが、

今山産のものとは異なる。半分は欠損しているが、蛤刃の刃部をもっている。4は砂岩製の砥

石である。この他黒耀石製の剥片石器なども出土している。

土器（第3図）　土器は板付II式の壺形土器が1層から1個体、5層から2個体、甑形土器

が1層・5層で各々1個体、甕形土器が1層で2個体、3層で6個体、5層で4個体、蓋形土

器が3層から1個体出土した。童形土器（10・12・16）10は5層出土。淡赤褐色を呈し、表面

には胴部に不規則な刷毛目が、鹿部附近には器表内面とも指の痕がみられる小型壷である。12

は表面黒褐色を呈する大型壺の鹿部で、焼成は良好である。16は丹塗りの小型壺の口綾部で、

焼成は非常によい。甕形土器（1～6・8・11・13・15・17・18）1は5層より出土した表面

－　9　－
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赤褐色を呈する大型甕の言

綾部である。外反する言縁

端には上下2段の刻目があ

り、胎土には多くの石英粒

を含み、焼成はあまりよく

ない。またこの土器は、第

4号袋状竪穴出土のものと

は同一個体である。8は3

層より出土し、表面は褐色

から灰褐色を呈している。

言綾部は外反し言縁下端に

は刻目がつけられている。

言縁直下には沈線がめぐら

されており、胴部には刷毛

目が不規則に施されてい

るが、所によっては縦の刷

毛目が整然としている。こ

の土器も第4号袋状竪穴出

土のものと同一個体で、焼

成のあまりよくない甕であ

る。6は1層から、2・5・

11は3層から、3・4・13．

15・17・18は5層から出土

した。6は褐色を呈し、外

反する言縁端には刻目が施

されて、言縁直下には刻

目突帯がまわる。2は黒褐

色は呈し、外反する言縁下

端に刻目が施される。11は

表面赤褐色ないし淡褐色を

呈する言綾部で、言縁直下

から細かい縦の刷毛目調整

を施す。3・4は褐色を呈

する言綾部である。13・15・

17・18は鹿部で、13が若干上

げ底である他は平底である。

／す



II　遺構と遺物

¢

ロ
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第3図　第1号竪穴出土土器実測図
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第4図　第2号竪穴と出土土器拓影

1甑形土器（9・14）5　層より出土

し、表面は上部が暗灰色を、下部が褐

色を呈する。言縁は外反し下端には刻

目が施登れ、胴部は縦の刷毛目が整然

と施されており、鹿部は焼成後穿孔

している。蓋形土器（7）3層出土°

表面赤褐色を呈し、外面は刷毛目調整

が縦・横に施され、内面には指調整が

みられる。この土器も1・8と同様、

第4号袋状竪穴出土のものと接合した。

10．70M　以上出土した土器は板付II式であり、

袋状竪穴はその時期のものである。

2・第2号竪穴（第4図）

深さ約10cmで、削平されているがも

ともと浅い竪穴遺構である。床面には

柱穴とは異なる多数の浅いピットがあ

る。出土遺物としては、甕言綾部と胴

部の細片が数点あるのみである。1・

2とも黒褐色を呈し、叩き目が施され

胎土には砂粒が含まれており、焼成

はあまり良くない。同一個体と考えら

れる。この竪穴は住居址の可能性もあ

り、出土土器から弥生時代終末期のも

のといえる。

3．第3号袋状竪穴（第5図）

底面不正円形の袋状竪穴で、黄褐色

ローム上面から白色粘土層まで切り込んでいる。形態はフラスコ状で、底面がもっとも広く、

入口は耕作などによって削り取られ、さらに中世の溝状遺構によって西半分が削られ、西壁は

底面より約15cm残っているのみである。遺物はロームブロック混りの褐色粘土をはさんで上．

下の黒褐色土層（上は1層・下は3屑）より出土した。

出土遺物（第5図）　石器1・2とも黒耀石製の無茎石金族である。1は表裏とも丹念に調

整剥離が施され、基部はわずかに彎曲している。2は不定形剥片を利用し、基部のみを調整

剥離によってつくり、先端は剥片の尖った先端をそのまま利用している。他に石斧破片や砂岩

製砥石が出土している。投弾（同図3）横断面楕円形の土製品で、手ずくねによって砲弾状に

形づくっているが、半分欠損している。紡錘車（同図4・5）4は土製で、半分欠損している。

5は滑石製で穿孔は上下からおこなわれており、周縁は丹念に研磨されている。重量－53・8g。

－12－
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II　遺構と遺物

土器（第6図）壺形土器2個

体、甕形土器9個体が出土した。

3～5・9・10が1層から、他

は3層から出土した。3・5と

も壺の肩部に沈線が施されてお

り、表面は黄褐色を呈している。

3は胎土に石英粒などを多く含

み、焼成はあまりよくない。

甕形土器（1・2・4・6－

10）7は褐色を呈し、言緑端に

刻目がつけられ横なでによって

調整されている。口縁の下にも

一条の刻目突帯をめぐらし、胴

張りである。8～10はいずれも

鹿部で、8・10はやや上げ底で、

9は刷毛目が施されている。

10は砂粒などを胎土に多く含み、

焼成はあまりよくない。以上の

出土土器は板付II式であり、こ

の袋状竪穴の時期はその頃であ

る。

4・第4号袋状竪穴（第7図）

底面円形で、底がもっとも広

いフラスコ状の袋状竪穴である。

この遺構は黄褐色ロームに切り

込んでいるが、南側大半が中世　く01

の溝状遺構によって切り取られ

ており、さらに私道があるため

西側半分だけを調査した。北側

に黒褐色粘質土を覆土とする時

期不詳の遺構があり、この遺構

ヽヽ

＼一一一一一一／一一一／

＜二＞2 芭）。⊂監二二）
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／
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第5図　第3号竪穴と出土石器実測図

は中世の溝状遺構によって切られている。また遺構によって第4号袋状竪穴の入口は削りとら

れている。

出土遺物（第7図）　石器（同図6～8）6は硬質砂岩製の外彎刃半月形の石庖丁で、刃部

には刃こぼれがみられる。紐孔は欠損している。7は黒耀石製の剥片石器で、縁辺には使用痕

がみられる。このような石器は他の竪穴でも数点出土している。8は砂岩製の砥石と考えられ

－13－
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第6図　第3号竪穴出土土器実測図

る。断面楕円形で、上下共欠

損しているが、全面が研磨さ

れ、砥石以外の用途も考えら

れる。他に、石鏃未製品．石

庖丁の破片などが出土してい

る。

土製晶（同図5）扁平土製

品で、指で整形し、両縁辺よ

り笛の孔のように穿言されて

いるが、貫通している穴とし

てない穴をもっており、半分

は欠損している。使途不明。

土器（同図1～4）壺形土

器2個体、甕形土器4個体、

蓋形土器1個体が出土してい

る。壷形土器（1）褐色を呈

し、胎土に砂粒を多く含み、

焼成はあまりよくない。外反

する短い言緑をもち、頸部に

刻目のある細い突帯をめぐら

している。甕形土器（2・3

・4）2は大形甕の言綾部で、

赤褐色を呈し、胎土には多く

の砂粒を含み、焼成もよくない。外反する言緑端には上下2段の刻目が施されている。この土

器は第1号袋状竪穴出土土器片と同一個体である。3・4は共に言綾部で、黒褐色を呈し、言

緑下端には亥出］が施されている。

以上、出土土器は板付II式で、この袋状竪穴は弥生時代前期末のものである。

5．第5号袋状竪穴（第8図）

底面不正円形で、底面がもっとも広く、フラスコ状になっている袋状竪穴である。入口は東

側にかたよっており、残りは良い。竪穴中には褐色の粘質土が堆積しており、多量の遺物が

出土した。ことに底面では4個体の甕形土器がまとまった状態で出土している。

出土遺物　石器（第8図1～6）1は竪穴の上部より出土した黒耀石製の無茎石鏃である。

先端部が一部破損しているが、表裏とも丹念に整形調整剥離が行なわれ、基部はわずかに彎曲

している。2は黒耀石製の剥片石器で、鋭い縁辺には使用痕がみられる。3は上部で出土した

ノミ形石器で刃部は欠損している。横断面は方形を呈し丹念に研磨されており、石質は油質頁

岩である。4は滑石製で、縁辺が丹念に研磨された扁平石製品である。5．6は砂岩製の砥石

－14－
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で、5は石皿状に、6は上部に研ぎ面がある。

土器（第9図、第10図）壺形土器6個体、甕形

土器6個体、甑形土器3個体が出土した。壷形土

器（6～11）6・7は上部より出土し、胴部に羽

状文が施されている。また表面は各々灰色、黄

褐色を呈し、胎土には石英粒を多く含み、焼成は

よい。8・9は黄褐色、暗褐色を呈し、焼成はよ

く、横の沈線文が施されている。以上6～9は

いずれも肩部の破片である。10は上部から出土し

た黄褐色を呈する言縁部である。口綾部は外反し、

憩OM　頸部まで横なでによって整形されており、肩部に

は羽状文が施されている。11は褐色を呈する口縁

部である。

甕形土器（1～5．15～19）2～5．17．18が

上部より、他は下部より出土した。16は暗灰色を

呈する鹿部で、焼成はよく、表面には縦の刷毛目

が施されており、12の胴部・14とかたまって出

土した（第8図第5号袋状竪穴実測図：1は第

9図14に、2は16に、3は12に、4は19にあたる）。

19は12の鹿部のそばで出土した。灰色を呈し、焼

成はあまりよくない。17は黒褐色を呈する焼成良

好の口綾部である。外反する口縁下端には刻目が

つけられ、表面は言綾部直下から細かい刷毛目が

縦に施されている。18は褐色を呈する言縁部で、

外反した言縁下端には刻目がつけられ、言縁直下

から縦の細かい刷毛目が施されているが、言縁

直下ではその上から横なでされている。さらに、胴

下半部はやや粗い刷毛目が施されており、内面

には指による器面整形痕がみられる。15は赤褐

色を呈する鹿部で、縦の刷毛目が施されている。

1－5の拓影はいずれも言綾部で、4を除いて外

反した言縁下端には刻目がつけられており、褐色

及び黒褐色を呈し、焼成は良好である。2は上部

で出土したものであるが、約50cm下位より出土し

109Mた4片の言綾部．胴部片と接合し、袋状竪穴のあ

第8回　第5号竪穴と出土石器実測図　　りかたを考える上で興味がもたれる。
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II　遺構と遺物
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第9図　第5号竪穴出土土器実測図（1）
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第10図　第5号竪穴出土土器実測図（2）

髄形土器（12－14）13が上部から、

他は底面に近いところで出土した。

12は胴部が14．16の下から出土し、

鹿部と離れた状態で出土した。黒褐

色を呈し、言綾部は外反し、表面に

は縦の刷毛目が3段施されている。

焼成はよいが、下部はややもろくな

っており、鹿部は焼成後穿孔され、

内面には指による整形痕がみられる。

13～14も焼成後穿孔された鹿部であ

る。14は1216とともに出土した。

13・14は赤褐色を呈し、縦の刷毛目

が施されている。

以上の土器はすべて板付II式であ

り、この袋状竪穴も、第1・3・4

号袋状竪穴と同時期、弥生時代前期

末のものといえる。

6．第6号竪穴（第11図）

黄褐色ロームを切り込む比較的浅

い円形の竪穴である。北西は中世の

溝状遺構によって削られ、南西では、

柱穴状のピットが竪穴中に掘り込ま

れている。出土遺物としては、砥石

のほか石庖丁の破片、甑の鹿部と考えられる土器片など数10点の弥生式土器の細片が出土して

いる。この遺構は弥生時代の遺構と考

えられる。

7・溝状遺構（第1図）

黄褐色ロームを掘り込み東西に走る

溝で、西側では南へ折れて第3・4号

袋状竪穴及び第6号竪穴を削りとって

いる。堆積土をみると、下から灰色粘

質土、土器を多量に含む暗褐色粘質土

となり、暗褐色粘質土の中にはローム

ブロックや青灰色粘土層などがレンズ

状に堆積しており、流れ込みによる堆

積状態を示している。遺物としては、弥

0　　　　　　　　　5cM
と一⊥－」一一一一一一一」一一一一一一一一⊥一一一一一一」

土－1．－－；　　　－2

第11図　第6号竪穴と出土石器実測図
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II　遺構と遺物

生式土器、中世土師器、磁器などが出土しており、中世の遺

構と考えられる°　またこの発掘地域は通称『オイ屋敷』と呼

ばれており、この地域に屋敷跡があったとも考えられるが、

建築遺構は確認できず、古文書も残っていないので、溝状遺

構との関係はつかめなかった。

出土遺物（第12図）　磁器（1・2）1は箆削りの上に、

気泡の多い青灰色の釉薬がかけられている杯で、胎土は灰色

で、腰より下には箆削りのあとがみられる。2は箆削りのあと

、三一一1．－∴／′

O

ヒエⅠ一一Ⅰこ　一一一一二二望M

第12周　溝状遺構出土

遺物実測図

暗灰色の釉が表裏ともかけられている塊の鹿部である。中世土師器（3）灰褐色を呈する杯（塊

？）の糸切り底の鹿部である。

8．表土出土及び表面採集遺物（第13図）

石器（1・2）1は硬質砂岩製の石庖丁片で、表裏より穿孔した紐孔をもっている。刃部は

破損しており、形態はわからない。2は今山産の玄武岩製の大形蛤刃石斧の頂部で、表面は打

面を除き丹念に研磨されている。

土器（3～8）3は丹塗りの甕の言綾部で焼成は非常によく、弥生時代中期のものである。

4は褐色を呈する上げ底の鹿部で、城ノ越式である。5は褐色を呈する鹿部で焼成はあまりよ

くない。第2号竪穴出土の土器と同時期と思われる。6は褐色を呈する甕の鹿部で焼成はよい°

7は器台で明灰色を呈し、内面にはしぼりの跡がみられる。

∴・・．∴∴＋．－1．氷．’リー1－．－－．．．1■・一一・・　　　！　　　　　　　！

5cM
5　　－　1　－1　－　一　五

0

9　　　　ヒコ一口十一一二。望M

第13図　表土層．表採遺物実測図
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第14図　表土層出土瓦拓影

磁器（9～12）すべて塊で、9は箆削りのあと

青白色の釉がかけられており、胎土は透明の白色

で焼成はよい。裏面は言縁部に釉がかかっている

のみで、すぐ下から箆削りのあとがみられる。10は

灰白色の釉がかけられており、腰の上に暗青色で

施文されている。胎土は白色で焼成はよい。11は

箆削りのあと灰白色の釉が、表面は腰より上部に、

内面は全面にかけられている。12は箆削りのあと

濃青色の釉がかけられている高台をもつ鹿部であ

る。

他に瓦頭などがある。（第14図）

以上のうち、磁器．瓦は溝状遺構の時期のもの

と考えられる。

III　まとめ
①

1板付遺跡の調査は、今まで環溝を中心とする地域で行なわれていたが、板付の南側の台地で

弥生時代前期の遺構が確認できたことは、板付遺跡のひろがりを考える上で新たな成果を得た。

2　板付II式の時期の袋状竪穴4基が、切り合い関係なしに確認された。

3　第1．4号袋状竪穴からそれぞれ出土した大型甕．蓋形土器が接合したことは、この地点

の袋状竪穴が同時期であることを裏づけた。

4　『オイ屋敷』と通称されているこの地域で、直接の関係は分らなかったが、中世の溝状遺
②

構の確認ができたことは、今後の調査に期待される。なお、この遺跡より南の警察学校遺跡で、

礎石・古銭が出土しており、なんらかの関連があるものと思われる。

註

①森貞次郎、岡崎敬「福岡県板付遺跡」『日本農耕文化の生成』1960年。下僚信行編『福岡市板付遺跡調査報告』福岡

市埋蔵文化財調査報告書第8集1970年。

②福岡市教育委員会編『福岡市埋蔵文化財遺跡地名表』福岡市埋蔵文化財調査報告書第12集1971年
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Ⅰ調査概要

第2章　D・E－9地点

Ⅰ　調査概要（PL．Ⅰ－2）

1月一　‘。
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D．E－9地点は、南北長さ約600m・東西幅200－100

m・最高点で12m前後をはかる板付丘陵の南端にあたる。同

地点周辺は住宅の増加に従い、蚕食状態となって本来の地形

は失なわれつつある。調査は、対象地に木材などの障害物が

あったため、東隅に5×2．5mのトレンチ2本（A・Bトレ

ンチ）を設定した。Aトレンチでは厚さ40cm内外の耕土をも

ち、水田面より約2．3m下が青灰色粘土の基盤層となること

が知られた。Bトレンチでは厚さ30cm内外の耕土下に赤褐色

ローム（鳥栖ローム）層がみられ、南へ漸次下っており、丘

陵末端の一部であろうと考えられたため、東．西．南方向に

拡張を行なった。Bトレンチの東壁側は南に2mX8m延長

し、土層断面図を作成した（第1図）。その結果両トレンチ

では第2層にあたる暗褐色砂質土層がいずれも厚い水平な遺

物包含層となっており、弥生式土器・須恵器・土師器・石器．

磁器・瓦など弥生時代から中世にわたる長期間の遺物が混在

した。遺物の中では量的に弥生式中期土器・土師器が最も多

く、包含層は丘陵端より遠くなるに従って薄く、土層図南端

部分ではほぼ消滅する。第8層のローム土は、ゆるやかに下

降し、Bトレンチ西壁の北から約6．5m（標高8m）付近で

不明瞭となり消滅する。第6－9層は埴土～埴壌土からなる

敵密で粘りのある土壌となっており、過去の緩かな堆積状態

が知られる。遺構は、木棺墓．小溝．土師器の入った小竪穴

2個が検出された。木棺墓は第2層堆積前に営まれており、

弥生時代の所産とされるであろう。小溝は下底に円盤形紡錘

車．投弾．打製石鏃が出土し、弥生時代前期に位置づけられ

よう。小竪穴のうち1号は甕形土器2個・小型丸底壺2個の

セットに敲石2個。また2号は、前記の小溝を切っており、

内部に高杯1－2個体．小形丸底壺1個をもち、いずれも破

損している。これらは古墳時代（5世紀代）の祭祀遺構と考え

られよう。以下個別の遺構について説明を加える。

II　遺構と遺物
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II　遺構と遺物

第3図　D・E－9地点遺構出土状況全測図
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第2章　D・E－9地点

1第1号竪穴（第

4図、第6図、PL．II）

1号竪穴はBトレン

チの北隅に検出された。

竪穴内に土師器甕形土

器2個、小型丸底壺2

個、敲石2個が入って

いるものである。竪穴

は上端部がやや削平さ

れているが、現状は約

80×70mの不整円形で、

底径約20cm、深さ約70

cmの規模をもつ。竪穴

には底面近くに小さい

棚状部分がみられる。

遺物は竪穴を埋める黒

色粘質土内で出土した。

底面から15cm程度上に

胴部上半打欠きの小型

丸底壺（第4図c）が

鹿部を上にして出土し、

さらに30cmほど上のほ

ぼ中位に甕形土器が2

個積重なり（同図a・

b）上の甕は言縁を下

にして、鹿部打欠き、

下の甕は言緑を横にし

てその一部を欠く。これ

と近接して大小2個の

敲石（大形－砂岩、小

形－花崗岩円礫）があ

る。他に小型丸底壺1
第4図　第1号竪穴実測図

個が鹿部と言縁の一部を打欠き、甕形土器より上部に出土した。

出土遺物（第6図）1は竪穴上部出土の小型丸底壷である。言緑はゆるく外反し、しまった

頸部から小さい肩を作って、胴はほとんど膨らみを持たない。外面は淡い灰褐色、内面は灰色

～灰黒色を呈し、両面ともに器面の荒れがはなはだしい。言綾部内外面は横なで調整。胴部内

－24－
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II　遺構と遺物

面は指による調整痕をのこす。胎土中に砂粒を含み、焼成は不良で軟質、口径6．6cm・推定器

高6．2cm。2は竪穴下部出土。胴部上半を打欠いているが、それほど張らない。器色は、外面

赤褐色～淡い灰褐色、内面灰黒色を呈し、器表の荒れがはなはだしい。内面は、鹿部にかけて

指調整を施し、その後をなでている。器表はなでか。胎土に砂粒の混入多く、焼成不良で軟質

である。3は竪穴中の甕のうち下の甕にあたる。言綾部はややふくらみをもってゆるく外反し

ており、頸部は短く立ち気味となり、この部分で器厚を増し、球形の胴へつながる。器色は内

外面とも淡褐色～灰褐色を呈し、器面は若干荒れている。外面は胴部中位では斜位あるいは横

位の刷毛目が残り、下半ではなでの様に細い刷毛が鹿部から上方に向い、縦に施す。また上半

部の頸部一言綾部にかけては横なでで、胴中位の調整が先行する。口縁内面は刷毛調整後に横

なで。胴内面はななめ上方向の箆削りであり、鹿部では指おさえ後に削られる。外面の頸部以

下に煤付着。胎土にはやや多くの砂粒を含み、焼成不良で軟質である。口径14．8cm．器高21・9

－25－

サ

cm。4は竪穴中の甕のうち上の甕に

あたる。打欠きで鹿部の一部を欠損。

胴部は中位が最大となり、言にむか

ってすぼまり、ゆるやかに外反する

口縁が口唇の近くで細かく外．側に折

れる端正な甕である。器色は内外面

ともに淡い灰褐色を呈し、言綾部内

外面および胴外面は磨滅がいちじる

しい。外面は1cmあたり約6本程度

の斜位の刷毛調整。口線内外面は横

なでであり、頸部内面は横なで後に

縦のなでがみられる。胴部外面は箆

削り。胎土中にやや大きめの砂粒を

含み、焼成は不良で軟質である。口

径16・6cm・推定器高25．3cm。

2　第2号竪穴（第5図・第6図）

2号竪穴はBトレンチの東拡張部

に検出された。前記のように溝遺構

を切って営まれており、南側壁の立

あがりはつかめなかった。約45cmX

60cmの長楕円形で、深さ30cm以上。

第1号の約7m東側に位置し、その

上面比高差は60cm前後である。竪穴

内では、底面に接して鹿部のみを残

す小型丸底壺破片、林部および脚裾 第5図　第2号竪穴実測図



第2章　D．E－9地点

を欠損する高坏脚、小円磯（花崗岩）各1個が出土しており、青灰色粘土の小塊も同時に見出

された。また底面から約20cm浮いて脚部を欠損する高坏坏部が1点出土したが、前のものとは

同一個体でない。竪穴の上部層では多くの小型丸底壷等が見出されており、高坏2個以上、小

型丸底壺数個のセットが考えられる。

出土遺物（第6図5・6）5は底面出土の高坏脚部である。内外面ともに淡い灰褐色を呈し、

上部がしまり、ゆるやかな膨らみをもつ脚となる。外面はなでによる調整と思われ、丹塗りで

摩滅がはげしい。内面は箆削りで、裾にかかる部分に横位の刷毛調整。胎土は少量の砂粒を含

lみ、焼成不良。5は竪穴上部で出土した高坏坏部である。坏は浅くひらいた言縁とへそ状に突

出した鹿部をもつ。内外面灰褐色一時灰色。内外面ともに斜めの刷毛調整後横なで。胎土には

砂粒をごく少量含み、焼成不良で軟質。口径16．8cm。

上記両遺構で出土した甕、壺、高坏などは故意の打欠き、破砕などにより容器のもつ機能を

破壊されており、甕．壷の二対の組合せ（1号）、丹塗り高坏．壷の組合せ（2号）等のまと

まりを示す点から、これを祭祀行為の性格をもつ遺構と考えた。1号出土土器のうち下の甕は

休部に煤の付着が厚く、日常雑器からの転用が考えられる点は注目される。遺構の時期は出土

．視

O

Lⅱ工一一一丁一十一■＝＝望M

第6回　第1．2号竪穴出土土器実測図
（1－4：1号竪穴、5・6：2号竪穴）
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II　遺構と遺物

第7図　木棺墓実測図

した高坏および甕の特徴から5世紀中頃に位置づけられよう。類似遺構は、板付丘陵の北端で
①

数ヶ所が知られている。

3　木棺墓（第7図）

木棺墓はBトレンチの北側に長軸をN－50。－Wに向けて検出された。遺構は、外法で130×

45cmを計る長方形で、内部には小口板、側板の痕跡がみられる。棺は内法で44×144cmを計

り、小言板の下端は両側板の下端より約15cm程度深い。棺材は、殆ど腐蝕して失なわれていた

が、北側小言板の一部が遺存していたので、島倉巳三郎先生に鑑定を依頼したところ、クスノ
②

キ属に似ているとのことであった。木棺墓は、上端部をかなり削られていると考えられ、埋土

内からは弥生式土器壺鹿部破片と少量の胴部破片が出土し、他の時代の土器類を含まない。壺

鹿部は退化した円盤状となり褐色を呈し、胎土．焼成とも良くないが、前期後半に多くみられ

る特徴を備えており、本遺構の時期もこれに近い可能性がつよい。

4　溝（第3図）

’．

溝は調査された部分で長さ14．5m．幅0．8－1m・深さ

0・5mをはかる浅いⅤ字形の小溝で、ゆるい蛇行を操返しな

がら南西から北東方向に伸びている。土層図をみると（第

1図）、遺構は、灰色砂土～砂壌土からなる第4－5層の

堆積以前に廃絶し、4層は土製投弾1点以外殆ど遺物を含

まないので、遺構内の遺物が時期決定の有効な資料となる。

構内は黒色砂土と壌土の互層となっており、底面は細かい

砂層となる。遺物は遺構中ほどの底面近くに近摸して、石

製紡錘車．土製投弾．打製石鏃各1個が出土した。

出土遺物（第8回）1は石製紡錘車である。扁平な円盤

－27－
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第8図　構内出土遺物実測図
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形で表裏面、側面ともに丁寧な研磨が加えられている。径4．7cm・厚さ0・6cm・孔径0・7cm。

結晶片岩質。2は土製投弾である。3．3×1．9cmをはかり、重さ10g。黄褐色を呈し、胎土．

焼成ともに良好であり堅徴。3は打製石鏃である。基部の決り込みの顕著な無茎式であり、先

端部は丁寧なつくiO。第一次剥離面を残し打点を基部に持つ。茸さ2．2cm。石材は黒色黒耀石。

以上構内出土の遺物は量としては多くないが、第2層より板付II式土器の出土があり、また

第4－5層が遺物を含まぬ点で弥生時代前期後半～末の時期と考えられよう。

5　第2層と出土遺物（第1・9～17・12図）第2層については調査概要の項で略述したが、

同層は厚さ30－40cmの遺物包含層であり、丘陵裾にあたる部分はほとんど土を混じない程遺物

の堆積は濃厚である。遺物は、弥生式土器・土師器・須恵器．石器．石製品・瓦等であり、B

トレンチ東側では瓦・須恵器類が上部に比較的まとまって含まれ、この時期に丘陵付近の包含

層破壊がなされたと思われる。

（1）弥生式土器（第9～12回）土器は甕・壷．短頸壺・器台．鉢．蓋形土器・高坏・小形土器

である。

甕（第9、10図）甕形土器は出土土器中最も多数を占める。これらは器形によって5つに分

類される。第1類は第9図1のように小さく屈曲する言縁をもち、刻目をもたず言緑下を横な

でするものや同図2－4である。内外面とも暗褐色で、如意状口縁の口唇下端に刻目を施し、

言緑にかなりの間隔をもって一条の刻目突帯をもつもの、同図6のように言緑の平坦化が始ま

り、言縁下端に刻目を施しているものを含み、胎土・焼成ともにあまり良くない。言緑の特徴

から板付II式とみられる。特に同図6は甕棺と考えられる。第2類は、第9図5のように言縁端

部が丸味をもち、内外の張りが弱いものや言縁端の外側への発達がよく、いわゆる「L」字形

言緑となるものく第10図6・13）で、6では言緑下に低いM字形の突帯一条をもっている。

城ノ越式を含む中期前葉に相当する。第3類は「T」字形言縁をもち、中期中葉にあたる（第

10図7～9）。第4類は言縁端が内部へ張り出し、幾分言縁がすぼまり気味のもの（第10図5
③

・10・11）で特に11は言縁上端が窪み、宝台II式の特徴をもっており、中期後葉にあたる。褐

色～暗褐色、胎土・焼成とも良好。第5類は口縁の内傾化が進み、いわゆる「く」字形口緑を

もつもの（第10図上）4）で、後期前半に含められよう。器壁は厚さが増し、胎土・焼成ともあ

まり良くない。第10図14～16は鹿部である。14は分厚く小さい。15は上げ底。16は薄い器壁を

もち高台状のあげ底をもつなど前期末～中期前半の特徴をもっている。2層中の甕形土器のう

ちでは第3－4類が量的に多く、続いて5類、2類、1類の順に減少する。

壺（第11図1－6）　壷は若干を除いては小破片となり、また量的にはそれほど多くなかっ

た。器形の特徴から4つに分類可能である。第1類は、球状の胴部としまりのよい頸部に一条

の三角突帯をもつもの（同図1）であり、中期初頭に位置づけられよう。灰褐色を呈し器面の

荒れがはげしい。胎土．焼成ともに不良である。第2類は、朝顔状にひろく頸部に幅ひろいい

わゆる「鋤形」言縁をのせ、内側への張り出しの弱いもの（同図2）で、中期中葉に位置づけ

られよう。黄褐色を呈し、胎土・焼成良好。第3類は、やや外反して直言する短い口緑部下に

低い稜のない三角突帯をもつもの（同図3）であり、中期後葉に位置づけられよう。突帯上部
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第9図　第2層出土弥生式土器拓影

は粗い縦の刷毛調整。暗褐色を呈し、胎土．焼成とも良好。第4類は、言綾部が内傾して、

逆く字形となり、外面の屈曲部に稜をもつもの（同図4・5・6）で後期前半に位置づけられ

よう。なお15は第1類の壺に接合するものと思われる。褐色を呈し、胎土・焼成とも良好、16

は形の定まらないいびつな土器鹿部である。

短頸壷（第11図7）　短頸壷は1個にすぎない。言縁部は水平にのび全面丹塗りの整美な土

器である。褐色を呈し、胎土・焼成ともに非常に良好。中期中葉と思われる。

器台（第11図8～12）　器台も多くなかった。器台はその形態から大まかに2類に分けられ

る。第1類（8・9・10・11）は休部のくびれがゆるく、開きの大きくないものであり、8は

内面指調整、9は外面粗い縦刷毛を施す。黄褐色を呈し、胎土・焼成ともに良好。第2類はく

びれが強く、口径の割には器高の低いもの－11・12である。11は外面縦刷毛、内面くびれ

部に箆削り、裾部に横刷毛。いずれも黄褐色を呈し、胎土焼成不良。12は外面指調整、内面箆削

り。いずれも後期前半の所産であろう。

蓋形土器（第11図13）1個が出土した。頭部径が小さく、上端がやや窪み、身の膨らみの少

ない形態である。縦刷毛調整。胎土・焼成不良。中期後半にあたろう。

鉢（第11図13）　鉢は特別に形態上の特徴をもたないが、中期に多くみられる器形である。

暗褐色を呈し、胎土・焼成不良。

高坏（第12図1～5）高坏は図に示した坏部1、脚部4例をあまりこえない出土である。

1は立あがりの小さい口縁から鋭く屈曲して鹿部につながり、後期の所産であろう。脚部は形
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第10図　第2層出土弥生式土器実測図（1）

態から2類に分けられる。1類はしぼりによる長い円筒形からゆっくり開く裾をもつもの（同

図2・3）である。褐色を呈し、胎土・焼成ともあまり良くない。第2類は坏部にすぐ低い脚

部を接合するもの（同図4・5）である。第1類は中期中葉以降に、また第2類は中期後半に

位置づけられよう。褐色を呈し胎土．焼成良好。

小型土器（第12図6～11）いわゆるミニチュアの手捏ね土器である。器形上からは鉢形、

壺形、甕形に分けられる。鉢形は全て鹿部から直線的に外方にひらく形態になると考えられ、

灰褐色を呈し内外面に粗い刷毛調整をもつ6や、内面に指調整痕の著しい7・8・9がある。

－30－
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II　遺構と遺物

胎土は砂粒の混入多く、焼成不良、鹿部を欠く。胴は肩からしまりのない頸につながり、頸

部内面は突出しており、製作上の特徴を示している。暗褐色を呈し焼成不良。甕形としたもの

は、内外面とも指痕が著しく、鹿部径の大きい樽形で、器面の凸凹がはげしい土器である。

，

第11図　第2層出土弥生式土器実測図（2）

暗褐色を程し石粒の混入が多いが焼成良好。これらは各れも時期決定は困離であるが、10は前

期後半～中期前半の壺形土器を努紫とさせ、また鉢形は中期に位置づけられるであろう。

以上第2層出土の弥生式土盛は発見がプライマリーな状態ではなかったにもかかわらず、板

付丘陵南端における弥生式文化の開始、発展を示し、板付遺跡のひろがりをも示す。

（2）土師器（第13・14図）第2層で出土した土師器は、壺・甕・碗・鉢・高坏・器台であり、

Bトレンチ東拡張部分の中央に多く出土した。量の上では高坏・壷が圧倒的に多く、器台は1

点のみの出土である。

壷（第13図1～10）図示した壷は小型の丸底壷である。形態から5類に分けられる。

〈1類〉（第13図1・2）よく締る頸部、斜め外方に開く言縁をもち、膨らむ胴部はゆるい肩

をもち、やや尖る鹿部につらなる。　1は内外面淡灰褐色、外面下半横～斜刷毛。内面下半

－31－



第2章　D．E－9地点

箆削り。胎土精良。焼成不良で軟質。2は外面褐色、内面暗灰色。胎土精良。焼成不良。口径

9．2cm。〈2顆〉（同図3・6・8）頸部のしまりが少なく、胴部の肩は強くない。3は内外

面灰褐色。外面は横なでと刷毛、内面横箆削り。焼成やや不良。口径10．2cm。6は内外面灰褐色。

内外面上半横なで。下半刷毛、内面上半刷毛調整後横なで、下半指押え後なで。口縁の一部と胴

部に煤付着。胎土精良。口径10．4cm．器高8・6cm。8は内外面淡褐色。外面上半横なで。内面

下半横箆削りで、鹿部内面指押え。胎土は精良で焼成あまり良くない。〈3類〉（同図4・5）

ほぼ直立する口緑をもち、胴部の肩が高い。4は内外面褐色で、胎土精良、焼成不良軟質。口

径9・6cm。5は内外面淡赤褐～淡灰褐色。外面上半は横刷毛後横なで、下半は刷毛なで、内面

上半横刷毛調整後横なで、下半横箆削り。口径9cm。いずれも胎土精良。焼成不良。〈4顆〉（同

図7・10）頸部がしまり、斜外方に開く低い言縁をもち、低い張った胴部をもつ。7は内外面

灰褐色。外部下半横箆磨きか。胎土精良。10は内外面淡赤禍～黄褐色。磨滅がはげしい。いず

れも焼成不良。　〈5顆〉（同図9）低く張る胴部と斜外方に伸びる長い言緑をもつ。内外面淡

褐色。磨滅がはげしい°　焼成不良軟質。口径11．6cm。

甕（第13図11～17）11は口唇部跳ね上げ状で、内外面淡褐色。外面は横なでで、内面上半は

横なで、下半箆削り。口径14．8cm。12は内外面とも横なで、灰褐色O　口径17．4cm。13は外面は

淡褐色で、内面は灰褐色。磨滅はげしい。口径17．8cm。14は低い直立口緑。内外面灰褐色。言

緑内外横なで。頸部刷毛、胴部内面箆磨き、胎土精良。口径14．4cm。15は内外面灰褐色。口径

17cm。16は外面褐色で、内面黄褐色、磨滅がはげしい。外面は横なで。口径20cm。17は低い言

緑をもち、内外面淡黄褐色。外面刷毛。内面下半横箆削り。いづれも焼成不良。

塊（第13図18）内外面灰褐色、口唇横なで。内面刷毛。焼成不良。口径15cm。

鉢（第13図19）内外面黄褐色～灰褐色、外面中位刷毛、焼成不良。口径15cm。

高坏（第14図1－16、18～21）1－3は坏部である。1は内外面淡黄褐色で、焼成不良。口

径19．8cm。2は内外面灰褐色。口唇内外横なで。口径17．4cm。3は内外面灰褐色。胎土精良、

．

一二

－11－．－1－．－1．■－，，，．1

第12図　第2層出土弥生式土器実測図（3）
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第13図　第2層出土土師器実測図（1）

焼成不良。4～16、18～21は脚部である。4は内外面灰褐～淡褐色で焼成不良。底径17．6cm。

5は内外面黄褐色で、内面上半しぼり、横箆削り。焼成不良。6は内外面灰褐色で、磨滅がは

げしい。内面横箆削り。焼成不良。7は内外面灰褐色。外面刷毛調整後なでか。内面横箆削り。

焼成やや不良。8は内外面淡灰褐色。磨滅がはげしい。胎土精良、焼成不良。9は内外面淡灰

褐色、外面指調整痕残す。内面箆削り。焼成不良。10は内外面灰褐色。内面箆削り。焼成不良。

12は外面灰褐色～淡褐色で内面灰褐色、内面しぼり。焼成不良。13は外面黄褐色。内面灰褐色。

外面指調整痕、内面箆削り、焼成やや不良。14は内外面灰褐色、磨滅がはげしい。焼成不良。
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第14図　第2層出土土師器実測図（2）

15は内外面黄褐色、外面上半指なでか。下半細い刷毛、内面不明。焼成不良。16は内外面淡灰

褐色。磨滅はげしい。焼成不良。18は内外面灰褐色。磨滅はげしい。19は内外面淡赤褐色。磨

滅はげしい。底径14cm。焼成不良。20は外面褐色、内面暗黄褐色。内面横箆削りか。磨滅がは

げしい。胎土精良、焼成不良。21は内外面淡赤褐色。磨滅はげしい。焼成不良。底径13．2cm。
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II　遺構と遺物

高坏坏部はあまり深くなく、下部に稜をもつと思われる。脚部は基本的には短脚で裾の広くひ

らくものと脚中位がゆるくふくらみをもって裾が更に強くひらくものに分類される。

器台（第14図17）内外面灰褐色、磨滅がはげしい。焼成不良で軟質。

（3）須恵器（第15図日～32）　須恵器は第2層のBトレンチ拡張部に多く出土した。器種は壺

（1－6）、坏蓋（7－9）、器台（10）、高坏（11、12）、合子（13）、高台をもたない平

底の坏（14－18）、低い高台をもった坏（19－32）である。増のうち1は明灰色で胎土・焼成

良好、口径21cm。2は暗灰色。焼成良好、口径22cm。3は赤色をおびた暗灰色。一部子灰釉を

みる。焼成良好。口径12．8cm。4は白味をおびた灰色、内外面ともに緑色釉がかかる。5．6黄

灰色。坏蓋では、7は低いいびつな擬宝珠つまみをもち、8・9は内面に反りをもたない。灰

色で焼成不良。器台10は明灰色。焼成良。高坏2個のうち11は暗赤褐色。12は短脚型で赤褐色

～青灰色。焼成不良。合子13は立上り外面に赤色顔料付着。身～鹿部の内外面に草色釉。胎土

は灰褐色。口径5．6cm・器高3．1cm。平底坏14・15は明灰色。16～18は底径10－15cm。明灰色。

10し一一一玉：：：：工＝ク15

．．．）

0　　　　　　　　　　　10cM
5－－i－Ⅰ1　　－　－－」

第15図　第2層出土須恵器・土師質土器．磁器実測図
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第16図　第2層出土石器・石製品実測図

焼成良好。高台付坏は、各れも直言する言縁となると考えられ、22・23がこれに相当すると思

われる。高台つけ根に稜、窪みを持つもの（19－21）と持たぬもの（24－32）があり、いずれも

明灰色を呈し、胎土・焼成ともに良好。

（4）土師質土器（第15図33・34）この種土器の出土は少なかった。33は青灰色を呈し、焼成良

好。内外横なで、推定径16・4cm。34は褐色を呈し、胎土に砂粒を含む。焼成良好。

（5）磁器（第15図35）内外面とも淡い草色釉を施す。胎土は赤褐色、焼成良。推定底径8cm。

（6）石器・石製晶（第16図）石器　第2層で出土した石器は図示した以外に、黒耀石剥片数点

のみであった。1は石庖丁である。休部研磨。刃付け後の剥落と考えられ、上線に穿孔1個を
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第17図　第2層出土瓦拓影

もつ、石材は頁岩質。2も石庖丁。背部

直線で、身幅の狭い形態で、中期に多く

みられる。休部に2孔を有す。厚さ5－

7％。石材は砂岩質。3は磨製石斧破片、

休部には使用によるとおもわれる剥落後

の研磨ある。石材は暗灰色の玄武岩。4

は現存長7cm、最大幅3．2cmをはかる不

明石器。休部・側辺は丁寧に研磨され扁

平となり、残存する一端は狭く、その先

端は表裏とも窪む。石材は砂岩質。5は

磨製石剣破片である。身は中央に鏑をもち、断面紡錘形、短い茎は八角形に研ぎ出される。石

材は白色粘板岩。

石製晶　6は不明石製品である。鋭利な刃物で高台状に切り出されており、裏面は平滑に研

磨される。石材は滑石。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

（7）瓦（第17回）　瓦は前記の須恵器とともにBトレンチ東砿張部に多く出土した。1は丸瓦

破片である。上面は荒めの縄目痕のあとを磨消して平滑に仕あげる。下面は1戸cmの間隔に6～

7本の糸がみとめられる布目痕、端部はヘラ切り。厚さ1・5cm。赤褐色。焼成良好。2は平瓦

破片である。上面は1と同じ程度の縄目痕をもつ。磨滅がはげしい。下面は1cm間隔あたり6

－7本の糸がみとめられる布目痕であり、指頭に似た窪みがみられる。厚さ2cm。黄褐色。胎

土に砂粒少量混入。焼成不良。3も平瓦破片である。上面は荒目の縄目文。下面は1cm間隔に

6本の糸が認められる。厚さ2．5cm。灰褐色。焼成良好。

III　まとめ

以上D・E－9地点の調査によって検出された遺構、出土した各々の遺物類についてのべて

来た。本地点では、第2層に各時期にわたる遺物を多量に包含するとはいえ、調査区ではそ

れらのほとんどが遺構と遊離した性格のものであった。現場での観察からは、それらの遺構は

調査区の北側に面する丘陵のより高所に求められよう。また同時に調査された丘陵部（F－9

a地点）では、前述のように弥生時代前期後半に営まれた袋状竪穴群の存在が確認され、出土

土器の下限もほぼD・E－9地点と同一であり、両地点がこの時期において近密なひろがりの
′

－37－



第2章　D・E－9地点

中にあったことが考えられる。さらに板付丘陵全体では、北端に貯蔵穴群、木棺墓、甕棺墓が
①

密集して検出されており、環溝遺構を含め同時期の遺構が丘陵のほとんどをおおっていたとみ

られる。また第2層では一片ながら前期末の甕棺片が出土しており、検出された木棺墓は、F

－9a地点を含む集落内の墓地の一部に相当するものかも知れない。また出土須恵器のうちに
⑨

は北側に石室の露出する板付八幡古墳施設と関係あるものもあると思われる。そして第2層の

土器の推移からは、この丘陵南端地域が弥生時代以降もひきつづき人々の生活の場であった事

が知られる。

註

（①板付水田遺跡調査で確認。報告書は1975年度刊行。

②島倉巳三郎先生より下記の鑑定結果を得た。

「試料は極めて脆く、適当な切片をつくることができず、氷結法によったところ、解氷しても細胞の収縮変形が復旧せ

ず、失敗したのは遺憾であった。予察のためのそのままの切片と併用してしらべた。

材の構造　材は散孔材で、道管は大きく150－200／1に達し、多分単穿孔、側壁に峰単状有縁膜孔が著しい。不定形

の充填物があるが、タイローズか二次的のものか不明、導管の周りに柔細胞があり、いわゆる周国状らしい。放射組織

は中央部に著しく横長の細胞、外縁部にやや縦長になる細胞から成り、やや異性、1－3細胞幅、5－25細胞高。

以上のうち、周囲状柔細胞の発達した散孔材で、1－3細胞幅を有する異性の放射組織などからみるとクスノキ属

Cinnamomumに類似する。不完全の切片で確定できないが更にしらべてみる必要がある。」（1975年1月）

③高倉洋彰編『宝台遺跡』日本住宅公団1970年

④『福岡市埋蔵文化財遺跡地名表、総集編』福岡市埋蔵文化財報告書第12集、1971年

D・E－9地点木棺墓棺材

1横断面（×15）

2　横断面（×25）

3　板　目（×25）

4　柾　目（×25）
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I　調査概要、II　先土器時代

第3章　　諸岡遺跡

Ⅰ　調査概要（第1図・第2図・PL．III～Ⅵ）

①

遺跡の立地、周辺の遺跡等については昨年度報告にゆずる。1974年度の調査は、前年度調査

の甕棺墓地（A区）を含む丘陵畢斜面の西側上部（C区）と、A・C区の参道をはさんだ北側

（D区）を調査した。この間丘陵頂部西側で塀を作るさいに甕棺墓がみつかったので、これも

工事を一時中止してもらい、2日間で調査を行った（B区）。遺構番号は調査の進行にあわせ

て付したものをそのまま使用した（第2図）。

C・D区の調査では、弥生時代竪穴遺構20基が検出され、そのうち11基では南朝鮮に分布す

る特徴的な「無文土器」が板付II式土器とともに出土した。それとともにA区の甕棺墓地が、

C区東側の段の下に限定され、西方にのびていないことが確認された。

古墳時代以後の竪穴25基も存在していた。これは、弥生時代竪穴が主にC区にあるのに対し、

D区に多かった。これら竪穴はA区北側に少数あった同時期の竪穴と一連のものであろう。ま

たC区東側の段をなす部分で4基．C区北側で1基・D区北側で1基、合計6基の地下式横穴

を確認、調査した。

前年度調査にひきつづき、先土器時代の調査も竪穴調査終了後に行ない、C区南側とD区北

側にトレンチを入れた。

これらの調査と平行して、遺跡のほぼ全体の地形実測も行った（第1回）。

以下、時代順に遺構と出土遺物について報告する。なお表土層や地山上の無遺構部で出土し

た遺物については、一括して末尾にのべる。

註①横山邦継桶『板付周辺遺跡調査報告書（1）』福岡市埋蔵文化財調査報告書第29集、1974年

II　先土器時代（PL．Ⅸ）

調査概要　昨年度グリットを組み、調査を行なった結果、ナイフ形石器などの石器が鳥栖ロ

ーム層中より出土したので、本年度は遺物の広がり及びナイフ形石器文化以外の文化層の確

認を目的として調査を行なっ是。先土器時代以後の弥生時代竪穴遺構．古墳時代の遺構・中世
r

の地下式横穴等の遺構は、先土器時代の遺物包含層に切り込んでいるので、遺物の発見が予測

されたが、第3号・23号・40号竪穴より石核（コア）、ナイフ形石器、細石核（マイクロコア）

が出土したのみだった。昨年度、遺物の密集したグリッドB・C列の遺物のひろがりを確認す

るために、2mX14mのAトレンチを設定し、南側の参道まで拡張した（第2図）。さらに、各

時期の遺構がなかった第2号地下式横穴の東に2mX2mのBトレンチを、D区の北端に2m

X4mのCトレンチを設定し、調査を行なった。

土層堆積は、弥生時代以後の遺構確認のため削土した黒色土（腐植土、第1層）の下に、砂

質の暗褐色花崗岩ばいらん土層（第2層）・石英粒などを多量に含む赤褐色ローム層（第3層）・

黄褐色ローム層（第4a層）やや粘性がよわく砂質の黄褐色（赤褐色を呈するところもある）
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第4図　先土器時代石器実測図
（下段は、1973年度調査で出土）
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第5図　表面採集石器実測図

／

ローム層（第4b層）・黄褐色ばいらん土層（第5層）・橙色ばいらん土層（第6層）．白色粘質土層

（第7層）．暗灰色ばいらん土層（第8層）と続く（第3図）。2・3層は中世以後に削平された

と考えられ、諸岡丘陵の東側斜面では4a層より下層が残っていたのみである。4a．4b層は斜

面を下るにしたがって厚くなっており、赤褐色を呈したり、砂質をおぴたりしているので、ま
②

とめて鳥栖ローム層としてとらえられるものと考えられる。
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遺物は、Aトレンチ4a層中でナイフ形石器が出土し、ナイフ形石器文化層のひろがりはつか

めたが、他の文化層は確認できなかった。

出土遺物（第4図）1は黒耀石製のナイフ形石器であり、縦長剥片の先端を基部としている。

縁辺の一部を刃部とし、他の縁辺は刃潰し加工が加えられているが、ナイフ形石器の先端部は

欠損している。昨年出土したNo．86（以下昨年出土したものは遺物番号で記す）と同型のもので

ある。2も黒耀石製のナイフ形石器の先端部である。3・4・5は黒耀石製の剥片で、縁辺には

使用による刃こぼれがみられる（Uフレク）。4は自然面が大きく残っており、円礫利用の石

核より剥雛されたことが分る°　3・5は石核の打面再生のため剥離された剥片が利用されてい

る。6は黒耀石の大形剥片の縁辺に二次加工を加えた削器（スクレイパー）である。7（No．79）

・11（No．4）．12（No・64）は縦長剥片で、二縁辺には刃こぼれがみられる。8（No・42）・9（Na35）
③

・10（No・11）は台形石器で、いずれも寸づまり剥片を利用しており、8は基部を折り、折った

面に二次加工を加えている。9は先端を折り、折った面の一方向から二次加工が加えられてお

り、縁辺には使用による刃こぼれがみられる。10（No．67）は打面と先端に二次加工が加えられ、

一縁辺には使用による刃こぼれがみられる013は不定形の石核で、3両の剥片剥離がみられる。

表面採集遺物（第5図）1は縦長剥片の片方の先端に刃潰し加工が加えられ、打面が折りと

られた黒耀石製ナイフ形石器である。縁辺には刃こぼれがみられる。2は剥片が利用されてお

り、裏面に粗い整形剥離が加えられている。黒耀石製で尖頭器（ポイント）の基部と考えられ

るが、諸岡遺跡のナイフ形石器に共伴しないものと考えられる。3・4・5・6・8は黒耀石

製の剥片で、縁辺に使用による刃こぼれがみられる。3は先端に二次加工がみられる。7は黒

耀石製の石核で、円礫を半割し、半割面を打面とし、一方向から剥片剥離が行なわれており、

裏面には自然画が残っている。9は黒耀石製の石核で、一方向から整然と剥長剥片の剥離が行

なわれている。第6図は黒耀石製の舟底状細石核である。打面は再生のためか欠損か分らない

が、その状態を知ることはできない。ナイフ形石器文化より後出のものであり、佐賀県原遺跡

など唐津周辺より表採されているものに類似点がみられる。

0

ヒ－．1　－，－1　一二二塁M

第6図　第40号竪穴出土細石核実測図
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遺物の広がりと組成（第3図）昨年度と

今年度調査出土遺物総数は116点で、ナイ

フ形石器7点．台形石器6点・削器4点・

Uフレイク13点で、石器が25％を占めてい

る。

遺物は出土位置のまとまりから、No．5・

7・8のナイフ形石器のグループ（A群）、

No．81のナイフ形石器、No14．22・35．42の

台形石器のグループ（B群）、No．86・104・

113のナイフ形石器、No・84の台形様石器のグ

ループ（C群）の3群に分けられる。A群

ウ

学



ⅠI先土器時代

はナイフ形石器の他、台形石器2点（No・11とNo・H5〈第45号甕棺墓鉱より出土〉）．Uフレイク

2点．石核1点とフレイク．チップよりなる。B群はナイフ形石器・台形石器の他に、削器1

点．Uフレイク8点．石核2点などよりなる。C群はナイフ形石器などの他、削器3点．Uフ

レイク3点などよりなっている。A．B・C群とも同様の組成をもっているが、ナイフ形石器

は、A・C群に各々3点づつ出土し、かたよった分布を示している。台形石器がB群で多く出

土していることと、対照的な分布をもっている。

A・B・C3群に分けて説明してきたが、昨年度調査区城は甕棺墓城内にあり、また遺物分

布図の中央部の空白地帯は土取りが行なわれていた所であるところから、群として確実に扱う

ことができるのはC群のみである。もし、甕棺墓がなければ、4群以上の石器群としておさえ

ることができるのかも知れない。これらの群は、時期差を考えることはできず、遺跡における

生活の場を示していると思われる。諸岡丘陵では、先器時代遺物は西斜面の一部にのみ分布し、

ナイフ形石器．台形石器．彫器・削器．Uフレイク．石核・剥片よりなるナイフ形石器文化の

一時期に利用された遺跡といえよう。

諸岡遺跡の先土器時代における位置　近年福岡市蒲田遺跡、春日市門田遺跡、筑紫野市峠山・

野黒坂遺跡など、先土器時代の調査が行なわれ、県内では60ヶ所をこす同文化期の報告例があ
⑥

るが、残念ながら、門田遺跡で包含層が確認されたほかは良好な状態で遺物が出土した例は皆
⑤

無である。諸岡遺跡の石器群は、前記のとおりナイフ形石器、台形石器などよりなる。注意す

べきことは、ナイフ形石器と台形石器の共伴関係がみられることである。

ここで、北部九州の先土器時代の遺跡ではどのような石器群があるか、石器群の共伴関係は
⑥

どうかについてみていく。各遺跡は細石器を組成の中心とする石器群（細石器群）、ナイフ形石
⑦

器を中心とする石器群（ナイフ形石器群）、その他の石器群に大別できる（表2）。戸沢充則．

富桝憲次両氏は、唐津周辺の表面採集遺物を分析し、細石刃とナイフ形石器．台形石器を同時
（②

期共伴関係として把握された。さらに同氏は近年唐津市原遺跡の調査を行ない、土層の堆積状
③　　　⑲　　⑪

態を疑問視しながらも、先土器時代終末期の様相として－一括された。三上貞二氏・橘昌信氏ら

も同様の立場をとり、ナイフ形石器の一時期が細石器と、または台形石器と細石器が共伴する

第1表　出土石器一覧

．

No． 器　　　 種 石 質 レ　ベ　 ル （m） 備　 考 No． 器　　　 種 石 質 レ　ベ　 ル （m） 備　 考

101 U 7 －レイク 黒耀石 14・31 第 4 図 3 117 チ　ッ　プ 黒耀石 14 ・262 ．

102 スクレイパ 黒耀石 14．415 第 4 図 6 118 〝 黒曜石 14・38

103 チ　 ッ　プ 黒耀石 14．345 119 〝 黒煙石 14 ．375

104、 ナイフ形石器 黒耀石 14．405 第 4 図 2 120 U フレイク 黒耀石 14 ・35 第 4 図4

・105 チ ′ッ　プ 黒煙石 14．315 121 チ　ッ　プ 黒耀石 ・ 14 ・30

106 〝 黒－耀石 14．315 H 5－1 ポイント？ 黒耀石 第5 図2

107 〝 黒煙石 14．39 H 52 U フレイク 黒煙石

108 U －フレイク 黒煙石 14．355 第 4 図－5 H 53 チ　ヅ　プ ． 黒耀石

109 チ　 ッ　プ 黒煙石 14・345 H 54 〝 黒耀石

110 フレイク 黒耀石 14・338 H 55 〝 黒耀石

111 チ　 ッ－　プ 黒嘘石 14・345 H 56 フレイク 黒耀石

112 〝 黒曜石 14 ・345 H 57 チ　ッ　プ 黒耀石

113 ナイフ形石器 黒曜石 14・295 第 4 図 1 H 58 コ　　 ア 黒耀石．ピット3号覆土中 第5 図8

114 チ　 ッ　プ 黒耀石 14・447 H 59 ナイフ形石器 黒耀石 ピット23号覆土中 第5 図1

115 〝 黒耀石 14．333 H 60 マイクロコア 黒耀石 ピット40号覆土中 第6 図

116 〝 黒檀石 14．235
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とする人も多い。しかし福井
⑫

洞穴・白蛇山岩陰・宮地前遺
⑬

跡Ⅰ7区では細石器群が出土

し、百花台遺跡では4層で台
⑲　　　　　　　　　⑮　　　⑯

形石器が出土し、岩戸・東台．
⑫

早水台各遺跡では、ナイフ形

石器群が出土している。以上

より、ナイフ形石器群と細石

器群は、基本的には共伴する

ものではなく、細石器群は百

花台遺跡や福井洞穴など縄文

時代に続く遺跡からみて、ナ

イフ形石器群より後出だとい

える。

台形石器は、百花台遺跡・

第3章　諸岡遺跡

第2表　北部九州の主要先土器時代遺跡遺物組成

県名 遺　 跡　 名 包含層 出　　　　 土　　　　 遺　　　　 物

長

崎

福　井　 洞　穴

第 2 層 細石刃、舟底型細石核、削器、有孔円板、土器

第 3 層 細石刃、細石核、削器、土器

第3層下半 細石刃、細石核、削器、尖頭器、土器

第4 層 細石刃、細石核、削器、尖頭器

第 7 層 小石刃、小石刃核

第 9 層 削器

第15層 尖頭器、大形打製石器

百花 台遺 跡

第 3 層 細石刃、細石核、ナイフ形石器、彫器、削器

第 4 層 台形石器、削器、剥片石器

第 7 層 大形剥片

佐賀 白蛇 山岩陰 第11層 細石刃、細石核、尖頭器、スクレイパー、刃器

大

分

岩　 戸　遺　跡

第 2 層
ナイフ形石器、尖頭器、スクレイパー、彫刻刀 ？
チョッパー、チョッビング．トゥ－ル ？、敲石、
石核、U フレイク、剥片、こけし形石製品

第 5 層 剥片

第 9 層 剥片、石核

早 水台遺 跡
第 3 層 ナイフ形石器、石刃、石刃核、楕円形石器

第 5 層 石英石器群

宮地 前遺 跡
Ⅰ7 区 細石核、スクレイパー

V 3 区 ナイフ形石器

東　 台　遺　 跡 ナイフ形石削器、石核、剥片

⑬

長崎県日ノ岳遺跡で出土してており、良好な状態で出土しているのは諸岡遺跡のほかは現在2

ヶ所のみである。百花台遺跡はナイフ形石器の共伴がないが、諸岡遺跡では共伴している。諸

岡遺跡のナイフ形石器は、『縦長剥片の鋭利な縁辺の1部分のみを残しその辺の基部と他辺の
⑩

全面にわたって加工を加えたもの』といわれる九州型ナイフ形石器そのものではないが、No・86

のように前述の要素をもった小形のものもある。諸岡遺跡のナイフ形石器は、No．5・No・8・No．104

を除いて、一辺を残して他の辺と接断面に刃潰し加工を加えたもの（No．7）、細長の石刃状剥片を
l

素材とするもの（No．86、No・113）、その他（No．41）とバラエティに富んでいる。もし、ナイフ形石

器群が日本全域的に同じような変遷をもつ石器文化としてとらえることが許されるならば、神
⑳　　　　　　　　⑪

奈川県月見野遺跡及び富山県ウワダイラ遺跡の出土遺物に類似点をみい出せる。また、鹿児島

県上場遺跡では4層・6層、熊本県石飛遺跡では4層．6層と、それぞれ2枚のナイフ形石器

包含層が確認され、石飛遺跡4層、上場遺跡4層・6層のナイフ形石器群は、石飛遺跡6層よ
⑳

り中．小形化、分化していることがわかった。

台形石器出現の時期はまだ分らないが、小形のナイフ形石器を共伴する石器群は、ナイフ形

石器文化の最終末の段階といえるのではないだろうか。諸岡遺跡は北部九州のナイフ形石器文化

の最終末の遺跡で、細石器文化に先行するといえよう。

III　まとめ

簡単に本年度の成果をまとめてみる
⑳

1諸岡遺跡の先土器時代遺物は、諸岡丘陵西斜面の鳥栖ローム層より出土する。

2　出土遺物は出土状態からA・B．Cの3群に分けられるが、時期差はない。

3　腰岳産の黒曜石を素材とし、ナイフ形石器．台形石器・削器・彫器．Uフレイク・石核
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・

II　先土器時代

などの組成からなるナイフ形石器群である。

4　諸岡遺跡の石器群は、北部九州のナイフ形石器文化の中で最終未の段階である。

以上により、次にあげるような問題点を提起できよう。

1　台形石器は、細石刃を組成の中心とする石器群とは共伴しない。

2　北部九州のナイフ形石器文化は、少なくとも台形石器を共伴するナイフ形石器群を最終

末として、II期以上の時期差をもつナイフ石器群よりなる。

註

①山口「諸岡遺跡の先土器時代遺物」『板付周辺遺跡調査報告書（1）』所収、1974年

②昨年度の調査においても鳥栖ローム層として扱ったが、第4a．4b層を鳥栖ローム層比定層とすることは若干問題があり、

今後検討していきたい。

③a　和島誠一．麻生優「島原半島・百花台遺跡の調査」日本考古学協会昭和38年度大会要旨、1963年。b Shizu。ODA

”some　Aspects ofJapanese Preceramic Age‥The Microlithic Tendencyin the South一WeStern

Parts ofJapan’’『人類学雑誌』第77巻第5．6号、1969年。C　小田静夫「台形石器について」『物質文化』NG18，

1971年°　d　萩原博文「長崎県松浦市周辺の先土器文化」『考古学ジャーナル』Na59、1971年°　e　杉原荘介・戸沢

充則「佐賀県原遺跡における細石器文化の様相」『考古学集刊』第4巻第4号、1971年。aは多数の台形石器が第4層よ

り出土し、器形は寸づまりの剥片を用い、打面と先端部を刃潰し加工により台形に整形したもので、百花台型と称され、

注目されている。bは台形石器をⅠ型＝百花台型と称されるもの、IIa型＝台形様石器、IIb型＝切出型石器と3型に分

類し、Cではさらに西九州の台形石器を分析し、bの分類を一歩すすめている。dは長崎県松浦市周辺の採集石器を分析

し、刃潰し加工に注目し切断面に両方とも刃潰し加工したものをⅠ類、片方に刃潰し加工したものをII類、刃潰し加工をし

ないで、断面に二次加工があるものをIII類とした。eはaでいう台形石器の分けかたから、IIb型をはずしたものであり、

Ⅰ型を百花台型、IIa型を技去木型としている。ここでは台型石器は、Ⅰ型＝縦長剥片（石刃状剥片）を素材とし、基部及

び先端を折りとって、台形に整形したもの、ⅠⅡ型＝石器の主軸が刃部と直交するものとして把握した。

④木下修氏の教示による。細石刃包含層が確認され、その下からナイフ形石器2点などが出土した。

⑤橘昌信「先土器時代の常松遺跡」『福岡県筑紫郡筑紫野町常松遺跡調査報告書。1970年。1点のナイフ形出器の出土例が
ある。

⑥ここでは細石刃を組成の中心とする一群をさす。

⑦鎌木義昌．芹沢長介「長崎県福井洞穴」『日本洞穴遺跡。1967年。第15層の石器などをさす。

⑧戸沢充則．富桝憲治「唐津周辺の細石器（1）・（2）．（3）」『考古学手帖』NG141618、1962年、1963年。

⑨註3eに同じ

⑲三上貞二「九州のナイフ形石器」『鬼鼻山』No．3、1971年。

⑪a　橘昌信編『峠山遺跡』1973年。b　正林護編『堂崎遺跡』1971年。

⑫森醇一郎編『自蛇山岩陰遺跡』1974年。

⑬誠辺誠編『大分県大野町宮地前遺跡発掘調査概報』1973年°

⑭註3aに同じ。台形石器の基本形は刃潰し加工を加えることにあるところから、ナイフ形石器群の中で扱う。また、3層

でナイフ形石器が出土しているが、前時期の残存遺物としてよいのではないだろうか。

⑮a　芹沢長介「大分県岩戸旧石器時代の遺跡調査」『考古学ジャーナル。Na14、1967年。b　同「大分県岩戸出土の『こ

けし』形石製品」『日本考古学・古代史論集』1974年。

⑯清水宗昭「先土器時代の遺物」『東台遺跡』1974年。

⑩賀川光夫編『続早水台』1965年。

⑲下川達弥氏の教示による。

⑩鎌木義昌「刃器文化」『日本の考古学』1所収、1965年。

⑳明治大学考古学研究室月見野遺跡調査団『概報月見野遺跡群』1969年。

⑪橋本正・上野章．神保孝造『富山県福光町・城端町立野ケ原遺跡群第二次緊急調査概要』1974年。

⑳a　池水寛治「鹿児島県出水市上場遺跡」『考古学集刊』第3巻第4号、1968年。b　池水寛治「熊本県水俣市石飛分校遺

跡」『考古学ジャーナル』No．21、1968年。C　池水寛治「鹿児島県上場遺跡発見の住居址」『鹿児島考古。第9号、1974年。

⑳註2に同じ。
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III　縄文時代の遺物（第7図）

縄文式土器は、押型文土器が2片出土している。1は、

第6号竪穴埋土中からの出土で、長径約47‰、短径約2．5

7‰の楕円押型文を施文する。石英粒や砂を含み、焼成は良

好。外面暗褐色、内面灰褐色を呈する。弥生時代の竪穴に

混入している為か、摩滅が著しい。2は、径約6％の円形

に近い楕円押型文を施文している。胎土に砂を混入し、焼

成は良好。外面赤褐色、内画暗褐色を呈する。表土層から

の出土である。以上、本遺跡の縄文式土器は、押型文土器

2片の出土のみであり、今後の資料の増加を持つことにし

たい。

0
ヒコ。。。一r－＿一一一書M

第7図　押型文土器片実測図

Ⅳ　弥生時代の竪穴と出土遺物（PL・Ⅴ～Ⅷ）

弥生時代竪穴は20基あり、うち11基は板付II式土器と朝鮮系無文土器を出土し、4基は前期土器

を出し、2基は無遺物だが、位置．構造から同時期とみられる。これら17基は同性格のものであろう。

残り3基は、昨年度調査した甕棺墓地に含まれる土地墓とみられるのが2、性格不明1である。

17基は、A区の甕棺墓地より一段高い部分（地山標高16m以上）に群集し、甕棺墓地と占地

を明瞭にわけあっている。それらは地山標高で17・5m以上のところに大部分があり、C区南側

では相互にきわめて近摸し、北へゆくにつれ間隔があき、D区では南側に2基が存在するだけ

そある。これら竪穴の分布範囲は、今回の調査だけでは明らかにしえないが、19号竪穴が北端

を示すことは間違いなかろう。東側は一段低くなって甕棺墓地につづくが、この段は21号竪穴

にみられるように、弥生時代以降に削られて生じたもので、本来はゆるい傾斜をなしていたと

みられる。したがって竪穴群の東端は、削平されて消滅した竪穴によって示されるのかもしれ

ないが、その可能性は乏しく、11号竪穴が東端を示すものと考えたい。A区甕棺墓群との間は

10m余りである。南側は参道と広場によってすでに削平されているが、3号竪穴よりもう少し

南までのびていたであろう。西側は、参道の下にまで拡がっていることは確実である。さらに

古墳の下にまでつづいているであろうが、B区の甕棺墓地までは及んでいないと思われる。B

区甕棺墓群と竪穴群との間がどのようになっているかは興味深い問題であるが、知る由もない。

竪穴のほとんどが、平面不整形の浅い皿状で、最大長が3mをこえるものはほとんどない。

袋状をなしていたとみられる壁部分もあり、本来は現状より深かったであろうが、後世に大き

な削平を受け現状のようになったのであろう。

また調査地には幅50cm前後の溝状の遺構が斜面に直角にあるが（第2図で1－7の番号を付

したもの）、2を除いて弥生時代以後のものとみられ、時期は明らかでない。2も溝状部内は

凹凸がはなはだしく、性格は明らかでない。

ほとんどの竪穴で土器を主とする遺物が出土したが、調査の際、原則として土器片1片毎に
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Ⅳ　弥生時代の竪穴と出土遺物

番号を付し、出土位置と深さを記録し、伴出関係．埋土との関係をみることにした。

土第1号竪穴（第8図）

南側は調査できず、北西側も攪乱層に接しているが、ほぼ北西一一南東に長軸をもつ2．2mX

1．4mの長楕円形平面で、深さ20cm前後である。床は皿状になり、軽い凹凸がある。壁はゆる

やかに上るが、本来の形状は明らかでない。南側床に礫があるのみで、遺物は出土しない。形

状と位置から無文土器出土竪穴と同時期・同性格とみられる。

・

2．第2号竪穴（第8図）

0．4mの間をおいて1号竪穴の

西側にある。1．8×1．6mほどの

ほぼ円形の竪穴と思われ、後世東

側に別の穴ができて、瓢形に近い

平面形になったとみられる。床は

皿状で、西側に径20cmほどの窪み

がある。最も残りのよい西壁上端

と床の最も深い所との比高は約40

cmを計る。西堂は上方に内傾し、

袋状であったことを思わせる。

東南側の柱穴は竪穴と無関係であ

る。出土遺物はないが、形状と位

置から1号竪穴と同様とみてよい。

3．第3号竪穴（第9図、PL．

Ⅵ－2）

2号竪穴の東側にある。根や後

世の穴さらには地山の崩落・削平

などで東側はかなり荒されている

が、元来は直径2・3mほどの円形竪

穴であったろう。現状の深さは35

cmほどで、床はほぼ平坦である。南

側で多くの土器片が出土した。そ

れらは床から数cm上にあり、北側

に先土器時代の黒耀石製石核（第

5図8）1点が出土した。竪穴放

棄直後の流れ込みであろうか。土

器は弥生式土器と無文土器とが混

在して出土した。

遺物　8は壺である。胎土に石 第8図　第1・2号竪穴実測図
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粒を混ぜ、外表面は暗褐色．内表面は黄褐色を帯びる。外表面は箆磨きを加え、肩部に貝殻腹

縁による羽状文を施し、その上下端に各々2本の沈線をまわす。推定高25cm．口径14・6cm．腹

径23．2cm．厚さ2－71‰。7は壺形土器の肩部破片。石粒混り砂質胎土で黄褐一明褐色を帯び

る。箆描沈線による羽状文を施し、その下に2本の沈線をめぐらす。また別に貝殻による重弧

文を施す丹塗壺形土器小片1点がある。

5・6は高杯脚部破片で、石粒・砂粒混り胎土で、外面はていねいななで調整である。5は

外面が黒褐色・内面が橙褐色、6は黄橙褐色。いずれも脚端部に明瞭な稜がつく。

無文土器は6個体出土した。1は完形品である（PL・Ⅶ－1・2）。鹿部はやや上げ底で、円

盤状の粘土にもう一枚粘土を張りつけ、胴部は幅2．5－3cmの粘土帯を巻き上げ、胴中央より

やや上に最大径をもつ。言縁下に粘土の継ぎ目がよく残り、器壁を内側から外側下方へそいだ

ようにして、そこに上部の粘土帯を接合することが観察される。口綾部は内傾し、口縁端に直

径1）m弱の粘土紐をまきつけ、器壁上端をこれにかぶせるようになでつけて付着させる。言綾

部のこの粘土帯を仮りに「口綾部突帯」とよぶ。器面調整は、内面は縦ないし斜め方向（右下

→左上）になで、粘土帯接合部をなめらかにする。一部に刷毛目状の擦痕がみられるが、意図

的なものでなく、箆状具でなでた時に生じたものであろう。言綾部内面は突帯付着後にていね

いに横方向になで、突帯自体も箆状具でなでている。外面は縦ないし斜め（左上→右下）のな

で、および一部に横なでを加える。鹿部近くは横なでだけである。なお、言縁部をみると、器

体外表面をなで調整したのちに突帯を取付けることがわかる。突帯をおしつけるため、器体は

その部分が溝状に軽くへこむ。こうした言縁部外表面の調整とへこみは、他のすべての無文土

器甕に共通に認められる。鹿部と胴部との境は、鹿部が高台状に突出する部分と、底面から胴

部へなめらかにつづく部分とがあり一様でない0

胎土には細かい砂が少し混り、また白色の石粒が混る。　色調は、内面が淡褐色で一部黒褐

色、外面は上半の半分近くが黒褐色で、そこには所々煤のようなものが薄く付着する。他は赤

褐色を帯び、器壁内部は淡褐色である。高さ21cm．口径17cm．底径6．3cm．胴部最大径19．6cm

．厚さ51‰前後．鹿部厚さ2cm。

2は石粒混り胎土で淡い黄褐色を帯びる。器体言綾部には、突帯取付け前に言綾部に生じた

刷毛目状擦痕が残る。口径16・6cm。3は石粒混り胎土で橙褐色。内外面ともなで調整でなめら

かだが、内面上部には指なでの凹凸がある。口径約11cm。4は石粒混り胎土で橙味ある茶褐色。

内外面とも横なで調整で、内面の一部に横位の擦痕がある。胴部外面の一部に黒色の煤が付着。

突帯の一部に指で押して下方になでつけた痕がある。突帯の付着を確実にするためであろう。

この他に突帯の破片が2片（別個体）あり、上記のいずれとも別個体であるから、本竪穴出土

の無文甕形土器は6個体である（PL．Ⅷ－7・9・12・14）°

4・第4号竪穴（第10図、PL・Ⅴ－6）

1号竪穴の北西約4mにある。ほぼ北東－南西に長軸をもち、長さ約2・2m・幅約1．7mの

長方形に近い。床は東北側が低く南西側が高い（比高30cm）。壁はもっとも高い部分で残高30

cmである。南側は木の根などでひどく荒らされている。竪穴内埋土中に点々と土器片が含まれ
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第3章　諸岡遺跡

ている。

遺物1は壺破片で、胴と頸部との境に山形突帯がつく。外表はていねいな箆なでを施す。4

（PL．Ⅷ－5）は無文土器甕言綾部片で、口径13・4cm。胴部が強く張る。胎土に少量の石粒が混

り、橙味をおびる暗茶色で、焼成はよい。突帯部の内面は横なでで、幅6－7％の平坦面をな

す。2は鹿部片で、底縁に指押えの痕がある。壷の鹿部らしい。3は石粒・砂粒混り胎土で、

底縁が外に張り出し、厚い作りで、無文土器甕の鹿部かとも思われる。他に各々別個体の無文

土器甕突帯片4片が出土した。

5．第5号竪穴（第11図）

4号竪穴の東1．8m、6号竪穴の東南1．5mにある。東側は地山の傾斜のため壁が失なわれ

ている。平面形は、北西隅が直角であるが、南西側は斜めに折れ、北壁も中央で中へ折れ、き

ゎめて不規則な形である。床の西側が一段高く（10－20cm）、床面はほぼ平坦とはいえ凹凸が

ぁる。竪穴内には4枚の層が順序よく堆積しているが、層による遺物の変化はない。遺物は床

馬、
－

．、、 ＼上土プ5　月
10cM

1－1－1－i　　」

第10図　第4号竪穴と出土土器実測図
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Ⅳ　弥生時代の竪穴と出土遺物

面に密着するもの、20cm以上浮いているものなど様々である。

遺物1は壷の肩部片で、上下に各2本の波線をまわし、その間に箆描羽状文を施す。胎土

に石粒が混るが、焼きはよい。表面は淡い橙色味のある黄褐色、裏面は暗褐色をおびる。2～

4は弥生式土器鹿部で、いずれも胎土に石粒・砂粒を混じ、黄褐色ないし暗褐色を帯びる。箆

・指によるなで調整を施す。

6は無文土器言綾部片である。石粒を少量混ぜる砂質胎土で、外面は暗灰褐色．内面は黄褐

色を帯びる。外面は箆状具で横をでされている。5は形状からみて無文土器鹿部と思われる。

』勇 ⊆針軋

一一＼　5

5cM 0

』⊆≡≡＝±ここ彗M

第11図　第5号竪穴と出土遺物実測図
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第3章　諸岡遺跡

第12図　第6・7号竪穴実測図
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Ⅳ　弥生時代の竪穴と出土遺物

多量の石粒を含む砂質胎土で、黄褐色を呈する。内外面ともていねいななで調整を施す。他に

丹塗土器小片も出土した。

6．第6号竪穴（第12図・第13図、PL・Ⅴ－1）

北北西－南南東に長軸をもつ不整長楕円形に近く、南側は溝状の掘り込みに切られ、北側も

別の竪穴に切られたようである。長さ約3・6m・最大幅約2m。床はほぼ平坦で、南側に最大径

70cmほどの円形のくぼみがある。壁面はゆるやかに上り、高さ30－350田－を計る。南側を切る溝

状掘込みは、東から西へ5号竪穴北西部から延び、現長約6m・幅50cmほどである。溝内に堆

積した第5層では城ノ越式とみられる土器鹿部が出土した（これは盗難にあった）。竪穴内の

南側、床のくぼみの上には厚さ10cmの焼土が床面上30cmの第6層上部にある。遺物の多くは床

面と、この焼土より下で出土したが、より上部出土もある。しかし層毎の遺物の変化はみられ

ない。なお床面から押型文土器片が出土したが、竪穴廃棄直後の流入であろう（第7図1）°

遺物（第13図）1は壺破片で、やや砂質の良質の胎土を用いる。褐色ないし暗褐色で全体

に橙色味を帯びる。内面は横なでを加えるが胴．頸の継目が少し残る。外面は箆なでであろう。

4は大形壺の肩部破片。石粒混り砂質胎土で、外面は灰褐～黄灰褐色を帯び、内面は淡黄褐色

を帯びる。内面は指なでで、外面は箆なでで調整する。頸と胴の間に三角形突帯をまわし、そ

の下に箆描羽状文を施し、さらにその下に沈線を一本まわす。

2・3は鹿部片で石粒混り砂質胎土。2は表が淡黄褐色・内面が淡橙褐色で、焼成はよい。

底面は少し上げ底で、外面は横方向のていねいな箆磨きで仕上げる。内面は風化している。3

は外面が赤褐色・内面が淡黄褐色．内部が暗灰色。その他に埋土上部で無文土器突帯が1片出

土した。

5は北側床面直上出土の玉。半月形で中央に軽いくぼみをつけ、中央をはずれて穿孔する。

穿孔は両面から少し傾けて行う。長さ10．5％・幅6．5％．厚さ2．5％弱、孔径は外側が2－

ノ土牛u－．－／
′．．

’し」霊気

10cM

第13回　第6号・第7a号竪穴出土遺物実測図
（6は7a号、他は6号）
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第3章　諸岡遺跡

2．5％・中心部で約11‰、中央凹入部幅は2．5〝‰。全体に白色を帯び、ところどころ淡緑色の

部分がある（PL・Ⅷ－2）。

7・第7号竪穴（第12図・第13図）

平面形はきわめて不規則だが、埋土．遺物からみて、ほぼ円形の3つの竪穴が切りあってい

るものとみられる。南側の舌状突出部は単なる地山のへこみであろう。中央に径1．2－1・3m

の竪穴があり（7a号）、これを切る径70－80cmほどの竪穴があり（7b号）、さらにその西に不整

楕円形竪穴（7c号）があると考えられる。7b．Cは出土遺物から古墳時代以降のものである。

7a号は略円形と推定され、完全な皿状で、本来の形状は明らかでない。中央に1個体分の無文

土器が南西から北東へ流されたような状態で出土し、その西側に黒耀石剥片1点が出土した。

遺物（第13図6、PL．Ⅶ－5）無文土器甕である。石粒と砂が混る胎土は粗い。色はくす

んだ橙褐色だが、内面は少し黄味を帯びる。鹿部と胴下部は完全に残るが、言綾部は兄ほどし

かない。言綾部に直径8％ほどの粘土紐をまきつけ、器体上部を粘土紐にかぶせるようになで

つけ、突帯を付着させる。鹿部はいわゆる円盤貼付け状で、高台をなし、底縁が外に張り出す

部分もある。風化が甚しく器面調整は明らかでないが、なで調整であろう。胴部の上から％の

ところに最大径がある。高さ12．5cm・口径13．2cm・胴径16・2cm．底径5・5cm・胴部厚6－8％．

鹿部厚1．3cm。

8．第8号竪穴（第14図）

7a号竪穴の北西約2．5mにある。参道のために西側は未掘である。後世の柱穴・木の根に荒

らされているが、ほぼ南北長軸の長楕円形とみられる。長さ2．5m．幅1・5m以上で、壁は一

番よく残っているところで高さ20cmほどである。北側に6個・南側に1個ある柱穴はいずれも

ヽ．，一一丘プ1

0　　　　　　　　10cM
L－1一、．．i　　　　　－」

8

ー

第14図　第8号竪穴と出土遺物実測図
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後世のものであろう。

遺物　1は鹿部片で、石粒混り胎土で暗茶褐色を帯びる。その他の小片中に壺の破片もある。

2は砂岩質の砥石で、長5・2cm．幅は中央部で2・9×2・8cmを計る。四面すべてを使用。

9．第10号竪穴（第15図）

3号竪穴の東1．5mにある。直径1．5mほどの円形竪穴とみられるが、西側と東側は木の根

や後世の小穴・柱穴等で荒らされている。床はほぼ平坦で、壁はゆるやかに上／り、もっとも高

いところで高さが40cmほどある。遺物は弥生式土器片・無文土器片で、床から少し浮いた状態

で出土し、埋土上面で土師器片1点が出土した。いずれも小片で形状不明である。

10．第11号竪穴（第15図・第21回）

第10号竪穴の北北東約2mにある。南北に並んだ2つの竪穴であるが、各々で出土する土器

片に接合するもののあること・両者の間にはっきり壁と認められるもののないことから、本来

長さ2．5m．幅1mほどの竪穴であったのが、上部が削平されたためあたかも2つの竪穴が並

ぶようにみえると考えられる。壁はゆるやかに上り、残壁のもっとも高い所は床面から25cmほど

である。

遺物　第21図1は壺の肩部片で、外面は丹塗り磨研である。頸・胴部間に三角形突帯をまわ

す。少量の石粒混り胎土で橙黄色を呈し焼成はよい。2は甕鹿部で、南側と北側とで出た破片

が接合する。石粒混り胎土で外面は橙色・内面は暗茶色を帯びる。外面に刷毛目を施し、底は

少し上げ底になる。この他に南側で板付II式甕の大形口綾部片が出土したが、盗難で失われた。

1土第13号竪穴（第15図）

第8号竪穴の北西約1．5mにある。参道があって西側は未調査である。木の根や後世の穴で

ひどく荒らされている。南側突出部は後世のもので、本竪穴の長さは約2．5m．幅は1m以上

である。床はやや凹凸があり、壁はゆるやかに上り、北壁の高さは30cm弱である。

遺物　1は如意形言縁の甕形土器で、胎土は石粒・砂粒混男阻質で、内面は暗灰褐色・器壁

内部は黒褐色・外面は橙褐色を帯びる。言綾部に刻み目を施し、外面はなで調整を施し、内面

は言綾部に横位の刷毛目・その下に縦なでを施す。口径24．6cm。板付II式。2は小形壺肩部破

片。肩．頸の境に沈線1本をまわす。石粒子昆り粗質胎土で黄褐色を帯び、焼きしまりは良い。

内外面とも横方向の箆なで調整を施す。3は壺の破片で、胎土に石粒と砂粒が少し混じる。橙

褐色を帯び焼きしまりは良い。頸は上方へすぼまり、言縁は外反する。／頸．胴の境に三角形突

帯をまわす。言縁端部は刷毛なでで中央が少しくぼむ。言綾部から頸上部は箆の横なでで刷毛

目状擦痕がある。その下突帯までは箆の縦なでで一部は磨研に近い。突帯以下は箆状具の横な

でで、一部に煤状の黒色の付着がある。内面は、口綾部に横位の刷毛目、頸部は横なで、頸下部

の胴との接合部は縦なで、肩部は斜めと横の箆なで、胴鹿部は箆なでで刷毛目状擦痕がある。

口径18cm・胴径24・6cm・現高14．5cm。

12・第14号竪穴（第16図・第17図、PL．Ⅴ－2）

7a号竪穴の北、13号竪穴の西にあり、間隔は各々5m・3．5mである。二つの竪穴が切りあ

っている。南側（a）は長さ2・8m・最大幅1．3mほどの瓢形で、これを切る北側（b）は2．4
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第15図　第10号．第11号．第13号竪穴と第13号竪穴出土遺物実測図
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Ⅳ　弥生時代の竪穴と出土遺物

第16図　第14号竪穴実測図（遺物No．は第17図のNo．に一致）

×2mほどの楕円形の平面形である。出土遺物の上で両者の差は認められず、埋土もほとんと

同じである。両者とも床は平坦で、西側の壁は外方にひらいたのち、上方へ袋状にすぼまる。

壁が外．方にもっとも張り出すのは床面上25cm前後のところで、現在なだらかになっている北～

東側の壁も本来袋状だったと考えられる。a床面の柱穴（床面からの深さ20cm）は後世のもの

で、本竪穴西側の古墳時代以降の住居址（？）のものかもしれない。－東北側壁は地山削平で失わ

れている。

14b号の床面西側には径30cm．深さ10cm未満のくぼみがあり、その東側の床面上10cmほどに径

35cmほどの焼土がある。竪穴内埋土の各層で出土遺物の差は認められない。

－57－



第3章　諸岡遺跡

遺物（第17図）1は鉢形土器で、小石粒混り胎土を用い、外面は茶～橙褐色を帯び、一部

に焼成時の黒斑がある。内面は黒色～黒褐色。厚ぼったい作りで、厚さは言綾部8％・胴部12

％．鹿部10〝‰を計る。外面調整は言綾部が横なで、それ以下は箆状具の縦なでで、なでた面どう

Lが稜をなすようになり、上部ではこの上を横なでする。底面はなで、鹿部と胴との境は指で

押える。内面は箆なでで、下部に箆側線痕がある。器面調整はきわめてていねいで、石粒は完

全に沈んでいる。推定口径11cm・高さ5cm・底径5．1cm。無文土器の鉢か？

2は言綾部片。傾きは図示したとうりかどうかはっきりせず、下方がさらに内傾するかもし

れない。本来の器形はわからない。小石粒混り胎土で淡橙褐色を呈する。風化して調整ははっ

きりしないが、なでであろう。言縁端は横なでで、内面上部はなで、その下は指押えらしい。
l

口縁端厚は1cmと厚く、胴部は薄く0．3cmほどのところもある。3は壺の破片。石粒混り胎土

で、外面は暗褐～淡黄褐色、内面は暗茶褐色。頸下部から肩上部に5本の沈線がまわり、そのう

ち下3本の間の2つの空隙部に貝殻腹縁による無軸羽状文を施す。羽状文を施したのち、その

端部を消すように沈線を施す。外面調整は箆なでないし磨きで胎土中の石粒を沈め、少し光沢

がある。内面は頸部が横なで、頸下部から肩部は指押えで接合部をならし、その下は多方向の

なでで調整する。胴径27cm．現高15．5cm・厚1－0・6cm。

7は高杯脚端部片。少量の小石粒混り胎土で淡黄褐色を帯び、全体をなで調整。径15．8cmを

計る。以上はすべて14b号竪穴出土。

4は無文土器甕。少量の石粒と多量の砂混り胎土で黄褐色を呈する。口縁に断面1・1×0．9

cmの粘土紐をまわし、この上に器体上部をおおうようにかぶせてなでつけ、突帯と言縁内面を

横なでし、言縁内面に幅1cmほどの平坦面ができる。その下は指押えとなでで凹凸がある。外

面は突帯とその直下までは横なでで擦痕が生じ、その下は風化しているが、ところどころてい

ねいな箆磨き痕があり、その時生じた擦痕が一部にみられる。口径13．4cm・胴径18cm・現高13

『
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5
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第17図　第14号竪穴出土土器実測図
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Ⅳ　弥生時代の竪穴と出土遺物

cmを計る（PL・Ⅷ－13）。

5は無文土器口綾部片である。小石粒混りで暗茶色を呈する。焼きしまりは良い。言縁部突

帯上面は刷毛なでで平坦になり、刷毛目が少しある。内面は縦なでで凹凸があり、外面はてい

ねいな横なで調整である。6も突帯が外れているが無文土器甕で、胎土は小石粒混り、色は淡

茶～茶褐色である。口緑内面は突帯とりつけ時の横なでで外開き平坦面をなし、その下は縦の

指なでで凹凸がある。外面はていねいな縦なで。

8は無文甕形土器とみられる鹿部片である。小石粒混り砂質胎土で、淡橙褐色。外面はきわ

めてていねいな箆なでで、内面は箆なでで細かい擦痕を残す。鹿部は高台状で、胴下部の曲り方
B

は胴張り無文土器甕と同じである。以上は14a号出土である。他に上記無文土器とは別個体の

無文土器突帯片がaとbとで各々2点ずつ出土した。

13・第17号竪穴（第18図．第19図、PL・Ⅴ－4）

14号の北6m、20号の東1．3mにある。北西－南東長軸の3×2・1mの楕円形平面をもち、こ

の種竪穴中最も深い。床は高さ25cmほどの垂直の段で2段にわけられ、南が低く北が高くなり、

二つの竪穴の切合いのようにみえるが、平面形・埋土の状態．出土土器片の接合状態から、本

来このように段を設けていたことが明らかである。床はほぼ平坦だが、北側は中央が低く壁際

へ高くなり、南側は中央から西側へ大きなくぼみがある。南壁～西堂は袋状に上方へすぼまる。

北～東壁はそうでないが、袋状壁の上部が崩落したものであろう。袋状壁の状態は南壁によく

残る。すなわち床から50cm上までは外方へ開いてゆき、そこから急に内傾するが、この内傾部

は床面上80cmほどで終る。この内傾部が本来さらに上方へつづいていたかどうかは不明だが、

もしつづいているとすれば上線は床にくらべきわめてせまくなろう。現在残る壁上端は南側床よ

り100cm、北側壁より65cmの高さにある。内部堆積層は6枚あり、遺物は各層で出土し、床面

近くと埋土上部にとくに多いが、上下で差はない。

遺物（第19図）1（PL．Ⅶ－3）は無文土器甕で、胎土には小石粒を混ぜ、色は暗茶～橙茶色

である。言綾部に径1cm弱の粘土紐をまわし、器体上部をこれにかぶせて付着させる。器体上

部は幅3．5－4cmの粘土帯をつないで作る。粘土帯の継ぎ目は外から内へ傾むく。下部の製作

方法は明らかでない。底は薄くやや上底になる。胴と底とのつながりはなめらかで高台状には

なっていない。風化のため器面調整は明らかでないが、上部外面は横なで、内面上部は縦方向

の指なである。高さ19．5cm．口径14．7cm・胴径18cm．底径6・6cm・厚さ0．4－0．6cm。これは

小片になって床面直上の全面に散乱していた。

2～8は無文土器言綾部破片である（PL．Ⅷ－1・2・4・6・10・11）。2は小石粒混りで黄茶

褐色を帯びる。突帯は径1・4×1．2cmで太い。器体厚はこれに反し3－41‰しかない。突帯の付

着を一層確実にするためか、突帯外面の一部を下方へ指で押しさげて器体に密着させる。内外

面とも横なで調整。南側床面上約30cmで出土。3は小石粒混りで橙黄色を呈し、2と同様突帯

外部に指で押した痕がある。突帯上に刷毛目状の線が少しある。南側床面直上出土。4は径6

－7〝‰の細い粘土紐をすっぽりと巻くように器体を厚くかぶせている。石粒混り胎土で橙味の

ある暗茶色を呈する。外面は横なで、内面は指押えの上を横なでする。5は少量の石粒混り胎
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第3章　諸岡遺跡

第18図　第17号竪穴実測図（遺物のNo．は第19図のNo．に一致）

土で黒～暗褐色を帯びる。焼成はよい。突帯をつける前に器体外面をなでたらしく縦方向の刷

毛白状擦痕がある。6は石粒混りで黄褐色を呈する。突帯は径1cmほどである。内面は指の縦

なでの上を横なでし、外面は横なで調整である。口径約16cm．厚3－41‰で、北側床上25cmで

出土。

7は壷の言頸部破片。胎土に石粒を少量混ぜ、黄褐色を帯びる。頸中央が細く、言綾部は外

に開き、下も胴部へ向って外開きになる。言縁端は稜をなさず丸味がある。外面と口綾部内面

はなで調整で、頸部内面は指押えと縦なでのあと軽く横なでする。厚さはほぼ均一で約0．7cm・

－60－
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第3章　諸岡遺跡

口径約24cm・頸部のもっとも縮約するところの径は約20・5cmを計る。南側床面上65－85cmの埋

土上部で出土。8も同様の壺頸部破片らしい。石粒混り胎土で、外は黄褐色・内は灰褐色を帯

びる。外面と内面上部は箆の横なでで、内面下部には指なでの痕がある。復元口径16－－17C㎡．

厚さ0．7cmほど。傾きは図示したよりもっと強く、口緑がより外反するかもしれないが、破片

が小さく、また言緑端部に凹凸があって確定しえない。南側床面上10cmほどで出土した。以上7．

8は無文土器甕に伴う壺形土器とみられる。

9は土器蓋で、小石粒少量混入の砂質胎土である。外面は黄橙褐色ないし暗黄褐色、内側は

橙ないし黄橙褐色を帯び、内外面とも横なで調整する。頂部外面には黒色煤が付着し、内面上

部（口縁から2－2．5cmより上）には黒色有機物が厚く付着している。高さ9cm・口径18．4cm

・頂部径6cmを計る。床面直上出土。

10は小形壺言頸部破片。砂質胎土で淡黄褐色。言緑と頸の境に細い沈線が一本まわる。外面

はなで調整O　口径6．6cm。埋土上部で出土。板付式土器。11は丹塗壷の頸下部～肩部破片で、

良質の砂質胎土を用い、外面は橙色、内面は橙黄色を呈する。外面は箆なでを施し、頸部には

間隔の広い刷毛目を施して、全面に丹を塗る。内面は横なでのあと、頸部だけ丹を塗る。埋土

上部で出土。中期初頭に位置づけられる。12も壷の破片である。石粒混り砂質胎土で、外面は橙

色．内面は黄褐色を帯びる。内外面ともなで調整。埋土中間部（南側床上約50cm）で出土。

13は甕の口綾部破片で、胎土は石粒混り砂質である。淡茶褐色で、黒色の煤が少量付着して

いる。口綾部はほぼ直角に外に折れ、言緑下4cmに三角形突帯が一本まわる。言緑端と突帯に

刻目はない。外面と言緑部内面は横なでで、内面下部は指の縦なでである。口径26・5cm・現高

10cm。埋土上層で出土。板付II式の中でももっとも後出のもので、中期への移行を示すもので

ある。

14は石粒混り胎土の鉢形土器片で、時灰褐色を呈する。鹿部は破損しているが、一部に胴か

ら底面へ曲る部分を残す。内面上部は刷毛目を施し、その下は箆なでで、外面もなでにより刷

毛目状擦痕がつく。北側埋土層略中間部で出土0

15～20は鹿部破片である。15は石粒混り胎土で、色は橙黄褐色。内外面ともなで調整でやや

上げ底。埋土上部出土。16も石粒混り胎土で、淡黄褐色。なで調整。上げ底。17も石粒混り胎

土で黄茶褐色を帯びる。外面は指なで、内面は刷毛目が少しあるO埋土層中位で出土。18は橙

色で太い石粒が混る。外面は指のなでと押え、内面は箆なで調整。埋土層上部で出土。19は橙

～橙黄色で、石粒混り胎土。外面は横なで、内面は箆状具でなでて調整。埋土上面出土。20は

円盤貼付け状の形で、胎土に石粒を混ぜ、外は褐色、 内は黒褐色を帯び、外は指のなでと押え、

内は箆なで調整。埋土上部で出土。

21は高杯脚部破片。石粒混り胎土で橙褐色を帯び、一部に黒斑がある。外面は箆なで調整。

埋土上部出土。

22は壷の肩部破片。石粒混り胎土で、焼成はきわめてよく、淡黄褐色を帯びる。頸と肩との

境に三角形突帯をまわし、下に沈線1本をまわして貝殻羽状文を施し、さらに沈線2本をめぐ

らすO外面は施文前に箆磨きを加え、内面は指なで。埋土層上部出土。板付II式の新しいもの

－62－
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第3章　諸岡遺跡

である。23は割同部片。石粒混り胎土で赤褐色。外面は縦方向の刷毛目を施し、沈線を1本ま

わす。埋土層上部出土。板付II式。

24は扁平片刃石斧破片。残長2・8cm・幅3．2cm・厚さ0．8cm。南側床面直上出土（PL．Ⅷ－3）

14．第19号竪穴（第20回）

D区にあ生　この種竪穴中もっとも北に位置する。西側は未調査だが2×1・5mの不整長楕

円形である。床はほぼ平坦で、現在の深さは約20cmある。埋土内から少量の弥生式土器片が出

土し、埋土上面で陶磁器・土師器などが出土。

15．第20号竪穴（第20図・第21図）

17号竪穴の西側にあるが、木の根などに荒らされ、平面形ほとりとめがない。2m強の楕円

形とみられる。東側にはこれを切る幅70cmほどの溝があり、これは17号竪穴南側を切って東側

へのびている。構内からは弥生式土器片が出土した。

遺物（第21回）　3は無文土器甕の口綾部（PL・Ⅷ－8）。石粒が少し混り、黄褐色である。

突帯は直径1cmほどである。外面胴部は箆なでらしい。突帯部は横なでで、口綾部内面は平坦

面をなす。内面は縦なで。4は石粒混り胎土の鹿部片。石粒の中に金色に光るものもみえる。外

面は暗茶色で内面と内部は橙茶褐色である。外面は胴部が箆縦なで、鹿部が指なで、内面は箆

なで調整である。鹿部は厚く2．1cmある。外表面には、厚さ0・5％ほどの外皮の剥げたような

ところがあり（表面の0．5％くらいが暗茶色）、表面に泥土をぬりつけて化粧がけしたように

もみえる。形状からみて無文土器鹿部と思われる。

16．第21号竪穴（第20図・第21回）

17号竪穴の北西10．5mにある。東側は地山が削られて崖状になっているために失われた。も

との形状は不明。床は中央へむかって皿状にへこみ、さらに中央は一段へこむ。第21図5（PL・

Ⅷ－3）は石粒を含まない砂質良質胎土の無文土器甕である。褐色を帯びる。口綾部に突帯を

つけ、内面を斜めに削り落したような平坦面を作る。そこに刷毛目状の擦痕がつく。全体にな

で調整を施す。

17．第40号竪穴（第22図・第23回、PL．Ⅴ－3）

平面形は三角形に近い不整円形で、南北2・8m、東西2・4mを計る。南側床は長さ2m．幅30cm

が一段高くなる。床はほぼ平坦で、中央やや西寄りに床が皿状に赤く焼けた部分がある。また

竪穴中央の床上10cmほどの第2層上に焼土がある。壁はゆるやかに上り、南西側での壁高は35

cmほどである。東北側の柱穴は後世のもので、

中から土師器片が出土した。遺物は竪穴内全

面で、床面から少し浮いて出土し、1層と2

層とに含まれている。

遺物（第23回）1は無文甕形土器完形品

（PL．Ⅶ－6）。南西側で出土した。胎土に

は石粒が混り、外面が赤褐色ないし橙赤褐色・

内面が暗褐色．内部は黄褐色である。器壁上

－64－
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Ⅳ　弥生時代の竪穴と出土遺物

端で巻き込むようにして

突帯を付着し、口縁上端

は箆なでで平坦とし、そ

こに刷毛目状の擦痕があ

る。またいっしょに出土

したが、本体に接合しな

い口縁片は言縁突帯から

斜め下方に短い粘土紐を

付着させ、両側を器体に

なでつけている。外面は

ていねいな指なでのあと

を箆状具で軽くなで、鹿

部縁の一部にその側線の

痕がみえる。内面もてい

ねいになで調整を加える。

鹿部は部分的に高台状で、

胴との境が明瞭であるが、

なめらかになる部分もあ

る。高さ14cm・口径11・2

cm．胴径12．4cm・底径5．8

cm。

2・3も無文土器甕だ

が、突帯ははずれている。

／）

．

第22回　第40号竪穴実測図
（遺物Naは第23図Nのこ一致）

2は言縁が極端に内傾する。石粒混り胎土で、内面は黄茶褐色で全面に黒色煤がつく。内面は

黄褐色で器壁中心は灰色である。外面はていねいな箆なでで磨研に近い。内面言綾部は横なで、

下部は指なでで凹凸がある。言縁内径約10．5cm。3は石粒混り胎土で黄褐～褐色を呈する。内

外面とも箆なで調整で、口綾部内面の一部に指押えの痕がある。言綾部は薄く、胴部が次第に

厚くなる。

4は壺言綾部小片。石粒混り胎土で黄褐色。推定口径16・5cm。

5は壺頸部破片。言綾部は欠ける。17号出土のものと同形で、無文土器に属するものであろ

う。石粒混り胎土で黄色。風化が甚しいが、箆なで調整とみられる。推定口径16．6士1cm。

6　蓋。石粒混り胎土で、黄褐色を帯び、ところどころ橙色味がある。内外面ともなで調整

を施す。内面の上部（図の破線より上）は器表が薄く剥げていて、下部は剥げていない。土器

自体は風化していないので、上部の剥落は使用により生じたものであろう。破線部での直径11

－11・5cmはこれをかぶせた土器の口径を示すのであろう。口径16．2cm．高さ7cm．頂部径5．3cm。

7は黒耀石製打製石鏃。長さ3cm．基部幅1．7cm．厚さ0．5cm（PL．Ⅷ－5）。8は蛤刃石斧破
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第23図　第40号竪穴出土遺物実測図

片。現長4．5cm・幅3・4cm．厚さ1・7cm。全体をていねいに磨研し、刃部は少し刃こぼれがあ

る。他に先述したように中央北寄りの埋土中から細石核1点が出土している（第6図）。

18・第43号・44号竪穴（第24回）

昨年度調査したA区の甕棺墓群の西側、第49号甕棺の近くにある。両方とも南北長軸で、南

北に並んでいる。共に根などによる攪乱が甚しいが、43号は長軸長1．8m・幅0・8mほど、44

号は長軸長1．6m・幅0・8mほどであり、深さは43号か10cmほど・44号は20cmほどである。43

号の床にある小穴のほとんどは木の根のあとだろう。44号は南側にほぼ四角形の柱穴状掘り込

みがあるが、これも後世のものかもしれない。埋土内からは弥生式土器小片若干が出土した。

位置・形状．方向からこれらが昨年調査のA区甕棺墓地内の3基の土拡墓と同じ性格のもので、

弥生時代中期に属するとみられる。ただし、2号だけが南北長軸で、1・3号が東西であった。

19．第9号竪穴（第20図）

43号．44号竪穴と10号竪穴の中間、すなわちA区甕棺墓群とC区無文土器系竪穴群との中間

に位置する。上面形棒径1mほどの不整円形で、中途に一段を設け、さらに径1mほど、深さ30

－40cmの穴を西に片寄って掘り込む。長軸が東西にあり、その形状は甕棺の墓蛇を思わせる。

埋土内には弥生式土器小片若干だけで、甕棺片はなかった。性格不詳という他ない。

攪乱層．表土層からも多くの弥生式土器片が出土したが、そのうち無文土器をここでとりあ

げておく（第25回）。1・2はD区19号竪穴北東2．3mの地山上に散乱していた無文土器3個

体中の2個体である。1は石粒混り胎土で、黒～暗褐色を帯び、内面の一部は橙色を帯びる。

突帯ははずれている。外面は箆なでし、その時生じた擦痕がある。内面も箆なでである。幅2

－3cmの粘土帯の巻上げで作ったとみられる。言縁内径9．6cm・推定口径12cm・胴径12．2cm・

－66－
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か

現高11cm。2は言綾部が強く内傾

する。石粒混り胎土で橙茶褐色を

帯びる。箆なで調整。言縁部突帯

下と器体の間の隙間の一部を幅7

1‰ほど、粘土でうめている。

3はC区1号竪穴付近の攪乱層

出土で、一一番最初に出土したもの

である（PL．Ⅶ－4）。石粒混り

胎土で黄茶褐色である。突帯は長

楕円形で、言縁上端はなでて平坦

になる。内面は縦、なで、外面は箆

なでで、磨研に近く、少し光沢があ

る。出土無文土器中、外面がもっ

ともなめらかである。口径12・8cm。

小結－無文土器について一

無文土器が出たのは前期末に位

置づけられる17基のうち1・2・

8　11・13．19号を除く11基で、

14号と17号では無文土器壷とみら

れる頸部片3点も出土した。無文

第43号竪穴

第24図　第43・44号竪穴実測図

甕形土器の個体数は、口綾部・突帯片について1点ずつ検討した結果47ないし51個体と算定さ

れる。40号の7ないし11個体分．17号の9個体分．14号の7個体分が多い。

完形品は3号・7a号．17号・40号出土の4点だけである（PL・Ⅶ）。形態は基本的に同じで、

口縁部には粘土紐の突帯をまわし、胴部が張り、胴径は口径より大きい。胴下部はゆるい弧を

描いて底へつづく。底は高台状になることが多く胴と底とのつながり部は明瞭を段をなすが、

なめらかに底面へつづく場合もあり、同一個体で、両者ともみられる場合がある。鹿部は軽い

上げ底をなす。

完形品中最大のものは3号出土品（第

9図1）で、高さ21cm・口径（突帯の一番

外側での直径）17cm．胴部最大径19．6cm・

底径6．3cmである。底径以外は本遺跡出

土無文土器中最大値をもつ完形品中口径

が最小のものは40号出土品（第23図1）

で11．2cm、高さが一番底いのは7a号出土

品（第13図6）で12．5cmを計る。底径は

7a号出土品が5・5cmと最小で、17号出土

－67－

第25図　攪乱層．表土層・出土
無文土器実測図



第3章諸岡遺跡

品（第19図1）が6．6cmと最大である。破片のうち口径のわかるもの5点、突帯を欠くが内径

がわかり、突帯直径（1cm弱）を加えて口径を推定しうるもの3点で、完形品4点を加えた12

点の口径はいずれも完形品の口径の範囲（11．2－17cm）に入り、12cm・13cm台が5点で多い。

ただし3号出土の突帯欠如片（第9図3）は内径9cm、推定口径11cmでもっとも小さいらしい。

これは胴径が口径より小さい唯一例でもある。完形品以外で胴径のわかる破片は3号・14号．

表土層出土の4点（第9図3、第17図4、第25図1．3）で、口径の1・10－1．34倍ある。最大

径の位置は、完形品では上から％ないし％ほどの胴中央よりやや上にある。底径は完形品につ

いてみると5．5－6．6cmでさして変化はない。口綾部突帯の太さは、細いのは17号出土の0．7

cmほど（第19図4）、太いのは17号出土の1．4×1．2cm（同図2）で、多くは0・9ないし1cm

ほどである。器厚は口綾部が薄く胴部が厚いことが多いが、0．4－0．7cmほどで、1cmに達す

るものは皆無である。鹿部厚さは1cm以上であるが、17号出土完形品は0．5cmほどで薄い。こ

0　　　　5　　　10cM

L一一一　1　1

0　　　　　　　　10cM

1　　　　　　　　－－－－－－1

第26回　南朝鮮地域の無文土器

（土10：燕厳山、1土16：俄嵯山、17－28‥鷹峰、29－33：水石里、34・35‥根亭洞、36．37：駅三潤、33．39：可楽洞）
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Ⅵ　弥生時代の竪穴と出土遺物

のように本遺跡出土無文土器甕は高さ12．5cm～21cmほどの薄手小形器で、弥生式土器甕にくら

べると小づく　りである。

胎土は小石粒を混ぜた砂質粘土を用いる。鹿部は厚さ1cm前後の円盤状で、更に一枚粘土盤を

貼りつけて2cmになるものがある。器体は幅2－3cmほどの粘土帯を巻き上げるらしいが、成

形法は十分明らかではない。粘土帯の接合部は3号の完形品の言緑下部によく残っている（48

ページ）。鹿部と器体を作り、突帯をつける前に内外面に調整を施す。内面は箆や指でなで凹

凸のある場合が多い。外面は箆でていねいになで、時には磨研に近く光沢を生じている。こう

したなで調整で刷毛目状の擦痕ができることがある。これは意図的な刷毛目や胎土中の砂粒・

石粒が移動したものでもない。器面調整のあと口綾部に粘土紐を巻きつけ、器体上部をこれに

かぶせるように指でなでつけて突帯をとりつけ、そのあと突帯と器体上部（口縁）内面を横な

でする。突帯下側と器体外面との間は特になでつけたりはせず、まれに突帯の一部を指で下方

に押し、なでつけて器体との接着をより確かなものにする。こうしたものは4例出土した。突

帯がはずれた言綾部片は突帯を押しつけたあとが、口縁をめぐる幅5－7％ほどの凹入部とし

て残る。突帯は脱落しやすく、突帯だけの破片もかなり出土した。

焼成は弥生式土器とかわらず、色は赤褐色と総称しうる褐色．橙褐色．黄橙褐色などで、黒

斑のあるものもある。刷毛目のない弥生式土器とは、胴部破片はまったく区別がつかない。

甕の他に壺とみられる頸部片が17号で2点・40号で1点出土した。いずれも黄褐色で、言縁

から頸下部まで厚さは均一で、言縁は外開きになり、頸中央で縮約し、下部で再び外に開く。

口径は2点が16－17cm．1点が20数cmで、相当大形と思われる。胴部は長卵形に近いであろう

（第26図参照）。

この他に14号竪穴出土の鉢形土器（第17図1）も、弥生式土器の鉢とは形態がことなり、ある

いは朝鮮系かもしれない。その形態はソウル市俄嵯山出土の鉢形土器（第26図15）に近く、大

きさもほとんどちがわない。

これら無文土器と伴出した弥生式土器は、甕は少なく壷が多い。これらは福岡市西区浄泉寺
①　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②　　　　　　　　　　　　③

遺跡袋状竪穴群・福岡県筑紫野市野黒坂遺跡28号竪穴．八女市亀ノ甲遺跡・北九州市八幡区原
（②

遺跡などの土器と共通し、板付II式の新しいもの、前期末に位置づけられる。したがって伴出

した無文土器も弥生前期末と断定できる。

ところで、朝鮮の無文土器は地域・時期によって差がある。南朝鮮地域の無文土器（第26図）
⑤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑥

は前半期と後半期に大別される。前半期は、ソウル市可楽洞の刻目肥厚帯土器やソウル市駅三
（②

洞の孔列言縁土器で、後半期は本遺跡出土と同じ突帯口緑土器である。突帯口縁をもつ無文士
⑧　　　　　　　　　　　　　　⑨

器はさらに古．新の2つに大別しうる。忠清南道大田市税亭洞・京畿道楊州郡水石里のものが
⑲　　　　　⑪　　　　　　　　　　　　⑫　　　　　　　　　　　　　⑩

古く、ソウル市往十里鷹峰A地点・同俄嵯山・京幾道楊州郡陶谷里・慶尚北道大邸市燕厳山が

新しい。新しいものには組合せ牛角式把手付大形壷が伴ない、言綾部突帯も断面が丸いものの

他に三角形・長方形のものがある。本遺跡のものは、古い方に属すると思われる。
⑭

こうした特徴的卑突帯をもつ土器はこれまでに原ノ辻下層で言綾部2片が出土し、最近板付

遺跡の前期～中期の層で突帯片1点が、挽乱層で言綾部片1点が出土した。
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これら無文土器の胎土．色．焼成は、刷毛目をもたない弥生式土器と区別できないが、器形

は完全にことなり、当時の南朝鮮の人間により作られたことは疑いない。ただ、これが南朝鮮

から搬入されたのか、九州に来た当時の南朝鮮人がこの地で作ったのかはわからない。胎土分

析などによって明らかにしたいと思う。いずれにせよ、前期末以降朝鮮から細形銅剣などの膏
⑮

銅利器が流入し、その後の青銅器文化が南朝鮮青銅器文化と密接な関係にあったこと、金海全
⑲

岨里に前期末型式の甕棺墓が存在すること、また佐賀県土生遺跡で中期前半の土器とともに組
⑰

合せ牛角式把手が出土したことなどとあわせ当時の両地域の密接な関係を示すものである。

これら無文土器の出土した遺構は小形の竪穴で上部を相当削られているらしく本来の形状はわ
⑩

からない。袋状のものもあるが、床やその少し上に焼土があったりして、単なる貯蔵穴とはみら

れない。こうした竪穴が互に切りあうことがほとんどなく群集していて、存続期間はかなり短

第3表　弥生時代竪穴出土遺物一覧表

竪穴 弥　生　 式　 土　器 無　文　土　器 そ　 の　 他 竪穴 弥　生　 式　 土　器 無　文　土　器 そ　 の　 他

3

板付II式壺2（錮 図7．8） 甕 完形1 （第9 図1）黒耀石石核（第5図）

14a

板付II式壺1 （第17図3） 言綾部2（第17図5．6） 礫 1
〝　丹塗．貝殻重弧文1 〝　言縁3（同図2－4） 〔先土器時代〕 鉢1 （同図1） 突帯片　 2 黒耀石片 1
高杯脚片2（同図5．6）

小片 49

〝　突帯片2 高杯脚1 （同図7）

壺？片2

言縁小片2（同図2）
鹿部1（同図8）〔無文か〕

小片 16
4

板‥伺II式壺1 （第10図1）

鹿部 2 （同図2 ．3）

憫図3は無文か）．

破片37〔半数以上は鹿部と同一

甕 言縁1（第10 図4）

〝　突帯片4

14b
壺？片1 － 甕1（第17図4）

個体か〕丹塗片2 小片 10 突帯片　2

5

板付II式壺1 （第11図1） 甕 口縁1 （第11図6） 小礫　2

17

板付II式壺4（第19図10－12・22） 甕1 （第19図1） 扁平片刃石斧1

言緑片小形壺 ？ 2 突帯片 1 〔これと同 〝　　 甕2 （同図13．23） 〝言綾部5（同図2－6） （第19図24）

〝　　 甕 ？ 1 一とみられる小片4 〕 鉢 ？1 （同図14） 〝突帯片3 礫7 、石器 ？片1

〝　器形不詳 2 蓋 1 （同図9） 壺頸部2 （同図7．8） スサ混り？焼土／ト

鹿部4 （同図2－5）

〔2 ．5は無文か〕

〝　小片13〔2・5と同一か〕
小片－13 〔丹塗 1〕

鹿部9 （同図15－20）

高林脚片1 （同図21）

甕棺？底如1

小片 119〔丹塗1 〕

片37

19

丹塗言縁片1

甕棺片　 2

小片　　 4

黒輝石錐・磁器片－．

土師片．滑石製品片

礫各1・瓦片26

板付II式壺2 （第13図1・4）

壺 ？片　　 2

甕片　　 3

鹿部3 （同図2 ．3）

－突帯片1 押型文片1 （第7図1）

剥片　2

礫　 4

木炭小片 1

20

丹塗壺 ？片1 甕言縁 1 （第21図3） 黒曜石チップ1
小片15 〔丹塗2〕 玉1（第13図5） 壺？片1 〔溝）

鹿部1（第21図4）〔無文か〕

鹿部1 〔溝〕

甕？片1

小片 3 〔溝〕

崩片 1

礫　 2
7 a 小片1 甕1 （第13図6） 黒曜石剥片1

8

壷 ．甕小片各1

鹿部 （輸14図1）

破片9

土製品7 1

砥石1 （第14図2）
21 小片　 3 甕言縁1 （第21図5） 礫 1

40 －－

板付II式壺1（第23図4） 甕 完形1 （第23図1）黒耀石石鏃1（同図7）

蓋　 1 （同図6） 〝　言縁2（同図2．3） 石斧1 （同図8）

小片－90余一一一一一 〝・ 黒耀石石核 （第－6図）

突帯7 〔4 は上記 〔先土器時代〕

と同一か〕 礫 2

壺頸部 1 （同図5） 焼土塊 13

43 小片 若干

44 小片　若干

19 小片　 若干

C 区 攪乱層 甕1 （第25図3）

D 区 地山上一括 甕4 （第25図1．2） 黒耀石剥片

41号 埋土上部 突帯1

．

10
甕片1 甕片10〔同一個体〕 土師質土器片1
小片7 〔丹塗1〕 礫 1

11

板付II式甕1 〔盗難〕

甕鹿部（第21図2）

丹塗壺片（同図1）

小片7 〔刷毛目付2〕

礫 1

13

月

板付II式壺1 （第15図6）

〝　　 甕1 （同図4）
壺片　　 1 （同図5）

小片7 〔丹塗1〕
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かったと思われる。しかも中期中葉から始る甕棺墓地が、その群集範囲に存在していない。こ

れら検討すべき問題は多く、今後を期したい。

註

①村岡和雄・松村道博等『浄泉寺遺跡』東洋開発株式会社1974年

②松岡史．前川威洋・副島邦弘編「野黒坂遺跡」『福岡南バイパス関係埋蔵文化財調査報告第1集』福岡県教育委員会

1970年

③小田富士雄編『亀ノ甲遺跡』八女市教育委員会、1964年

④北九州市香月地区埋蔵文化財調査会『原遺跡』1973年

⑤後藤　直「南朝鮮の『無文土器』」『考古学研究』19－3、1973年

⑥金延鶴「広州可楽里先史住居址発掘報告」『古文化』2、1962年（翻訳は『古代学研究』49）

⑦金良善．林柄泰「駅三洞住居址発掘報告」『史学研究』20、1968年

⑧李股昌「大田塊亭洞青銅器文化の研究」『亜細亜研究』Ⅶ－2、1968年

⑨金元竜「水石里先史時代衆落住居址調査報告」『美術資料』11、1966年

⑲横山将三郎「京城郊外鷹峰山遺跡報告」『史前学雑誌』2－5、1930年

⑪林柄泰「漠江流域無文土器の年代」『李弘植博士回甲紀念論文集』1969年

⑫金延鶴「韓国無文土器文化の研究」『白山学報』3、1967年

⑬ヂ容鎮「琴湖江流域の先史遺跡研究1」『古文化』5．6、1969年

⑭東亜考古学全調査、森貞次郎先生の御教示による。現在京都大学人文科学研究所蔵。

⑮西谷正「青銅器から見た日朝関係」『日朝関係史の史的再検討』朝鮮史研究会論文集4、1968年

⑲梶本杜人「金海会岨里発見の甕棺に就て」『考古学』9－1、1938年

⑫土生遺跡発掘調査委員会『土生遺跡発掘調査概報』1972年

なお、諸岡遺跡でも前年度調査時の瀞離土器片中に、小形の組合せ牛角式把手片1点がある。第16号甕棺墓付近の土器

片中の1片である。本書第65図、115ページ参照。

⑲厳密にいえば、袋状竪穴とはことなる。一般の貯蔵穴としての袋状竪穴は壁が床面から直ちに内傾するノことが多いが・

今回出土した竪穴のうち袋状をなすものは、壁が床面から一度外開きになってから内傾しはじめる。なお、朝鮮では、

現在のところ類似遺構はみつかっていない。
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第3章　諸岡遺跡

第27図　諸岡遺跡B区甕棺墓
出土状況実測図

－72－

Ⅴ　甕棺墓地（第27回）

1．調査概要　C・D地区調査中に、丘陸

西側における工事に伴い数基の甕棺墓が露

出したために、小児棺3基（第1・6．8

号）、成人棺6基（第2・3．4・7・9．

10号）の計9基を確認調査した。この甕棺

墓地をB地区と呼ぶことにする。今回調査

された甕棺墓は丘陵の頂上部分近くに営ま

れたものの一部にあたると考えられる。群

集の状態は小範囲のために、現状を墓地全

体には敷術できないが、墓肱の掘り方に注

目すれば、第1・2号を除いてはいずれも東

－北東方向に集中し、頂上部に対して求心

的な在り方が知られる。調査区の東側に近

接して小円墳が存在し、第1号～10号甕棺

墓間には破壊された小児棺とともに円箇埴

輪破片の堆積があり、この古墳の造営にあ

たって、かなりの甕棺墓地の削平破壊が行

なわれた事が知られ、現存部分もまたこの

影響を受けている。したがって甕棺墓は墓

蛇の切り合いによって時期的な先後関係を

観察する事は容易ではなく、僅かに第1号

（小児棺）が第2号成人棺（ゴホウラ製貝

輪8個をともなう）の墓地埋土内に営まれ

たことが知られるに過ぎないが、甕棺の構

成から時期的には中期中葉から後期前半に

わたると考えられる。以下B地区出土の個

別甕棺についてのべることとする。

2．出土甕棺墓と甕棺

小児棺

（1）第1号甕棺墓（第28図、第32図）

第1号甕棺墓は、上．下に小形の甕形土器

を使用した接言式小児用棺である。棺は第

2号（成人）棺の墓蛇を埋める暗褐色の花

尚岩ばいらん土にほぼ水平に埋置され、N
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－15。－E方向である。なお接言に際しては青灰色の粘土による丁寧な目張りがなされる。上甕

はやや内傾するT字形口縁をもち、口緑直刊．こ一条の三角突帯をめぐらし、胴部の突帯は先端

に一条の沈線をもつ。言緑から胴部中位にかけては正反対の位置に黒斑部分2ヵ所をもつ。

黄褐色を呈し、全体の刷毛調整が著しく、口縁下は横なで調整。胎土．焼成ともに良好。器

表全面丹塗り。口径34cm．器高34．2cm。下甕はや

云〆′　　や外口唇の垂れるT字形言緑をもち、全体的に整

った甕である。器壁は胴部中位で2．5－3．01‰を

・

．

＼二＼

第8号甕棺墓

第28図　第1・6．8号
甕棺墓実測図

はかる。器面は黄褐色～褐色を呈し、胎土．焼成

ともに良好。言緑下の横なでを除き器表刷毛調整。

口径34cm．器高31．9cm、時期は中期中葉。

（2）第6号甕棺墓（第28図、第32図）　第6号甕

棺墓は、上・下ともに小型の甕形土器を使用した

接言式小児用棺である。竪穴状の墓拡に50。の傾斜

をもって埋置され、N－25・5。－E方向である。墓

蛇は甕棺をようやく入れうる大きさで作業に無駄

がない。上甕は、肥摩して内面に弱い稜を持つく

字形口縁となり、胴部の半分以上を欠失する。

器面は粗めの刷毛で調整され、口縁直下および内

面は横なで。胎土．焼成不良。器表丹塗りO　口径

30・4cm。下甕は、肥厚する「く」字形言縁をもち、胴

部のふくらみが強い甕である。器表面に刷毛調整

が施されており、内面鹿部付近は指調整によって

なで上げている。器色は褐色～黄褐色を呈し、胎

土．焼成ともに良好。また言綾部付近には二次焼

成の煤が付着し、日常雑器からの転用が考えられ

る。口径30cm・器高34．1cm、時期は後期前半。

（3）第8号甕棺墓（第28図、第32図）　第8号甕

棺墓は、上甕に小形の甕形土器、下甕に壺形土器

の言緑を打欠いたものを使用した覆口式小児用棺

である。棺は33°の傾斜をもって埋置され、ほぼ南

北に近いN－2°－W方向である。上甕は、沈線を

めぐらす一条の突帯を胴部にもち、鹿部がやや上

げ底となる壷である。器表は丁寧な刷毛調整で、

内面の胴部中位では粗い刷毛調整。鹿部内面は

指調整痕。器色は黄褐色を呈し、胎土．焼成とも

に良好。器表丹塗り。打欠きの最終調整は器面内

－73－



第3章　諸岡遺跡

側の上方から下方に向ってなされている。突帯部径32．8cm・現存器高27・3cm。下甕は、外口唇

がやや垂れる平坦言縁をもち、言縁直下に一条、胴部に二条の複合三角突帯をめぐらし、鹿部

はゆるい上げ底となる整美な甕である。器色は黄褐色～褐色を呈し、胎土．焼成ともに非常に

良好である。器面は鹿部付近に箆みがきによる調整が顕著であり、全面丹塗りとなる。また言

綾部上端には短直線の暗文が描かれており、鹿部近くに外面からの二次穿孔がみられる。口

径31．2cm・器高30・8cm。時期は中期中葉の後半。

焙一一．、1＼－∴1－－－

第3号甕棺墓

O

Lエロ．。　一一一一一一一一一サ

第29図　第2・3号甕棺墓実測図

－74－

成人棺

（4）第2号甕棺墓（第29図・第

34図・PL．Ⅹ）第2号甕棺墓は、

上．下棺のいずれにも大形の甕

形土器を使用した接言式の成

人用棺である。棺は、隅丸長

方形の墓拡中に、長軸をS－

28LWに向け、ほぼ水平に埋

置されており、出土甕棺の中

では挿入の方向を異にしてい

る。接言部は青灰色粘土によ

って全周に目張りがなされて

いる。本棺には、ゴホウラ製

貝輪（8個）を前腕に装着し

た横臥屈葬の成人男性骨一体

が、頭位を南にして遺存して

いた。上甕は口縁内側の張出

しの強いT字形口緑をもち、

胴部の上半が殆どふくらみを

持たない器形となる。器壁は

上部突帯下および胴部のほぼ

中位にあたる下部突帯付近で

は特に厚くなり、下部突帯以

下は均一である。器色は暗

い赤褐色を呈し、胎土・焼成

はあまり良くない。口径68．4

cm・器高100．5cm。下甕は

やや外．傾するT字形言縁をも

ち、胴部のふくらみの少ない

細身の器形である。言緑下に
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一条の低い「コ」字形突帯をもち、ほぼ胴部中位の下部突帯は二条の低い三角突帯となる。器色は

褐色～黄褐色を里し、胎土．焼成とも良好。口径68．4cm・器高104・むm。時期は中期中葉後半。

（5）第3号甕棺墓（第29図・第34図）第3号甕棺墓は、上・下に大型の甕形土器を使用した

接口式成人用棺である。N－12°－E方向で、ほぼ水平に埋置されており、周辺の削平が著し

．

い。上甕は、内外ともに張出しの弱い

平坦口縁をもっており、胴部のふくら

みの少ない器形となり、細身である。

胴部中位よりやや上部にめぐる一条の

複合三角突帯は低い。器壁は幅10－7

cm内外の粘土の積上げが観察できる。

器色は、暗い褐色を呈し、胎土・焼成

ともに良好。口径63．2cm・器高92．2cm。

下甕は、外側への張出しの弱い平坦口

縁をもち、胴部が口緑に近い部分でゆ

るくすぼまって卵形を呈する。胴部中

位よりやや上部にめぐる一条の複合三

角突帯は低く、しかも鋭い断面をもつ。

器面には、突帯部分の上．下に横位の

なでがみられ、また鹿部近くは細い縦

方向の刷毛調整がみられる。器壁は胴

部上半で幅20cm内外の粘土積上げが観

察される。器色は褐色～黄褐色を呈し、

胎土・焼成ともに良好である。口径60・4

cm・器高90．8cm。時期は中期中葉前半
．

であろう。

（6）第4号甕棺墓（第30図・第35図）

第4号甕棺墓は、上に中形、下に大形

の甕形土器を使用した接言式棺である。

棺は長軸をN－48。－Eに向け、ほぼ水

平に埋置されている。棺として使用さ

れた甕の口径値差は青灰色粘土の充項

によって埋められている。上甕は鹿部

を欠失するが、内部に張出しの強い平

坦言縁をもち、胴部のふくらみが中位

で最大となり、口縁のすぼむ卵形の器

形となる。器壁は薄くて均一であり、

群

0　　　　　　　　　　　　　1M
土－．．－；　　　　5

第30図　第4・7号甕棺墓実測図
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胴部の低く、鋭い三角突帯とともに全体的にきゃしゃな感じをあたえる。器色は褐色～暗褐色

を呈し、胎土．焼成とも非常に良好である。口径45．6cm・現存器高54．9cm。下甕はに張出しの

弱いT字形言縁をもち、胴部上半の言縁に近い直線部分を変換点として、ふくらみの少ない器

形となる。胴部中位の複合三角突帯は低く、鋭い。器壁は特に分厚い言緑付近を除いては、ほ

ぼ均一となる。器色は内外面とも暗い赤褐色を呈し、胎土・焼成ともに良好である。口径67．2

cm．器高87cm。時期は中期前葉後半。

．／＼＼

＼

〆

第9号甕棺墓

I－－．．i　　　　5

第31図　第9　10号甕棺墓実測図
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（7）第7号甕棺墓（第30図・第35図）

第7号甕棺墓は、上に打欠きの甕、下

に大形の甕形土器を使用した接口式

成人用棺である。棺は長軸をほぼ南

北に近いN－2．5。－Eに向け、24・5°

の傾斜をもって埋置されており、挿

入角度が大きい。接言部分は青灰色

粘土の目張りが全周にわたってなさ

れている。また内部には人骨の一部

の遺有があって頭骨および足骨がみ

られるが、上甕に頭骨の一部がある

ことから埋葬時には脚から入れられ

たものと考えられる。上甕は、大型

の甕と思われる土器の胴部下半を粘

土接合部より外し、打欠き調整して

使用している。器色はやや赤味をお

びた褐色を呈し、胎土・焼成ともに

非常に良好である。鹿部付近には焼

成時の黒斑が広く見られる。現存胴

部径65．4cm・現存器高34．2cm、下甕
1

は、内傾する口緑をもち、胴部のふ

くらみの変化が大きく、全体的にど

っしりした感じの器形となる。上部

の突帯は断面が片肩の三角形となり

低く、著しく口縁に近づいている。

胴部中位よりさがる下部突帯は二条

であり、断面コ字形で高く、一方は

ややたれる。典型的な中期復業の特

徴を備えている。鹿部付近には細い

刷毛調整が縦に施されている。器色
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は暗い赤褐色を呈し、下部突帯付近には焼成時の黒斑が多い。胎土．焼成ともに良好である。

口径72cm．器高93．9cm。

（8）第9号甕棺墓（第31図・第36図）第9号甕棺墓は、上・下に大形の甕形土器を使用した

接田式成人用棺である。棺は長軸をN－30・5。－Eに向け、ほぼ水平に近い9°の傾斜をもって埋

第34図　第2・3号甕棺実測図

－78－
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50cM

第35図　第4・7号甕棺実測図

置されている。上甕は、外側への張り出しの弱い平坦言縁をもち、胴部のふくらみの少ない細

味の器形となる。胴部の中位より上る一条の突帯は低く、鋭いものである。器壁は非常に均一

であり、器面の仕あげは丁寧である。鹿部外側には組織痕と考えられる凹凸が観察される。器

色は暗い褐色を呈し、焼成はあまり良くない。口径61・2cm．器高90cm。下甕は言縁の一部を取

り上げたにすぎず、全体を知り得ない。器色は赤褐色を呈する。時期は中期前葉後半。

（9）第10号甕棺墓（第31図・第36図・PL．Ⅵ－1）これは、上・下ともに大形の甕形土器を使用

した接言式成人用棺である。下甕に小骨片が存在した。棺は、長軸をN－44．5。－Eに向け、8・5°

の傾斜をもって埋置されている。接口部は全周が青灰色粘土で目張りされている。上甕は内外

ともに口唇の張出しが弱い平坦口縁をもち、中位から直立する胴部が特徴的な器形をつくって

いる。胴部突帯は低く、鋭い。器壁は殆ど均一である。器色は赤褐色を呈し、胎土・焼成は良

好。口径58・2cm．器高85cm。下甕は、わずかに外傾するT字形口縁をもち、胴部中位がしまる

特徴的な器形となる。著しい胴部のふくらみがない事から細身の感じをあたえる。鹿部は比較

－79－
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第9号甕棺

0　　　　　　　　　　　　　　　50cM

第36図　第9．10号甕棺実測図

第4表　諸岡遺跡B区甕棺墓一覧表
甕…一一棺 一一 芳 一一一一一一一一　一一一一一位 一一一一一 傾 一一一　斜 一一形一一　武 一一一土　 一一器　 － 基　　 土広 時 一一一一一一期一一一一一 備一一一一一一　　　　　 考

1 号 ． N － 15 1－E ほぼ水平 接　 言 甕 ＋ 甕 中期 中葉 小 児 ・第 2 号棺墓地 中にあ り

2　号 － S － 28 三一W 〝 〝 〝 隅丸長方形 〝 成 人 ・貝輪着装人骨 出土

3　号 N － 12 L E 〝 〝 〝 〝 成 人

4　号 N － 48 1－W 〝 〝 〝 中期前葉

5　号 欠　 番

6　号 N ．－ 25．5三一E ＋50。 接　 言 甕 ＋ 甕 後期初頭 小 児

7　号 N － 2 ．51－E ＋24．5。 〝 甕　 ＋　甕
（れ・欠き）

中期後葉 成 人・頭 、足骨の一部がのこる

8　号 N － 2 三一W ＋33。 春　 田 屏 欠も 甕 〝 小 児

9　号 N － 30 ．5L E ＋ 9 ° 接　 言 甕 ＋ 甕 中期前葉 成 人

10 号 N － 44 ．5三一E －8．5。 〝 〝 隅丸長方形 中期 中葉 成 人 ．下甕 に骨片がの こる

－80－

．



．

Ⅴ甕棺墓地

的均一な胴部にくらべて厚みが著しく大きい。鹿部付近にはこまかい刷毛調整をのこす。器色

は赤褐色を呈し、胎土・焼成とも良好である。口径54．6cm・器高85・2cm。時期は中期中葉。

㈹増の飽く第33図）墓地内では第2号甕棺の西側に近摸して鹿部言綾部を欠く小型壺1個

が採集された。頸部に1本、胴部に2本を数える横位の線状彩文をもつ。暗褐色を呈し、胎土

．焼成ともに不良。

小　結

諸岡丘陵では、1973年夏に東側斜面で弥生時代中期中葉から後期前半に相当する甕棺墓．土

砿墓で構成される墓地（A区）の調査が行なわれたカ更今年度は前記の様に斜面の更に上部（C・

D区）および丘陵西側の甕棺墓地の一部（B区）を調査した。その結果、A地区に近接するC・

D区では、甕棺墓等の弥生時代墓と考えられる遺構は全く発見されず、B区甕棺墓地との間は

これらより時期的に遡る弥生時代前期末の竪穴群に占められる（第3章Ⅳ参照）。今、過去の

知見、調査から諸岡丘陵における墓城の大まかな範囲を考えてみたい。

丘陵での最初の本格的な破壊は1949～50年に始まり、西南部一帯の削平がなされた。この際、

甕棺墓等が出土したであろう事は1968年前後にA区に接する住宅建設で多数が、また現在の南

崖面には数基が確認出来ることから明らかである。西側一帯（B区を含む）は、1954年忠魂社

の建立工事で甕棺墓の存在が知られた。現在C・D区に接する参道上に散布する甕棺破片はこ

の時のものであろう。1971年の踏査ではB区に接する西側の住宅地の崖面に数基の甕棺が露出

していたO　また北側にあたる部分では現在まで、甕棺墓の存在を示す何ものも見あたらない。

以上の点から想定すれば、諸岡遺跡における弥生時代墓地は、丘陵の南半を占め、当時最高点

にあたると思われる忠魂社付近の尾根から西斜面をおおい、南側丘陵端を廻って東斜面に至る

いわば不整な馬蹄形に近いひろがりとなろう。

次に諸岡甕棺墓地における時期別構成につきふれる。調査によって知られたのはA区とB区
、、

の一部である。表面採集ではB区の東側、およびC地区斜面で前期タイプ（第65図）の甕言

縁が見つかっており、一応墓地形成の最初の段階と考えてよい。続く中期前葉では後半にあた

る型式がB区（第4．9号）に見出される。A地区ではこれに相当する型式をもたず次の中期

中葉に至ってようやく墓地の形成が始まる。そして後葉までの時期がA区の盛有期であろう。

次の後期初頭では両区とも大形成人甕棺が姿を消し、「く」字形口縁をもつ小児用甕棺のみが

散発的に営まれており、これ以後に墓地が廃絶するものと思われる。

第2号棺内に遺存したゴホウラ製貝輪8個は、中期中葉の後半に比定されよう。1954年出土

の同数のゴホウラ製貝輪、細形銅剣は原位置を外れているが、採集位置は至近距離にあり、丘

陵最高部に近いB区に営まれた弥生墓地を構成する一要素となるのは間違いない。1973年ゴホ

ウラ製貝輪1個を出土したA地区第43号棺とは水平距離で63mはなれ、比高差8mをはかる。

出土貝輪は合計17個になるが、各れも内乱が「D」字形の特徴ある腹面利用の貝輪であり竺山

口県土井ヶ浜例と類似する。

註　①横山邦継編「板付周辺遺跡調査報告書（1）」福岡市埋蔵文化財調査報告書第29集、1974年

②同上書および河口貞徳「鍬形石の祖形」『鹿児島考古。第8号、鹿児島県考古学会、1973年

－81－



第3章諸岡遺跡

Ⅵ甕棺墓出土の人骨と装着具輪

§人骨　（第37図、PL．X－1）

今回の緊急発掘で調査の対象になった一群の甕棺のうち、辛うじて人骨を残していたものは

第2号、第7号、第10号の3甕棺のみであった。このうち第7号及び第10号内のものはごく少

量でようやく人骨であることが判る程度であり、第2号のみやや多量に残存していた。従って

特に見るべき所見のない第7号、第10号墓人骨から先に記述する。

第7号碧棺基人骨　女性（？）、熟年初期

残存骨片でややまとまった形を残していたのは左大腿骨下半のみで、他は主要な四肢長骨の

破片、頭蓋冠の小片数個及び破損歯牙6本がある。性・年令の推定は困難であるが、長骨の性

状が後記第2号甕棺人骨とくらべて「せん弱」であること、歯の嘆粍3度であることなどから

上記の推定をした。従って確定的なものではない。埋葬姿勢・抜歯風習の痕跡など不明である。

第10号甕棺墓人骨　性別不明、成年

最も保存が悪く全身の微小骨片を残すのみである。ただ下顎小臼歯の歯冠の一部が幸い残っ

ており、それの嘆粍が1度であることから成年ならんと推定した。この人骨も埋葬姿勢その他

不明である。
ノl

第2号甕棺墓人骨　男性、熟年　貝輪－装着

保存状態　左右側頭部に腐蝕が著しい頭骨、腰椎数個、右上肢骨、右腸骨、左右下肢骨で膝

関節に近い部分などが残っている。ほぼ水平に埋置された棺内で比較的高位にあった右半身の

骨の残りが良く、低部に位置し棺内に侵入した土に埋没していたと思われる骨部の保存は不良

でほとんど形を残していない。一方、装着された8個の貝輪によって化学的に保護されたと思

われる右前腕骨およびその低位にあった腰椎の残りは良好である。

埋葬姿勢　頭骨の向き、および棺内において両膝節部の骨が北側に偏していたこと、両半身

骨間の保存状態の著しい相違などからこの遺体の葬法は左側臥屈葬であったと判断される。両

側膝関節附近の下肢骨の出土位置からみると、股関節での大腿部の屈曲度は左側で強く右側は

ややゆるかったと思われるが、膝関節では両側ともに強く屈している。思うに、遺体は先ず下

甕に頭から先に左側臥で挿入され、ほぼ上半身を収容し得たが、長身のこの遺体はなお殿部及

び下腿下半以下が言線外にはみ出し、蓋甕を当ててこれを収容したのであろう。摸言式甕棺全

体はほぼ水平に置かれているとはいえ、垂直断面図をよく見ると蓋甕の低位胴部が最も低いレ

第5表　諸岡出 ※長・短径は手首側内孔の値
貝輪 番 号 1 2 3 4 5－ 6 7 8

’74

諸

岡

長　 径 9 1 8 6 8 8 8 0± 7 5± 73 7 5± －
短　 径 68 6 5 6 2± 6 1 5 9 56 － －

掌 側 線 高 － 2 5± 26 2 6 2 5± 24 2 3± －
背 側 締 高 28 2 6 26± 2 6± 2 4± － － －

’5 3

諸

岡

長　 径 80 7 7 6 9士 6 8 6 7 65 6 5 6 4

短　 径 55士 5 5 53 5 1 51 49 5 0± 50±

掌 側 線 高 一 24 2 3 2 1 2 2 2 2 2 1± 2 1± 20±

背 側 縁 高 23 ± 2 3± 22± 2 2 2 2 22 2 2 22
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Ⅵ　甕棺墓出土の人骨と貝輪

第37図　第2号甕棺墓人骨出土状態

10cm
し．－　　＿　　一　　一　　5　　　　　－　　　　　－！

第38図　第2号甕棺墓No・2貝輪実測図
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10cm
L l　　Ⅰ　1　．　；　　一　　一　一一．　　－　　5

第39図　諸岡遺跡出土貝輪投影図
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Ⅵ　甕棺墓出土の人骨と貝輪

ベルにあり、従って棺内に侵入した地下水もこの附近に溜まりがちで、この辺りに考えられる

足骨などは完全に消滅している。なお、下顎骨は軟部腐敗とともに関節から外れて落下転位し

ているが、これも埋葬後の相当年月の間、左側を低位にした上顎との嘆合位にあったと思われ、

左側下顎枝の腐蝕が強い。また頭骨右側半に著しい丹の師吉を認める。

人骨の性状　全体に骨格太く強大で、筋肉附着部の浮彫像も粗い。頭骨では眉上弓の隆起強

く、前頭側面観の傾斜も急であり、外後頭隆起も著しい。骨盤骨は右腸骨のみで最も確実な性

別推定の根拠を欠くが、他の点ではすべて典型的な男性を裏づける性状を具えている。

また、冠状縫合内面は完全に癒合しており、歯牙の唆粍は前歯から後歯に亘って象牙質を広

く露呈した嘆粍3度であるので熟年とみてよい。

推定身長は幸い、貝輪に保護されて右棟骨が全長にわたり殆んど完全に保存されていたので、

この最大長254mmよりPearson氏の公式を用いて169．0cmを推定した。当時としては高身であ

る。

抜歯風習の痕跡については、上・下顎の歯はよく揃っており、その証跡のないことは確実で

ある。

§装着貝輸（第38・39図、PL．X－2）

土　出土状態

肘関節でほぼ直角に曲げられて腹部に横たわる2本の前腕骨に8個装着されていた。これら

は便宜上、最初にはめられまた最大の肘側（近位）のものをNalとし順次小さくなって最も手

首側（遠位）にあったものをN0．8とする°No・7－8は侵入土に埋没し最も保存が悪かった。残

りの6個も完形品は1つもなく、出土の際に低位にあった部分がいずれも腐蝕欠落している。

図39はこれら一連の貝輪の平行光線による投影図である。もともと貝輪内孔の形を歪みなく撮

し取るため、陽光を鏡面2回の反射で室内へ垂直な落下光線として導入、ジアゾ感光紙に印画

したもので、着装時遠位側から見た像となっている。この像の欠落部位から個々の貝輪がどの

ような出土状態であったか良く察知出来る。PL．X－2において一連の貝輪の並びを見るとき、

No・3にやや著しい回外転位が見てとれる。一万、2本の前腕骨の並び方を見るとき、回内住を

とった自然位では両者は交叉すべきはずであるが、この場合平行し、棟骨の尾側に尺骨がなら

びいずれも後面を上にしている。貝輪、前腕骨ともに死後の軟部融解に伴ないこのような転位

を起すに到ったものであろう。それにしてもNa3貝輪と椀骨近位端の転位は著しい。

2・具輪の形状（第5表、PL．X－2）

これらの貝輪の型は、北部九州・弥生中期の遺跡出土のものによく見られる型であって、着

装時肘側から見た形はアルファベット大文字Dに近似し、直線的な掌側線とわん曲した背側縁

とを持つ。手首側から見れば第39図のごとくその鏡像となる。大きさについては第5表と第37．

38図を、記載用語・計測手技については文献（1）を参照されたい。

3．原村及び利用部分

原材となった貝はやはりゴホウラrr5C0γ98kⅱ88im祝8であって、殻軸を通る直線に対して

不相称性が著しく、掌側線に対して背側縁の肩がひどく落ちている。利用部分は、穀軸をはさ
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み側線高の幅で殻言面にほぼ平行にとったものである。ゴホウラ特有の肩部の一癖はすり落し

て丸味を持たせてある。

4．諸岡既出土例との比較（第39図）

この遺跡で最初にこのような貝輪が発見されたのは昭和28年であった〔文献（2）〕。発見者は

亀井勇氏、発見場所はこの第2号甕棺より10mあまりしか離れていない現忠魂社社殿の敷地内

であることは当時を知る高田一弘氏から現地に同行して頂いて知った。弥生中期の須玖式で接

言式の甕棺内から熟年男性人骨の右前腕に同じく8個の縦切貝輪がはめられて出土し写真も残

っている。この人骨の頭部とくに顔面には鮮かな丹の附着が認められる。近距離で、しかも出

土状況．内容ともにこの第2号甕棺とは共通性があると考えられるが、貝輪も同型で、ただ第

2号甕棺人骨着用のもののほうが大型である。

また昭和48年、上記より水平距離で約80m、レベルで8m低い地点（A区）1で出土し、同じ須

玖式に属する丹塗磨研の甕棺第43号内より出土した男性の可能性高い年令不明の人骨の右前腕

に着装された1－箇の縦切貝一輪は時代はあまり変らないに拘らず背側縁高が高く厚手で、むしろ

土井ケ2浜出土例に最も近似している。

5．貝輸着装と関係あるかと思われる特記所見

前腕の椀骨．尺骨が他の休部の諸骨と同じく太くたくましいことは勿論であるが、他に一見

して正常とやや異なる所見がある。すなわち、一般にこの両骨には矢状面および前頭面におけ

る骨休部の「わん曲」があり、これが回内・回外運動に好都合であることが知られている。と

ころが、第2号甕棺人骨のそれは軽微であり、全体的印象は太い棒を思わせ、尺骨体遠位部の

周径もそれほど細まっていない。また棟骨背側面には、長母指外転筋および短母指伸筋の起始

と走向に相応するかの如き浅い溝が走り、両者の間には隆線が見られ、これは骨間縁から斜に

茎状突起に向って走っている。これらの所見が、長年の貝輪による絞梶から前腕や上記両筋の

運動がある程度制約されたために生じたものか頗る興味のあるところであるが、残念ながら比

較的照すべき左側の前腕骨が全く保存不良であるので今後の好出土例を期したい。

文献

1．横山編『板付周辺遺跡調査報告書（1）』福岡市教育委員会、1974年

2・「福岡市大字諸岡発見の貝輪」『福岡教育』Vol．12Na7、1968年
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Ⅶ　古墳時代以後の竪穴と出土遺物

．

1大形竪穴状遺構（住居址？）　（第40・41図）

C区の第14号竪穴の西にコ字状の溝がある。長さ8mほどで、北北西－南南東にのび、その

両端がほぼ直角に東側に曲るが、地山の傾斜のため各々2mほどしか残っていない。溝の内側

は外側より20cmほど低い平坦面をなす。溝は幅20－30cm、内側平坦面より10－15cmの深さであ

る。溝の内側には柱穴状の浅い小穴が不規則にあるが、南側のひとつだけが深さ60cmほどである。

周溝をもつ竪穴のようだが、断定できない。

溝の周辺から土器が出土した。1は横形土師質土器で、外開きの器壁は口縁下で内へ折れる。

外面は箆なでで、内面は平滑。橙黄色だが、言綾部外面と内面の言縁からやや下までは灰黒色

。口径14・2cm・底径5．3cm．高一さ4．6cm。2は杯で、内面は箆磨き、外面は箆削りとなでて、口

琴郵外面が灰黒色、その下が淡黄褐色、内面は灰褐色。口径10・8cm・推定高2・6cm。3・4は

南台付椀の鹿部片。淡黄褐色だが、3の内表面は黒色。いずれも内面は箆磨きにより平滑だが、

外面は風化してはっきりしない。4の底面には恕土の継目が残る。高台は低く、直径は7．6cmと

7．4cm。5は滑石製品で、下面は

内ぞりの平滑面をな－し、上面は

山形で、中央が突出する。ここ

に両側から孔をあけ、両端は溝

状になる。孔の奥に鉄が入って

いて、孔に鉄芯を通したように

みえる。平面は楕円形で模造鏡

のようにもみえる。長径5．8cm・

短径4cm・厚さ約2cm・孔径0．

5cm～0．7cm（PL．Ⅷ－4）

l1　－　－　1；－　　　　　　　j

1－＿一　一3－－5

第41図　大形竪穴状遺構出土遺物実測図
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第42回　第12・16・22．24．35．36号竪穴実測図

ヒ二」一一一一．　　－i　　　　　　　」

第43回　第16．22・35号竪穴
出土遺物実測図

（1：16号、2：12号、3：22号、4：35号、5：24号、6：36号）

2．竪穴と出土遺物（第42図一第54図）

土師器・須恵器・磁器などが出土する竪穴は26基あ

る。これは竪穴の形状だけを基準にすれば7形態にわ

けられよう。ただし、この分類は便宜的なものにすぎず

、時期あるいは位置関係等での意味はまったぐない。

第1は、平面が方形ないし長方形の深さ70－120cm

の竪穴である。12・16・22・24・35・36号の各竪穴が

それである（図42図）。22号がもっとも大きく、床は

1．25×0．8mの長方形で、深さは85cmある。壁はほぼ

垂直である。12号は西堂に柱穴状の穴があるが、竪穴

とは無関係の柱穴であろう。16号（PL．V－8）は上
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端も底も円形平面で他のものとことなる。36号は一辺約70cm・深さ30cmほどで中にロームを

多量に含む黒色土が入っていて、他の竪穴のロームを含まない黒色埋土と異なる。これらは昨
①

年度調査のA区で時期不詳としたものと同一形態であるO

なお、22号竪穴から南へ長さ5m、幅0．7mの浅い溝6がのびている。この溝は22号に切られ

ているが、遺物は出土せず、時期不詳である。

遺物（第43回）1は16号出土の土師質土器。良質胎土で、ロクロ痕が内外面に残る。底は箆

削りを施す。復元口径14．7cm．高さ3cm。2も土師質坏。やや砂質胎土で、淡橙褐色。中央下

部に段があり、その下にロタロ痕が残る。底には箆痕とみられる深い切込み状の直線が長さ10

（＞

第44回　第32・34・38・39・42号竪穴実測図

（1：32号、2：39号、3：34号、4：38号、5：42号）
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第45図　第32・34．38号竪穴出土遺物実測図
（1：32号、2：34号、3・4：38号）

cmほどある。3は土師質の高台付椀で

ある。外面は風化が甚しく、淡茶白色

で一部灰色を帯びる。内表面は黒色で

なめらかだが、剥落した部分が多く、

その部分と器壁内部は外表と同じ色で

ある。高台はやや外にひらき、内側は

斜めに削ぐ。口径15．4cm・高さ4．8cm。

2・3は22号竪穴出土。4は35号竪穴

出土の白磁鹿部破片である。施釉は内

面と外面上部にされる。釉色は淡いか

すかに緑色味のある白色で、細かいひ

び割れがある。高台は直径6．4cm。高

さ0・6cm。畳付部幅0．5cmで、ほぼ垂

直である。高台内側は斜めに削る。

第2は細長い32．34・38・39・42号竪穴

である（第44図）。長さ×幅×深さは32号が140×55×10cm・34号が210×95×40cm・38号が

260×75×40cm・39号が170×45×15cm．42号が170×65×35cmである。32号の床はひどく荒

れている。38号は西端に一段高い部分があり（PL・V－5）、39号も一端に一段高い部分があ

る。34号はととのった長方形をなす。42号と38号は底に後世の柱穴が掘り込まれている。長軸

は34・38．42号がほぼ南北で、32号・39号はほぼ北西～南東である。形状からみて土土広墓の可

能性がある。

遺物（第45図）1は32号出土の黒色土師質土器である。胎土は精良で灰白色であるが、外表

は黒色．内表は黒色の部分と暗灰色の部分とがある。内外面ともなめらかである。高台径6・8

cm．高さ0・6cmほど。2は34号出土須恵器言綾部破片。胎土はやや砂質で、灰色を帯び、内外

面にロクロ痕が残る。3・4は38号出土の鉄斧と紡錘車である（PL．Ⅷ－1・2）。3は長さ7・5cm・

刃部幅4．8cm・袋部幡3．6cm・厚さ2cmほど。刃部はゆるく弧をなす。4は頁岩質の石材で、直径

4．7－4・9cm．厚さ1・4cm・孔径0．9cmを計る。この38号は土師質土器を出土する中世の竪穴

と明らかに性格が異なり、古墳時代の可能性が強い。

第3は平面形が長方形．楕円形の大形竪穴で、15号・18号．23号・31号がそれである（第46

・47図）。15号は230×130cmの楕円形で、深さ約25cmである。長軸は北北東一南南西。18号も

240×200cmの大きさの楕再形平面で、深さは50cmある。床は皿状に中央が低いが、南東部

と中央に浅い穴がある。本来この竪穴に付属するかどうかは明らかでない。長軸はほぼ東西。

23号は210×150cmの長楕円形で、深さは35cmある（PL．V－7）。床は平坦で、東側の柱穴

はこの竪穴とは無関係であろう。長軸は北東－南西。31号竪穴は隅丸長方形で3×1．8m・深

さ45cmである。床は平坦で、壁はなだらかに上るが、北西壁上部は内傾する。長軸は北北西－

南南東である。
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Ⅶ　古墳時代以後の竪穴と出土遺物

調（第48図）1～5は31号

竪穴出土である。1は椀形で鹿

部を欠く。外面はひどく風化し

ているが、上部は黒色、下部は

胎土の色がそのまま出ていて淡

いクリーム色である。内面はお

そらく箆磨きで、平滑になり、

全面が黒色である。言縁はなめ

らかに外上方へのび、端部は少

し厚く、丸く仕上げる。砂質胎

土で口径16．8cm．現高4・8cm。

2は淡黄褐色の坏である。器体

上部の内外に段がつく。鹿部は

ほぼ平坦であるが、箆切り離し

によって生じたらしい段状の凹

，7、

．

凸がある。胎土には極少量の石

粒がまじり、器壁中心部は灰～

黒灰色を帯びる。復元口径16．8

cm．高さ24・1cm。3は杯とみら

れる言縁部分である。少量の石

粒混り胎土で、淡黄褐色を帯び、

色・質は2にほとんど同じ。外

面にロクロ痕が残る。復元口径

14・2cm・現高1．6cm。4は黒色

土器鹿部である。器壁内部はま

っ黒で、内外表面はやや灰色味

を帯びた黒色である。内面は箆

磨きで平滑、外面も箆磨きらしい。

第46回　第15・23号竪穴実測図
（1：15号、2：23号）

高台復元径5．6cm．高さ6－7％．現器高2cm。5は口縁を

玉線状に厚くした白磁言綾部破片である。6は黒色土師質椀言縁片である。表面は黒ないし黒

褐色で、器壁内部は褐色。内外面とも箆磨きである。復元口径16cm．現高2cm。7は土師質高

台付鹿部片である。胎土はやや砂質で、黄褐色を帯びる。内外面とも平滑に仕上げるが、高台

部分は磨滅している。高台復元径8cm・現高1．7cm。

第4は7b号・7C号・25号・26号．27号・29号の各竪穴で、小形円形のものである（第12・49・

50・亭1図）。7b・7C号はすでにのべた（54ページ）。25・26・27号は南北に接近して並び、29号も27

号のすぐ北東にある。25号は1．3×1mの楕円形で、深さ40cm。26号は1・3×1m・深さ80cm

である。27号は80×70cmの円形皿状で深さ20cmなどである。29号は径90cmほどで、深さは20cm
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第47図　第18・31号竪穴実測図（1：18号、2：31号）
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余りである。

遺物（第50図）7b号竪穴

からは土師皿3点が出土し

た。いずれも砂質胎土で、

淡い黄褐色を帯びる。1は

復元口径14．4cm．高さ　2．9

cmで、底面に同心円状のロ

クロ痕がある。言縁部分は

まっすぐに外方へひらく。

2は復元口径10cm．高さ1・4

cmで、底面に同心円状のロ

クロ痕がある。3は復元口

径16・2cm・高さ2・8cm。風

化が甚しい。鹿部内面は同

心円状に凹凸があり、黒褐

色を帯びる。4は26号出土

の高台付鹿部破片。復元底

径7．2cmで、高台内外面と

もロクロ痕がある。内面は

なめらかで、高台端部は幅

21‰ほどで細い。底面外部

には同心円状の凹凸がある。

胎土は砂質で淡い黄色を帯

びる。5も26号出土で、釉

のある灰色の須恵器片であ

る。内面に青海波文がある。

外面は叩きの上に暗緑色～

黒色の釉が上から下へ垂れ

たように3本ある。施釉の

厚さは1－2％で厚い。

第5は細長い第28号・33

号である（第51図）。28号

は長さ2．4m・幅0．7mほ

どであるが、底は凹凸がは

なはだしく、中央に80×40

cmの長楕円形の穴が掘り込



Ⅶ　古墳時代以後の竪穴と出土遺物

まれ、東北壁に柱穴2つがある。いくつかの竪穴、柱

穴が複合していると思われる。33号も西端に浅い張り

出しのある平面形だが、これらの張り出しはこの竪穴

とは無関係であろう。本来は長さ1．7m・幅0．9m、深

さ60cmほどの長方形竪穴とみられ、32号等の土砿墓状

第49回　第25・26・27号竪穴実測図
（1：27号、2：26号、3：25号）

田

口

田

口

田

口

0

．．．．

て一「T「一項

ヽ≡よ
10cM

第48回　第23．31号竪穴出土遺物実測図
（1－5：31号、6・7：23号）

のものと同じと思われる。床はほぼ平坦である。

長軸は28号．33号とも北西－南東で、32号竪穴と

同方向である。

第6は第30・37号竪穴で23号・31号竪穴をひと

まわり小さくした形のものである（第51図）。30

号は1．5×1．1mの隅丸長方形で、東西長軸であ

る。深さは約25cmで、床はほぼ平坦。西側床上で

土師質土器が出土した。37号は長軸を北東－南西にも
く〕

った1．4×0．9mの長楕円形で、床は西端が低く、

中央が高い。その差は15cm未満で、壁上端と床最

下部との差は40cmあまりである。

遺物（第52図）28・30・33・37号竪穴出土遺物

は一括してのべる。1・2は高台付椀である。1

は口径16cm・高さ5・2cm・高台径7cm。2は口径

－　15．2cm．高さ5・1cm・高台径6・4cm。1は淡褐色

で、口綾部の内外面は淡灰色である。内面は全体

を箆磨きし、外面上部は箆削り、下部はなでてい

る。胴中央で軽く折れ、口縁は外開きになる。高

台は軽く外開きで、内側は箆削りで斜めにそぐ。

2も内面と外面上部は箆磨きで平滑にし、外面の／

高台近くはロクロ痕が残る。色は淡黄色あるいは

クリーム色で、鹿部の内側の一部と高台内の一部
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第50図　第7b・26号竪穴出土遺物実測図
（1－3：7b号、4・5：26号）

は黒色を帯びる。7は黒色土器

椀で内側は、箆磨きで淡灰褐色、

外側は箆削りでやや凹凸があり

黒色である。凹凸の下で器壁が

やや内へ折れる。復元口径18cm。

12－14も同様の椀の鹿部であろ

う。12はクリーム色で内面は箆

磨き、底面はなでである。高台

径7．2cm。13は白褐色で内表面

は黒色、風化して調整不明。高

台径6cm。14は白褐色だが、内

側は黒色でていねいな箆磨きを

加え、底外面は灰色を帯びる。

3－6・8は坏である。3は言

径14cmほどで橙茶色を呈し、なで調整である。4は淡黄色～橙黄色で、内面上部を箆磨きする。

鹿部近くの内外面には粘土の継目が残り、内面には凹凸があり、底近くの外面にはロクロ痕が

ある。底はていねいになでる。口径15cm・高さ3・4cm。5の色は淡黄色で、内面は箆磨きで平滑、

外面は調整不明。底面には粘土の継目が同心円状に残る。口径16cm・高さ4．2cm。6は4．5

より底が平らで、底から胴部にロクロ痕が残る。色は黄褐色。8は黄褐色を帯び内外面とも箆

磨きするが、内面は平滑、外面は凹凸がある。底面は剥落している。復元口径15．五m・高さ3

0㎡ほど。15も坏の鹿部片だろう。内面は黄褐色を帯び平滑。外面鹿部は灰色で継目が残る。

9～11は皿である。9は口径9．2cm・底径6．8cm・高さ1・2cm。淡茶色。底面は糸切り敵し

の上に簾状圧痕がある。10は、器体下部に箆の切り込みをまわして底が突出するようになり、

底面にも箆の切り込みが1本ある。内面は平滑で、ロタロ痕がある。口径9cm・底径6・8cm．

高さ1・2cm。11は鹿部片で、淡橙色を帯びる。底面はなでているが、一部に簾状圧痕のような

ものがみえる。

16は淡茶灰色の須恵器で、言縁の一部が注ぎ言のようにへこむ。外面には水平の凹凸がみら

れる。22も須恵質の灰色土器で、底径13cm・高さ1．5cmほど。内面は箆削りのままである。

17－21は青・白磁で、33号竪穴出土。17・18は玉線状言縁をもつ白磁。口径15・8cmと18．8cm
②

－を計る。胎土は白色で、18は釉に細いヒビがみられる。亀井明徳氏の分類によれば白磁碗II類

である。19は青磁で、言縁内面に沈線が一本入る。内面と外面上部に施釉し、無施釉のところ

には箆削り痕iがある。青磁A群碗Ⅰ類であろう。口径15cm。20は白磁で、内面全面と高台畳付部

以外に施釉する。内面下部には箆削りで生じた凹凸がある。釉は18のような透明なガラス質の－

感じはなく、油っぽい感じである。21は青磁皿鹿部である。内面には沈線が一本あり、施釉は内

面と外面上部だけである。釉色は緑っぽい。青磁A群皿II類であろう。これら青磁と9－11の

土師皿から、33号竪穴は12世紀頃のものとみられる。
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4　　　　　18・20M

2M

第51図　第28．29・30・33・37号竪穴実測図
（1：37号、2：30号、3：28号、4：29号、5：33号）

最後に第41号竪穴はいくつかの竪穴の複合とみられる（第53図）。長軸が北西－南東にあり、

長軸長4・1m・最大幅1．8mを計る。北側に1・2×0．6mの略長方形の竪穴①があり、その南側に

－95－

．



第3章　諸岡遺跡

一一一、－、－「一一一．，－．一一L一十
＿－∴．＼－．＼1、．．「，一二一，－

．－．

－1－　－－－－　■

一一三一遜、善＿扇．一一〃
0
1　－－　　1－－l10cM

第52図　第28・30．33．37号竪穴出土遺物実測図

（2・3・11・13：28号、1・4：30号、5：37号、他は33号）

も1・2×1．0mほどの竪穴②がある。その床は竪穴①より7－8cm高い。それらの西側は一段

高く（竪穴（①より30cm余り、竪穴②より25cmほど）長さ2．7m・幅1m弱の竪穴③で、そのほ

ぼ中央に直径0．9×0．8m・竪穴③床からの深さ25cmほどの柱穴状の穴④がある。これらが前

後して作られて、現在のような形になったのであろう。竪穴①北側壁が内傾しているのも、側

壁崩落によるためであろう。これら竪穴の前後関係は、土層断面によっても、遺物のうえから

も判断できない。

遺物（第54図）1は淡褐色の土師皿で復元口径6．8cm．高さ0．9cm。底面は糸切り離しの上

に簾状圧痕がある。2～7は杯である。色は淡褐色、橙褐色、褐灰色等である。2の鹿部には

簾状圧痕らしいものがみえ、7は糸切り離しの上に簾状圧痕がある。5・6の鹿部には粘土の

継目が残る。2～5の内面は箆磨きで平滑になっている。6・7も箆で調整しているが、同心

円状の凹凸がある。いずれも外面は箆なでで凹凸がある。口径－高さは、2が9cm－1．6cm以

上、3が13cm－3・1cm、4が14．6cm－2．3cm。

8～12は高台付椀である。9・10・12は黒色土器で、9・12は内外表面が、10は内表面が黒

色を帯びる。いずれも内面は箆磨きで平滑。9は箆磨き痕がはっきり残っている。外面は箆削
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′1

．

り・なで。9の高台内

部底面は簾状圧痕のよ

うなものがあって、そ

の上を箆なでする°　8

は復元口径17cm．高さ

4・4cm。中位に軽い稜が

あって、ここから上は

少し内傾気味である。

稜の下は箆削りのまま

で上は箆磨き。内面上

部は箆磨きで平滑。鹿

部側に同心円状凹凸が

ある。色は黄灰褐色で、

鹿部近くは少し黒灰色。

11は灰白色で、内面は

箆磨きで平滑、外面は

風化しているが、高台

内底面は指でなでたら

しく粗い。

13は蓋受けのつく土

師質坏、古いものの流

入であろう。淡い褐色

で内面にロクロ痕があ

る。

14～18は椀の言綾部

片、口径は15－20．2cm。

14・15は淡黄褐色で、

内面はやや灰色味を帯

びる。内外面とも箆磨

きと思われる。16は暗

灰色で、内外面とも箆

磨きである。これらは 第53図　第41号堅穴実測図

1黒褐色土
2黒色土
3褐色土

4黒色土
5褐色粘質土

言縁端がとがる。17は灰色味のあ橙褐色で、内面はていねいな箆磨きで平滑。外面は箆磨きだ

が同心円状に凹凸がある。18は自褐色で、内面は平滑、外面はやや凹凸がある。17・18の言綾

部は丸く終る。

19一如厄青磁、白磁などである。19は口径13・2cm・高さ　4．3cm二高台径6．2cmの碗であ
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第54図　第41号竪穴出土遺物実測図

る。釉は緑灰色で、器壁はやや内傾ぎみに上り、言縁端が外反する。内面に櫛描文がある。青

磁E群であろう。20は白磁碗。言縁部を欠くが、高台径6．2cm．高台の高さ1．2cm．残高3・5

cm。高台畳付部幅はせまい。釉は灰白色で内外面に施される。内面下部に沈線がまわり、櫛描

文を施す。31は言縁片である。褐灰色胎土で、内外面に黒紫色の施釉がある。言縁は軽く外反

し、端部はとがる。外表面には凹凸があり、内面言綾部に一段がつく。釉・胎土とも青．白磁

と完全にことなる。22は灰白色胎土の壺胴頸部片である。頸は直立し、頸下部に把手のような

ものの痕がみられる。外面には黒色味のあるくすんだ釉が施され、内面頸部には茶色の施釉が

ある。23は22と同じ胎土で、釉色も黒・茶・紫を混ぜてくすませたような色である。24は白磁

鹿部片である。高台径5．4cmで、釉は高台の上の外面だけである。高台部の内外面にはロクロ
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痕が残る。白磁椀Ia類であろう。25は砂岩質の石を磨い

こ・

て不規則な面とりをしている。各面は平坦でなく少し

丸味をもってもiOあがっている。用途不明。26は黒色

の叩きのある土器片の一端（図の左中央下側）をすっ

てなめらかにしている。裏面は箆なで痕が残る。

以上に述べた各竪穴は、出土遺物からみて平安未～

鎌倉初頭のものとみられる。これらと同様の竪穴はA
③

区でも少数あった。ただし38号はことなり、古墳時代

後期ぐらいで、丘陵上の古墳となんらかの関係がある

かもしれない。

3　柱穴出土遺物（第55図）

D区北側には多くの柱穴が出た。建物のあとはたど

れないが、このうちのいくつかでは内部から遺物が出

た（第2図の番号を付した柱穴）。

1は土師質坏片で、内面は箆磨きで平滑、鹿部には

簾状痕がかすかにみられる。淡黄褐色。2も同様の杯

である。内面は箆磨き、底面の様子は不明。3は土師

質椀である。外表面は淡黄色であるが、器壁内部は灰

色、内表面は淡黄色と灰色がまじりあう。外面は風化

が甚しいが、内面は箆磨きで平滑。復元口径17．2cm、

復元高5・8cm、高台径6．8cm。4も同様の椀形器の鹿

部片で、高台径10．8cmでかなり大きい。内面は黒色で、

外面は灰色。調整不明。5は玉線状言縁をもっ白磁片。

6は内面に施釉する白磁。高台は厚手で外鹿部が低く

白磁碗II類bとみられる。第7柱穴では他に、いわゆ

る珠光青磁片も1片出ている。7は叩きのある瓦片で

ある。淡灰白色で、叩きのある表面は黒灰色である。

註

ヒ二二二主‥壺載

一一一一「随感．

5cM

第55図　柱穴出土遺物実測図

（呈；票豊莞：諜岩法、写：禁監）
①横山邦継編『板付周辺遺跡調査報告（1）』1974年。p．72第67図上参照。

②青．白磁の分類は亀井明徳氏による。亀井明徳「九州出土の宋・元代陶磁器の分析－太宰府出土品を中心として－」

『考古学雑誌』第58巻第4号、1973年。

③①に同。pp．69－71、第62－第64図参照。
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Ⅷ地下式横穴

Ⅷ　地下式横穴（第56′Y64図、PL・Ⅳ）

毎）

C・Dの両調査地区において計6基の地下式横穴が確認された。ここで地下式横穴と呼ぶ遺

構は、南九州、特に宮崎県西南部地域に集中して発見される古墳時代中期から奈良時代に及ぶ墳

墓に形態上類似することから、便宜的にこの名称を使用した。ただ出土した遺構については、

その機能．性格および時期をあきらかにするための積極的な資料を欠くために必ずしもこれが

適当な名称とは考えられない。地下式横穴はいずれも丘陵東側斜面にある。C区においては、

第1号より第5号の計5基が存在する。同地区は弥生時代および中世の竪穴群・溝などの遺構

の分布する斜面とこれを横断して段落ちとなる低い部分とでなっており、第1－4号の4基は

段落ちの中部に並列して造営きれている。第5号は同区の北端斜面部分で群をわずかにはなれ

ている。第6号は傾斜の緩いD区の北端に軸をほぼ東西に向けて営まれる。なお前の段落ちの

壁はこれらの主室をぬって雅一南側に延びており、その性格は不明である。遺構はいずれも竪

坑とこれに続く短い羨道部および主室をもっている。主室の形態は隅丸長方形（第1・2・4．

5号）、不整円形（第3・6号）がみられる。天井部はすべて崩落しており、その形態および規

模は知り得ない。各地下式横穴は、遺構間では切り合い関係をもたず、このことは造営の時間

的至近性を示すものと思われるが、遺構に明らかに伴うと考えられる遺物は見出し得ない。た

だ主室を埋める崩落土中には第5号を除いていずれも土師質杯が採集されていて、他に新しい

時期の遺物を含まない。また第6号の東側の丘陵裾部では1972年の緊急調査で同様な遺構が1

基確認されている（未報告）。以下個別に説明を加える。

1第1号地下式横穴（第56図）

第1号はA地区に並列する4基の地下式横穴のうちでは最も南側に営まれ、長軸をS－730－

Wに向けており、竪坑とこれに続く短い羨道および主室で構成される。褐色ローム層を掘り抜

いており、床面は花崗岩ばいらん土層となっている。

主室は平面が隅丸長方形となり、最大長3．54m．最大幅1．9mをはかる。天井は前記の様に

崩落しているが、奥壁の状態から中央部天井は高さ1．5mを越えるものと考えられる。また床

面は一体に平坦であり、他の施設をともなってはいない。床面直上崩落土中より土師質坏一個

が出土した。主室に続く短い羨道は長さ0．44m．幅0．5mをはかり、緩く傾斜している。竪坑

は平面円形であり、径0．84mとなり、深さは1．4m以上になると考えられる。羨道入口からは

ゆるく傾斜している。

出土遺物（第63図1）床面直上より出土した土師質皿は、鹿部に糸切り痕をもち、言縁内外の

いずれにも紐状の黒斑が残る。黄褐色を呈し、胎土．焼成ともに良好。口径7．4cm・底径5・8

cm・高さ1cm。

2第2号地下式横穴（第57図）

第2号は1号の北側に隣接して営まれている。長軸はS－74．5。－Wに向いている。本遺構も

また床面は花崗岩ばいらん土までの掘削がなされている。

主室は平面が隅丸長方形となり、最大長4．46m．最大幅2．36mをはかる。天井部の形態は現

－101－
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第56図　第1号地下式横穴実測図
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第3章　諸岡遺跡

第58図　第3号地下式横穴実測図（1）

状からは明らかにすることはできないが、中央部天井は1．5mを越える高さが考えられる。床

面は平坦であり、奥壁および両側壁に沿って小溝が付設されている。小溝は幅7－12cm．深さ

6－8cmをはかり、本来は幅・深さともに10cm内外で、主室の全周に設けられていた可能性が

強い。遺物は主室埋土内から土師質皿1個が出土する。しかし遺構にともなうものであるのか

－104－
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2M
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第59図　第3号地下式横穴実測図（2）

明らかでない。羨道は長さ0・6m・幅0．8mをはかる。羨道入口の部分は0．24×0．78mの低い

台状となり、この両端を境にして各々主室。竪坑に傾斜している。竪坑は平面円形であり、径

0．98m．深さ1・5m以上となる。

出土遺物（第63図2）埋土内出土の土器は、鹿部に糸切痕をもち口縁が細かく外反する。器色

は淡い黄褐色を呈し、胎土・焼成ともにあまり良くない土師質皿である。口径10．8cm。底径8．8

cm・高さ1・5cm。

3第3号地下式横穴（第58図・第59図）

第3号は2号の北側に隣接して営まれており、長軸をN－73。－Wに向ける°床面は花崗岩ば

いらん土となっている。

主室は平面不整楕円形となり、最大長4．06cm・最大幅3．2mをはかり、羨道に向ってすぼま

る傾向がみられる。天井部の形態は明らかではなく、中央部の高さは1．5mを越えると思われ

る。床面は平坦であり、他に遺構は見出し得ない。右側壁の羨道寄りに床面よりやや浮いて土

器破片2個が出土した。羨道は長さ0．56m．幅0．72mの規模であり、台状となって主室に傾斜

する。羨道は天井の一部を残しており、高さ0・98mをはかる。断面形は両側面にゆるい肩をも

っており、天井の中寒部では鈍い尖頭形となっている。竪坑は、平面円形となり、径1．1m・

－105－
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Ⅷ　地下式横穴

深さ2．5m以上をはかる

。なお竪坑の埋土中より

滑石製石鍋破片1個が出

土した。

出土遺物（第63図3・4）

4は小型の盤状容器の

口縁を意図的に除去した

土師質土器片で、出土状

況図の2にあたる。器色

は暗褐色を呈し、胎土・

焼成ともに良好である。

直径4・4cm。同3は復元

値で口径11・6cm．底径

6．8cm．高さ2．7cmをはか

る土師質皿である。器色

は明るい褐色を呈し、胎

土・焼成ともに不良。崩

落埋土中の出土である。

なお出土図の1は器色が

淡い黄褐色を呈する土師

質土器の破片である。

b－

沙

4第4号地下式横穴

（第60図）

第4号はA地区の並列

する4基の中では最も北

側に営まれ、長軸をS－

67°－Eに向ける。遺構は

出土した6基のうちでは

竪穴・羨道．主室の区切

が比較的はっきりしてい

るものの一つである。
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第61図　第5号地下式横穴実測図

遺構の床面はいずれも花崗岩ばいらん土となっている。主室は奥壁に向ってゆるやかに撥形

にひらく傾向があり、最大長4．9m・最大幅2．74mをはかる。室内は各壁面直下に幅6－12cm

の小溝が廻っており、羨道側に近い左側壁には低い棚状になる部位がみられる。床面は奥壁に

向ってゆるく傾斜する。主室内では遺構に直接伴うと考えられる遺物は見出されなかった。

一107－



第3章　諸岡遺跡

（一■＋－主要

＼？
ヽつ小

月一同で乙し

第62図　第6号地下式横穴実測図

羨道は長さ0．62m・幅0．72mをはかる。天井は崩落して旧状のすべてはとどめていないが、残

存部分から推定して、高さは1m内外と思われる。竪坑は平面円形であり、径1．4m・深さ1・8

m以上であろう。なお、主室部分を埋める崩落土中には、土師質皿・白青磁器を副葬する火葬

，108　一
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10cM

嶺

田　　　　　　第63図　地下式横穴出土遺物実測図

墓一基が見出された。本遺構が地下式横穴の構築以前か以後か明確には知り得ないが、遺構床

の乱れが無い点では以後だろう。

出土遺物（第63図5．6）第4号で出土した遺物は、全て崩落土中より出土した資料であり、

直接遺構と関連あるものか判らない。5は赤褐色を呈し、復元底径5・8cmをはかる土師質皿

破片である。鹿部には糸切り痕を残し、胎土．焼成ともに良好である。6は、淡い灰色を呈

する須恵器坏身の破片である。坏の受部は焼成時のゆがみで下に垂れており、立あがりはやや

内傾して、高さは低い。言縁の復元には疑画がのこる。胎土・焼成ともに良好。

5第5号地下式横穴（第61図）

第5号は麗1－4号の一群とははなれており、C地区の北端斜面に営まれている。方向は丘

陵の頂部に向いており、長軸はS－58．5。－Wに位置する。本遺構は各部の区別が比較的はっき

りしているもののひとつである。

主室は側壁の胴部がやや張る不整な隅丸長方形を呈し、最大長3．28m・－最大幅1．68mをはか

る。規模の上からは第1号に近い。天井部中央は1・Omを越えるものと思われる。床面は平坦

であり、他の施設および遺構に伴う遺物は見出し得なかった。羨道は長さ0・74m・幅0．52mを

はかり、平井は崩落している。竪坑は0．5×0．6mの不整な方形を呈し、深さは0・8m以上と

思われる。

6第6号地下式横穴（第62図）

第6号はC地区の一群とは距離的にはなれて営まれる。長軸をS－70・5°－Wに向ける。土地

－109　－
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第64図　火葬墓と副葬遺物実測図

境界線上にあるため羨道

および竪坑は床面のプラ

ン調査に終った。床面は

褐色ローム土となる。本

遺構は位置および形態な

どにおいて、1972年調査

例とともに一群をつくる

ことが考えられる。

主室は羨道部に向って

すぼまる不整な円形とな

り、3．3×2．8mを計る。

北側壁の一部は直線的と

なる。南側壁では床面よ

り15cm程度上った位置に

間口約40cm、奥行25cm程

度の小遺構が付設されて

いる。このつく　り出しは

奥にゆくと狭くなり、床

面の一部に青灰色粘土を

敷いており、『怠』に似

た性格を持つものかも知

れない。床面は平坦で、

他に施設・遺物をともな

わない。天井部中央の崩

落土中より土師質皿．軒

平瓦などが出土した。羨

道は長さ0．3m・幅0．64m

をはかる。竪坑は平面円

形で径0．94mとなる。

出土遺物（第63図7）

図に示した土器は、器色が暗い褐色を呈する土師質坏である。口径11．9cm・底径9cm．高さ2．25

cmをはかり、鹿部は糸切り痕があり、胎土・焼成ともに不良。なお同遺構の埋土中で採集され

た瓦は表採遺物の項でのべる。

7　火葬墓と出土遺物（第64図）

火葬墓は、第4号地下式横穴崩落土内中位にあり、70×50cmの範囲に木炭．骨がほぼ水平に

ある。骨は小破片になっていて、頭骨・脚骨が大部分を占め、火を受けて多くの亀裂があり、
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Ⅷ　地下式横穴

第7表　地下式横穴一覧

N o． 長 軸 方 向 全 長 （m）
主　　　 室 羨　　　　 道 竪　　　　 坑

備　　 考
形　 態 長　 さ （m） 巾 （m） 長　 さ（m 巾 （m） 形 態 大 きさ（m） 深　 さ（m）

1 S － 731－W 4 ．32 隅丸長
方形 3 ．54 1．9 0．44 － 0 ・5 円形 径 0．84 ＞ 1．4

　2 S －74・5エーW 6．04
隅丸長

方形 4 ．46 2．36 0．6 0 ．8 円形 径 0．98 ＞ 1・5 主室周囲に小溝あり。

3 N － 731－W 5．66
不整
円形 4 ．0 3．2 ． 0・56 0 ・7 円形 径 1・1 ＞ 2．5 －

4 S － 671－W 6．92
撥

形 4 ．9 2・74 0．62 －0 ．72 円形 径 1・4 ＞ 1．8
主室周囲に小溝あり
羨道高さ1 m 内外

5 S － 581－W 4．62
隅丸長
方形 3 ・28 1一68 0・－74 0 ・52

不整
方形 0 ・5×0．6 ＞ 0 ．8

6 S －70．51－W 4．54
不整
円形 3．3 2．8 0‘．3 0・64 円形 径 0．94 ？

主室南壁につくり出
しあり

第8表　地下式横穴地名表

番 地　　　　　　　　　　　　 名 備　　　　　　　　　　　　 考

1 大分 県竹田市大字大 田字平237 2 平地下式土砿

2 〝　 大野郡野津町大字宮原字 中山 1 基 内部に五輪塔 あ り

3 〝　 直入郡直入町大字長湯字桑 畑 長湯古墳群第 3 ．5 号墳

4 〝　 臼杵市大字深 田 小五郎地下式土砿 （炭焼小五郎の伝承あ り）

5 － 〝　　 〝　 大字前 田字立 中 門前地下式横穴 註①

6 〝　 杵築市大字大 内字 東大 内山 大 内地下式土肱

7 〝　　 〝　 大字狩宿字大塚 大塚坤下式横穴

8 〝　 東国東郡安岐町大字矢 川字中の川 矢川地下式横穴

9 〝　　　 〝　 国東町大字 治郎 丸字上治郎丸 宮西地下式横穴 1 ．2 号

10 〝　 中津 市福 島字仮 屋敷 福 島地下 式痍 穴 註 ①

11 熊本県麗尾市大字野原字今寺 今寺地下 式横穴、3基（，74．1調査）内由より五輪塔・青磁器．獣骨など出土．

12 〝　　 〝　 大字 木村 1 基 （三島格氏調査）

13 〝　 菊池郡西合志町大字 野ノ島延寿寺 2 基 （，74．9 調査）

14 〝　　 〝　　　 〝　　 大字 野ノ島中尾原 1 基 （三島格 ．隈昭志氏調査）－

15 〝　 宇土郡 三角町部の浦 数基 ．（坂 本経夷 ．富樫 卯三郎．氏調査 ）

16 〝　 玉 名郡 南関町上長田字源切 1 ．基 （’62 －乙益 畢隆 ．三島格 ・上野 辰夫 氏調査 ）

17 〝　　　 〝－　　 〝　 久重字南32 6 1 基

18 福 岡県嘉穂郡稲築 町岩崎稲築公園内 4 基 註（②

19 〝　 粕屋郡 粕屋町 （旧大 川村 ）大字大隈小 字谷吉 2 基 註 ⑤

一部は焼けこげている。遺構の形状は明らかでないが、ほぼ方形とみられる。これと共に土師

質皿3個と青磁言綾部小片1点が出土した。

1～3は土師質の糸切離し底をもつ皿である。内面はなで調整でロタロ痕があり、外面もな

めらかである。色は淡茶色で、口径－高さは、1が11・3cm－3cm・2が8cmpl．6cm．3が7．1

cm－1．7cmを計る。

小　結

諸岡遺跡で調査された6基の「地下式横穴」類似遺構は、遺構の遺存状態の点で諸々の制約

をもっていたが、その主な特徴をあげれば、①高燥地にあり、群集性をもつこと、②構造上基

本的に竪坑・羨道．主室の二つの部分からなり、主室形態は長方形．楕円形であり長大であり、

③主室内に屍床やそれに類する施設を持たない、④副葬品に相当する遺物が見当らない事が
①

あげられる。次に、類似遺構として、比較的構造の明らかな大分県中津市福島の例をあげる。

相島では台地上に2基が発見され1基が調査されている。遺構は「竪坑と玄室のみの組あわせ」

で、羨道をもたない。「玄室」プランは隅丸方形で奥行5．2m・幅4・3mをはかり、玄室内に
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第3章　諸岡遺跡

は安山岩円磯が2．5×0．5mの「箱形」にひろがっていることから、調査者はこれを「屍床台」

と考えている。遺物は全く見出されておらず、調査者はこの遺構の時期を古墳時代後期から中

世期においている。諸岡例と対比すれば、福島例が屍床台に相当する遺構をもち、羨道を有し

ないという若干の構造上のちがいはあるが、立地．群集性・規模・副葬品を持たない点では、

むしろ類似するものといえよう。ここに宮崎県．鹿児島県を除いた大分・熊本・福岡各県の類

似遺構と考えられる遺跡の地名表（第8表）を示した。これによれば、大分県南部から国東半
②

島のほぼ全域、豊前にひろがっており、北九州市八幡区内にも存在するといわれる。一方熊本

県荒尾市、城南町、菊池郡西合志町等にもひろがっている事が知られる。この様に点的にでは

あるが、類似遺構の分布がみられ、南九州の地下式横穴との比較研究を含めて今後の課題とされ

よう。さて諸岡例では、地下式横穴に直接共伴する遺物が判然としないが、第1・2．3・6
③

号の埋土中より土師質皿の出土があった。これらの土器は、最近の研究では、ほぼ12世紀後半

から13世紀に置かれており、遺構の造営もまたこの時期に行われた可能性をもっている。

地名表の作成にあたっては、大分県文化課清水宗昭、福岡市歴史資料館館長三島格、熊本県文

化課島津義昭・高木正文、西合志町教育委員会井上兼利の諸氏の教示を得た。記して感謝する。

註

①渋谷忠章他『福島地下式横穴』中津市教育委員会、1974年

②黒野肇氏の御教示による。

③森田勉「九州地方の瓦器塊について」『考古学雑誌』第59巻第2号、1973年

④児島隆人・藤田等編『嘉穂地方史　先史編』1974年

⑤山本博「福岡県粕屋郡遺跡遺物」『考古学雑誌』第12巻第1号、1930年

－112　－



Ⅸ　表土層・表採の遺物

Ⅸ　表土層・表採の遺物

C・D区では、表土層や竪穴・地下式横穴埋土上部から各時代の遺物が出土し、地表でも若

干の遺物が採集された、B区でも埴輪が出土した。これらのうち縄文式土器と無文土器につい

てはすでにのべた。それ以外の遺物について以下にのべる。

1弥生式土器・石器（第65図1～12）

1．2・3はC区採集土器片である。1は甕棺言綾部片で、ゆるやかに外反して言綾部に至

る。口唇部には薄く粘土を貼り付け、口縁端には刻み目を施す。器表外面には刷毛目、内面は

箆なで調整。赤褐色で、胎土に小砂粒を含み、焼成は良好。前期末であろう。2・3は壺破

片である。2は頸・肩部の破片で、頸部には一条の貼り付け三角形突帯をめぐらす。肩部には

箆描きの無軸羽状文を施し、ついで、これと交叉するように無軸の羽状文を施して、網目状の

文様としている。外面暗黄褐色、内面灰褐色で、胎土は粗く、多量の砂粒含む。3は胴部破片

で、貝殻腹縁による羽状文（？）の下に沈線2本をまわす。外面暗褐色、内面黄褐色で、胎土．

焼成は2とほぼ同じ、いずれも板付II式であろう。

4～10はC区採集土器である。7は後世に甕棺（中期中葉～後菓）とともに第1号地下式横

穴南東3mに一括集積されていた。4は壷の言縁部破片で、鋤形言縁をなし、内唇．外唇が発

達する。言縁端には刻み目が施され、その後強いなでにより凹線状に仕上げている。器表両面

とも丹塗磨研。口径39．8cmを計る。時期は中期中葉であろう。5．6は上半部壺形状、下半部

甕形状をなし、上・下の転換部には大きな鍔状突帯をめぐらす瓢形土器である。2は球形状の

上半部中央に複合三角突帯をめぐらし、そこから急にすぼまり鍔状突帯へ移る。鍔状突帯の直

上部の器表は、突帯補強のため強い指なでを行ない、稜ができている。突帯端には不規則な浅

い刻み目が施され、なでにより凹線状に仕上げている。外面は丹塗磨研、胎土に多量の大小石

英粒を含み、焼成良好。6は5とほぼ同じ形態であるが小型である。球状に張る上半部中央に

突帯をもたず、鍔状突帯の下部には低い貼り付け三角突帯をめぐらし、やや外側に張る。鍔状

突帯には刻み目がない。外面は丹塗りを施すが磨耗剥落がはなはだしい。内面上半部は丁寧な

箆調整。胎土には若干の石英粒、微量の雲母を含む。5．6は、中期中葉～後某であろ葉7

は甕の言綾部破片で、いわゆる鋤形言縁をなし、端部がやや下り気味である。口縁上端には2

個対の小孔が穿たれ、口縁直下には一条の複合三角突帯をめぐらす、言縁と突帯の間には丁寧

な厚い丹塗りの後、細い箆状工具で波形の暗文が描かれている。胎土は緻密で、焼成良好。口
②

径31．9cmを計る。中期中葉～後某であろう。8～10は甕の鹿部片である。8は前期の特徴を有

するものであり、9・10は部厚く、上げ底をなし城ノ越式甕であろう。

11・12はD区採集石器である。11は外湾刃半月形の石庖丁で、前期のものと思われる。休部

磨研の後、両側より敲打．穿孔している。頁岩質砂岩である。推定長15cm．幅8．4cm・厚さ1・1

cmを計る。12は刃部．胴部を大きく欠損する大形蛤刃石斧である。幅7cm・厚さ4．3cmを計り、

磨耗がはげしく敲打痕は確認できない。材質は玄武岩である。なお第4号地下式横穴埋土中よ

り小形柱状片刃石斧1個が出土した。　　　　　　　　　　　　　　（玉永光洋）

－113－



第3章　諸 岡遺跡

し）

腫65図　表土層．表採の弥生式土器．石器・把手実測図
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Ⅸ　表土層・表採の遺物

．，r

第66図　埴輪実測図（B区出土）

2円筒埴輪（第66図）

B区甕棺調査の際、円筒埴輪が二次堆積の状態で出土した。1は上半分。口径37．2cm。言綾

部は若干開く。外面は粗い縦刷毛目で調整した上に、断面M字型の突帯を巡らす。上から2段

目に2個の相対する円孔がある。四段目にも、2段目と約÷阿恵の位置に2個存在する。すべ

て焼成前に外から穿孔。2段目円孔の一方の間に箆による切れ目を施す。内面上部は指なでの

上に粗い刷毛目、以下は指によるなで調整。砂粒混、焼成良好、橙茶褐色。2は胴部。外面は

粗い縦刷毛目の上に断面M字型突帯を巡らす。一部丹塗り。円孔の存在も推定される。内面は

指なで調整。砂粒混、焼成良好、淡褐色。3は基部破片。底径18cm。外面は粗い縦刷毛目調整。

突帯は不明。内面は指なで調整。砂粒混、焼成良好、赤褐色。これらの埴輪は、諸岡2号墳に伴

うと推定され、古墳時代後期のものと思われる。　　　　　　　　　　（沢　皇臣）

3把手（第65図13～15）

13は粘土紐を折り曲げ、指で外面を調整した把手で、片面に折り曲げた痕が残る。胎土は若

干の細砂を含み、焼成良好、黄褐色、一部黒褐色。14は小さな粘土塊を貼り付け、そのまわり

の粘土をつまみ出し状に盛り上げた小さな把手である。砂粒を含み、焼成良好、外面黄褐色、内面

赤褐色°　これらの把手の時期判定は不可能であり、時期不詳としか言いようがない。

15は、前年度調査時に、A区16号甕棺墓付近で採集した。砂粒混り胎土で、帯淡黄灰褐色を帯

び、ゾ片面に平坦な粘土の剥げた痕がある。その角状の形から、組合牛角式把手の一方がとれた

ものつまり朝鮮系無文土器壺につく把手とみられる。　　　　　　　　　　　（沢皇臣）

4須恵器（第67回）

1～5はD区採集須恵器である。1・4・5は言綾部破片である。1は小破片のため器形不

明。口唇．口縁内外上端には灰釉（？）。横なで調整。灰褐色。4・5は壷と思われる。4は外
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反して口縁にいたり

口唇は跳ね上がって

いる。口縁下には一

条の突帯をめぐらし、．

その上下に櫛描波状

文を施す。内外面と

も横なで調整。青灰

色。5は2条凹線の

上下に櫛描波状文を

めぐらす。内外面と

も横なで調整。青灰

色。2は器形不明。

鹿部破片である。内

5cH
L一一一一一一L一一一一　」　一一一」一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一！一一一一一一一」

第67図　表土層・表採の須恵器実測図
外面とも緑釉（？）が

施されている。鹿部は上げ底をなし回転を利用した箆削りにより鹿部周辺を造り出している。

内面凹凸状に横なで調整。灰褐色。3は小型の坏蓋（？）である。天井部からゆるやかに下線部

に至り、内外面とも横なで調整。青灰色。　　　　　　　　　　　　　（玉永光洋）

5滑石製品（第68図13～17）　　　　　　　　　　　　　　、

D区採集滑石製品である。13・14は石鍋の言綾部破片で、15は鹿部破片である。13は言縁下

に幅2cmの鍔をもつ。外面には縦方向の削り痕が残り、内面は磨研仕上げである。推定口径25・3

cm。14は鍔がなく、内外面とも磨研されている。推定口径22．9cm。15は丁寧な縦方向の削り調

整痕が鹿部外面に残り、内面は磨研仕上げである。推定底径17・5cm。13－15の器壁にはいづれ

も煤が付着している。16・17は破損品転用で、性格は不明である。16は平均直径7・1cmの円盤

状をなす。表及び側面には削り調整痕が残っているが、裏面にはなし．）。全体はなめらかな磨研

仕上げである。なお裏面凹面部は、前製品の原状部分である。17昼表裏両面とも原状部分が残

る。半分が欠損して全形は不明であるが長方形に削り調整し板状をなすと思われる。又表面に

は未貫通の敲打穿孔痕が2個所ある。長径12cm・厚さ1・7－2．1cm。16・17はもとの面の調整が

石鍋の内外面調整と似、石鍋再加工、再利用品であろう。　　　　　　　（玉永光洋）

6青磁・白磁（第68図1～12）

中世遺構以外出土の青・白磁も、遺構出土のものとかわらない。大部分はD区で出土した。

とくに22号と23号竪穴の中間の地山では鉄製品破片などと共に破片が多数まとまっていた。

1・2は玉線状言縁の白磁である。胎土はやや灰色味を帯びた白色である。釉色は1がやや

くすんだ灰白色、2は灰白色で、後者の方が明るい。ともに外面下部には施釉されない。2の
③

内面下部には沈線がある。口径は16・2cmと17cmである。白磁碗II類。3・4は高台が高い碗で、
．

3は言縁が少し外反し、内面上部と下部に沈線がまわる。釉色は白色である。口径15．8cm・高

さ6．3cm。4も内面下部に沈線が入る。釉色は緑がかっている。高台径6．2cm、高台の高さ1・7

－116－
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Ⅸ　表土層．表採の遺物

．　　　　－

11出品出rmの

cm。ともに白磁碗Ⅰ

類である。5は白磁

鹿部で、外面に釉が

みられない、内面は、

ほぼ平らな底面から

9　はっきり折れて、胴

が外方へ上るが、こ

10　の胴部と、底面の中

心に施釉し、底面の

．－　－

．－　－

．　一1．－

0

巨Ⅲ－1一一二二。。望M

第68図　表土層・表採の磁器・滑石製品実測図

17

外周部は無施釉の部

分が幅1－1．2cmの

同心円帯状に残る。

高台は低く（0・8cm）、

底径6．7cm、釉色は

乳白色。6も内面の

12　施釉は5と同じで、

外面も胴上部にしか

施釉しない。高台の

すぐ上部には斜めに

箆でついた短線があ

る。高台の高さ　0．8

cm・径6・4cm。7－

9は高台内側の高さ

が高台底面から1－

21‰しかなく、高台

は肉厚でずんぐりし

ている。高台外側は

斜めに削ぐ。内面と

外面上部に施釉する。

釉色は7がやや茶味

をおびた灰白色で、

8・9はくすんだ緑

色味を感じる灰白色

である。高台直径は6・4－7cm。1・2のような上部器体をもつとみられる。10は青磁鹿部で

ある。内．外面に緑灰色の釉を施し、底面は少しへこむ。胎土は灰白色で黒い点々がみえる。

11・12は櫛描文をもつ。11は内・外面に淡緑白色の釉のある青磁で、外面には箆削りの段がみ
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第69図　表土層・表採の
瓦実測図

第3章　諸岡遺跡　Ⅹ　まとめ

られる。底径4．9cm。12は淡青灰色の釉があり、口縁は少し外反

する°　言縁下に沈線があり（消えた部分もある）、その下に櫛指

の曲線文がある。外面には沈線の曲線を上から下へほぼ平行に配

する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　（後藤　直）

7瓦（第69図）

瓦は数点出土したが、瓦に関連する建物は検出できなかった。

’1は軒平瓦で、上外区に円形珠文を、下外区に鋸歯状の三角形陽

文をならべる。左脇区にも同じ三角形文を4個配する。内区には

扁行唐草文を配する。灰色を帯びる。老司Ⅰ式であろう㌘第6号

地下式横穴埋土上部出土。2は橙黄色の平瓦である。凸面には叩

きがあるが、大部分は消されている。他面は一部に叩きがあるが、

大部分はなでている。側線は箆切離しが残り、前側縁には叩きが

ある。この他に縄目の叩きのある小片など瓦とみられるものが数

片ある。　　　　　　　　　　　　　　　　（後藤　直）

註

①瓢形土器は器形、成形とも特異な土器である。他の遺跡例を見ても、丹塗磨研さ

れることが多く、出土状況から見ても、日常用器としての性格よりも祭祀的要素

が強いのではないかと思われるが、甘木市小田遺跡D地区11号住居址のごとく、

竪穴住居出土の例もあり、今後の増加を待ちたい°工楽善通編『福岡県三井郡小郡遺跡発掘調査概報』福岡県教育委

員会、1971年。井上裕弘編『高辻遺跡』春日市文化財調査報告書第3集、1973年。高山明補『小田集落遺跡』甘木市

文化財調査報告第2集、1974年。

②同形態の土器は、他に2例出土しており、いづれも波形の暗文を有す。

③亀井明徳「九州出土の末．元代陶磁器の分析－太宰府出土品を中心として－」『考古学雑誌』第58巻第4号、1973年

④石松好雄氏（太宰府調査事務所）の御教示による。

Ⅹ　まとめ

諸岡遺跡には先土器時代から中世に到る遺構と遺物が存在する。先土器時代の遺構は確認さ

れなかったが、丘陵東南部のローム層中にある程度のまとまりをもってナイフ形石器を主とす

る石器群の包含層がある。縄文時代の遺物は押型文土器片2点が今回出土しただけで、遺構は

確認されていない。

弥生時代では、中期～後期前半の甕棺墓地が東南側と西側で確認され、甕棺墓地の範囲もか

なりの程度明らかになった。出土々器片から、甕棺墓地は前期後半に始まるとみられるが、遺

構は未確認である。この他に土拡墓若干が墓城内に存在する。丘陵東斜面の南側中位以上には、

甕棺墓地と明確に範囲を異にして小竪穴群が存在する。その時期は前期末であって、しかも当

時の南朝鮮無文土器が多数出土したことは、生活址・生活遺物のレベルで、一定の年代的確か

さをもって、彼我の関係をたどりうる端緒を開いたものといえる。遺構の性格は明らかでなく、

またこの群集範囲をとりかこむように墓地が営まれつづけたことが意図的なことなのかどうか
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あ　と　が　き

等々、今後の課題である。古墳時代の遺構としては円墳5基（南から北へ1－5号）がある。

4・5号のみ完存するが、2号墳西側（B区）で埴輪が出土したのは注目される°　またD区に

鉄斧を伴なう土拡墓状竪穴（38号）があり、古墳時代と推定される。その後、平安－1鎌倉時代

に小竪穴が営まれ、それと略同時代とみられる地下式横穴が、今回調査したものを含め7基し

られた°　こうした中世の地下式横穴の例は近年増加しているが、今後の研究がまたれる。

あとがき－板付周辺遺跡調査の成果と課題－

勧

ぜ

2ヵ年にわたり板付遺跡周辺遺跡調査として緊急調査を実施し、今後も継続する予定である。

2ヵ年の調査について簡単にまとめておこう。

板付丘陵は、北北西－南南東にのびる長さ600m・幅150mほどの低丘陵で、そのほぼ中央
①

標高11mほどに環溝遺跡（板付遺跡）があり、その北側はゆるやかに低くなり、南はやや低く

くなって再び高くなり、標高12m強になる。丘陵北側には袋状竪穴．甕棺等が、西側沖積地に

は水田関連遺構があり（板付水田遺跡、整理中）、環溝の東南丘陵上には細形銅剣等の出土し
②

た田端遺跡がある。今回調査したF－9a地点は南側高まりの西側で、前期の袋状竪穴が存在し、

D・E－9地点では、丘陵南端と沖積地を画するかのように小溝（上部は削平されている）が

存在する。小溝南の沖積層中には水田遺構やそれを示す土層はなかった。このように、丘陵上
・　　．　　　・

全面には弥生時代前期から（初頭からか後半からかは確定できない）生活吐．墓地が営なまれ
．　　．　　．

ていたのであり、丘陵周辺の沖積地が生産の場になっていたのである。ただ、昨年度調査の丘

陵東側と南側のD－6．7地点、D－910地点は、完全な氾濫原で、生産遺跡を示すものは
③

なにもなかった。

丘陵南端から南西500mには、沖積地をはさんで諸岡の独立丘陵（標高23m）がある。弥生時

代に限れば、この丘陵には前期末から甕棺墓地．無文土器出土小竪穴がいとなまれ、板付・諸

岡両遺跡は同時期に存在するようになる。両遺跡を残した集団は当然別個のものであり、両者

の関係のありようは、福岡平野の弥生社会の展開の中で今後検討さるべきである。

註

①森貞次郎．岡崎敬「福岡県板付遺跡」『日本農耕文化の生成』1961年

②中山平次郎「銅鉾銅剣の新資料（板付北崎の遺物）」『考古学雑誌』第7巻第7号1917年

③横山邦継編『板付周辺遺跡調査報告書（1）』福岡市埋蔵文化財調査報告書第29集1974年
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PL．Ⅰ

1．F－9a地点西側竪穴群（西から）

2．D．E－9地点発掘地全景（西から）



PL．II

F－9a地点、D・E－9地点出土土器1，2：F－9a地点第5号竪穴出土　3－6：D．E－9地点第1号竪穴出土

．．1



1．諸岡遺跡全景航空写真（北から）

2・諸岡遺跡遠景（東から）
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PL・Ⅴ

庭

∴二‥一一一／一一．＿報

遜一’－一：

．．－　　　　　　　　　　　　　　　6
／－

諸岡遺跡竪穴1‥時　2：1時　3：40号　4：17号　6：4号（以上弥生時代）
5：38号　7：23号　8：16号土以上古墳時代へ／中世）



PL・Ⅵ

1．諸岡遺跡B区第10号甕棺墓

2・諸岡遺跡第3号竪穴無文土器出土状態



PL．Ⅶ

諸岡遺跡出土無文土器　1，2：3号出土（同一土器）3：17号出土　4：撹乱部出土
5：7a号出土　　6：40号出土



PL．　Ⅷ

1．諸岡追跡出土無文土器口縁部片（約％）1，2，4，6，10，11：17号出土、
7，9，12，14：3号出土、3：21号出土、5：4号出土、8：20号出土、13：14号出土

2．諸岡遺跡竪穴出土遺物1．2：鉄斧と紡錘車（38号出土）、3：扁平片刃石斧（17号出土）・
4：滑石製模造鏡（住居址？出土）、5：石鉄（40号出土）、　6：玉（6号出土）



PL．Ⅸ

諸岡遺跡出土先土器時代石器（約1／1）



PL・Ⅹ

1．諸岡遺跡B区第2号甕棺墓貝輪着装人骨出土状況

2．貝輪出土状況





第1図　諸岡遺跡地形実測図



第2図　諸岡遺跡1973年・74年調査地遺構・トレンチ配置図



Bトレンチ土層断面図

1　　表土

2　　暗褐色ばいらん土

3　　赤褐色ローム（上部ローム？）

4a　　黄褐色ローム（鳥栖ローム）

4b　黄褐色ローム（粘性弱い）

5　　黄褐色ばいらん土

6　　橙色ばいらん土

7　　白色粘土（炭化物を含む）

8　　暗灰色ばいらん土

第3図　先土器代遺物分布図（遺物は÷）
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